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本市富沢地区は肥沃な田園村落 とし

て、豊かな穀倉地帯の一画をなしてき

たところであります。近年、土地区画

整理が行なわれ、仙台市高速鉄道の開

業を間近にひかえ、富沢遺跡及びその

周辺では宅地造成等が急速に進んでお

ります。富沢遺跡の発見の契機は昭和

57年において、このような開発に伴う

事前調査での水田跡の検出によるものでありました。その後、豊かな田

園地帯の景観が変貌の一途を辿る中で、年毎に行なわれてきた富沢遺跡

の調査は埋もれた先人たちの生活の様子をあますところなく語 り続けて

おります。

富沢遺跡の調査も今回で15次 をむかえ、本書においてはこれまでの水

田跡の概要を示し、広 くその理解を得るとともに縄文時代から近世にか

けて連綿と続 く、ここ富沢における先人たちの足跡 とその労苦を忍んで

いただければ幸いと存じます。

仙台市には、こうした文化財、とくに埋蔵文化財の包蔵地は約400ケ所

以上にわたっておりますが、これを愛護し、保存・継承していくことは、

われわれに課せられた責務 と考えます。したがって、本書が多 くの方々

に積極的に活用され、文化財全般にわたる保護 。啓発に資することを切

に希望してやみません。

最後に、発掘調査や本報告書の刊行にあたり多大の御指導・御協力を

いただきました多 くの方々に対し、心から感謝を申し上げます。

昭和62年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 藤 井 黎
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1。 本書は、仙台市都市計画道路長町・折立線建設に伴なう富沢遺跡第15次発掘調査報告書で

あり、すでに公表された現地説粥会資料、略報等に優先するものである。

2.報告書の作成及び編集は斎野裕彦が行なった。

3.本文の執筆は斎野・小野寺和幸・金森安孝・渡部弘美・吉岡恭平・松本清―・及川 格 。

高橋 泰・鈴木善弘が担当し、関連科学については地形・地質を豊島正幸氏 (東北大学)、 プ

ラント・オパール分析を藤原宏志氏 (宮崎大学)、 灰像分析を松谷暁子氏 (東京大学)、 樹種同

定を高橋利彦氏 (パ リノ・サーヴェイ株式会社)、 植物遺体の同定を星川清親氏 (東北大学)・

庄司駒男氏 (東北大学)、 土壌分析・火山灰の同定を庄子貞雄氏 (東北大学)。 山田一郎氏 (東

北大学)、 花粉分析を守田益宗氏 (東北大学)、 石器の使用痕分析を山田しょう氏 (東北大学)、

昆虫遺体の同定を梅津一史氏 (東北大学)に依頼した。第 9章を除 く執筆分担は下記のとお

りである。

斎野裕彦 第 1章第 2節、第 2章第 2節、第 3章、第 4章第 1節 。第 2節 2・ 3・ 第 3節、

第7章第 1節 。第3節 。第4節 1-俗 )・ 徽X 2、 3-(2)②�)。 (2)③ 。(2)④、4-

(1)・ (2)、 5-(1)～ (3)・ 脩X7～ 16、 17-(1)。 (3X20、 第8章、第10章第2～ 5節

第11章

小野寺和幸 第 5章第 2・ 3節、第 7章第 3節

金森安孝 第 1章第 1節、第 4章第 2節 1、 第 7章第 2節

渡部弘美 第 4章第 2節 1、 第 7章第 2節

吉岡恭平 第 7章第 4節 5-(5k6、 17-(動 。18・ 19、 第10章第 6節

松本清一 第 5章第 2・ 3節

及川 格 第 6章、第 7章第 4節 1-(1)。 (2)・ (0、 3-(1)。 (2)① 。(2)② i)～ v)、 第

10章第 1節

高橋 泰 第 5章第 1節

鈴木善弘 第 5章第 1節、第 7章第 4節 4-(3)・ 5-に )

4.作図、写真撮影には下記のとおり分担した。

遺構図面整理・ トレース 斎野、西條、塙 正浩、佐藤育弘、佐々木明彦

土器復原 。実測・ トレース 西條、白井昌子、大宮裕二、村上 篤、菅原順子

石器実測 。トレース 斎野、及川、寺田仁子

木製品 。杭実測 。トレース 阿部祐二、斎野、木幡真喜子、熊谷みゆき

遺構写真 斎野、小野寺、金森、渡部、吉岡、松本、及川、高橋、鈴木

口



遺物写真 鈴木、斎野

図版組 菅原、斎野、塙 恭子

5。 発掘調査及び報告書作成にあたり、下記の方々に指導・助言・協力を賜った。 (順不同・敬

称略)

藤原宏志、松谷暁子、高橋利彦、星川清親、庄司駒男、庄子貞雄、山田一郎、守田益宗、

豊島正幸、山田しょう、梅津一史、工楽善通、佐原 真、松井 章、佐川正敏、力武卓司、

浜石哲也、田中清美、高谷好一、古川久雄、乙益重隆、松井―明、都出比呂志、西谷 正、

須藤 隆、会田容弘、藤沢 敦、横山裕平、次山 淳、佐藤信行

6.石器の材質の鑑定は、仙台市科学館佐々木隆氏にお願いした。

7.陶器 。磁器の産地については佐藤 洋の教示によった。

伊J

1.本報告書中の土色については「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1973)を 使用した。

2.本文中の基本層位については層数が多いためローマ数字で示さず、アラビア数字で示した。

3.遺構図版中の水系レベルは海抜高を示す。

4.水田跡の調査においては、畦畔及び擬似畦畔のプランの検出を「確認」とし、水田跡を覆

う土壌を除去することを「検出」とし、使い分けた。

5.陶器 。磁器類の破片実測図は、石器実測図と同様の図示方法を統一した。すなわち、断面

を境に右側は内面、左側は外面を示している。

6.擦面及び敲打痕のある石器の実測図は下記のように図示し、擦面の方向の不明なものは任

意の方向に破線によって示した。

7。 本書の第10図に使用した地形図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1「仙台南西部」、「仙

台南東部」である。

8.石器の名称については縄文時代 と弥生時代

での用語の統一は行なわなかった。

9.水田の面積についてはlMlプ ラス製の帰零補

正式プラニメーターを用い、 3回の計測の平

均値を示 した。

10.図・表・写真は第 9章 を除き通 し番号 とし

た。

11.第220図、第223～ 228図は報告書を再 トレー

スしたものである。

敲打痕  方向の不明を擦面
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第 1章 調査に至る経過と調査要項

第 1節 調査に至る経過

仙台市の交通体系は、政令指定都市への移行を前に大きく変貌しようとしている。拡大する

都市交通圏の基幹 として、昭和56年度より着手した高速鉄道 (地下鉄)の建設工事 も昭和62年

度中に終了し、同年度中には開業しようとしてる。一方、この工事に並行し、市南部の交通混

雑の解消の主要幹線 として、また、交通局の地下鉄・バス運行計画の一つである、国鉄長町駅

と地下鉄長町南駅を結ぶ「バス&ラ イド方式」の幹線道路として、都市計画街路「長町折立線」

の建設工事が昭和41年 3月 には計画決定、昭和54年 10月 には事業認可されている。

これに伴う発掘調査については、建設工事の担当課である仙台市建設局道路部建設課街路係

と仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係 (現在文化財課調査係)が埋蔵文化財包蔵地の取

り扱いについて昭和59年 1月 に打ち合わせを行ない、昭和57・ 58年のニケ年を調査期間とし、

昭和59年 より工事を着手するという案が街路係から提示されたが、文化財調査係 としては昭和

59年度までは他の調査事業が既に予定されており、調査を行なうことができなかったため、昭

和60年 1月 29日 に昭和60年度から1年間の期間で発掘調査を行なうことで協議が成立した。調

査は昭和60年 3月 に試掘調査を行い昭和60年 4月 から本調査を行うことになった。調査対象区

域は仙台市長町 5丁目、長町南 1丁 目、長町南 3丁目地内の建設予定地であり、富沢遺跡の北

東端部及び東側の隣接地にあたる。この隣接地における調査については工事を再優先し、工程

に支障のない限りにおいて調査を行なうといった条件が建設課から提示され、やむなくその条

件下で調査が行なわれた。また側道部分やその他の工事に関わる調査に際しても同様の条件下

での調査を行なわざるを得ない状況であった。このため攪乱部分を除いた対象面積に対する調

査面積の場合は52%であった。
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第 1図 宮沢遺跡位置図



第 2節 調査要項

1.遺 跡 名  富沢遺跡

2.調査区所在地  宮城県仙台市長町 5丁目、長町南 1丁目、長町南 3丁 目

3。 調査期間  昭和60年度発掘調査 昭和60年 4月 10日～昭和61年 3月 3日

昭和61年度発掘調査 昭和61年 4月 5日 ～昭和61年 8月 1日

昭和61年度室内整理 昭和61年 4月 5日 ～昭和62年 3月 27日

4.調査対象面積  16461m2

5。 調査面積    5581m2

1区      (対 象面積 4740m2)

H区   1047m2(対象面積 2055m2)

Ⅲ区   491m2(対 象面積 1433m2.攪乱部分 266m2)

Ⅳ区  1735m2(対象面積 2400m2)

V区   1981m2(対象面積 4395m2.攪乱部分 714m2)

Ⅵ区   255m2(対象面積 977m2)

ⅥI区    72m2(対象面積 461m2)

6。 調査主体  仙台市教育委員会

7.調査担当  仙台市教育委員会文化財課調査係

文化財課 課 長  早 坂 春 一

‐
口偏
Ｆ
‐
・，

k吋 す r_す _H十 一 ― す す ― 茸 即

m

第 2図 調査区位置図



8.発掘調査参加者

青山 諒子  赤川 千広

阿部 孝一  阿部すえ子

阿部 正子  阿部 雅己

阿部 祐二  阿部よね子

板橋みつよ 伊藤 敦子

岩間かつ江  岩見 和泰

太田しげの 太田  勉

大友 利蔵  大友フミ子

小川 良子  小田やす子

小野寺 雄  加賀美要子

窪田 俊一  熊谷みゆき

小林 国子  小林  聡

今野 淑子 斉藤 慶子

佐々木慎一 佐竹  昭

佐藤 正志 佐藤ちよし

佐藤よし江  佐藤 隆司

須賀 栄子  菅井かつの

菅井美枝子  菅井よね子

鈴木きぬ子  鈴木つや子

高橋とみ子 高橋富紀子

竹森 光子 丹野 工作

中富  洋  中村せつ子

早坂 綾子  早坂みつえ

本郷 孝治 本堂 富子

三浦きよの 三浦  武

村井二郎松  村上  篤

山沢 豊正  山田きよゑ

渡辺 幸子 渡辺 節子

9。 室内整理参加者

西篠 裕子 寺田 仁子

村上  篤  菅原 順子

調査係長

調 査 員

佐 藤

小野寺和幸

渡部  弘美

松本  清一

高橋  勝也

浅見 礼子

阿部清太郎

阿部美代寿

石田 育子

伊藤 律子

遠藤 金蔵

大槻 光子

大沼みさほ

小野 久子

鹿野としみ

郡山 和彦

小林  充

斉藤 とき子

佐藤 三郎

佐藤 朋弘

佐野  弘

菅井 妙子

菅原 澄枝

須藤  一

高谷けい子

土田美喜子

沼田ツヤ子

半田 洋子

松浦 二郎

二浦フミ江

森  節子

山田やす子

渡辺 麗子

塙  恭子

佐々木明彦

浅見 しげ

阿部すみえ

阿部 ミノル

壱岐 豊子

伊藤清之助

遠藤いな子

大槻 明美

大沼  清

小沼ちえ子

柏倉セツ子

郡山 和子

小林 斉美

斉藤 信次

佐藤きぬ子

佐藤 とし子

佐野たみえ

菅井 君子

菅原 有智

鈴木よしゑ

高橋みち子

千田タイ子

沼田 絹子

半澤 俊昭

前田 裕志

三浦とよ子

最上 浪子

山田 昌弘

渡辺 久子

塙  正浩

佐藤 育弘

阿部いしよ

阿部 則子

阿部 祐子

仮橋 孝子

岩渕 信博

太田 一郎

大友かおる

大山の り子

小野寺 力

木村 勝彦

木幡真喜子

昆野 賢一

佐々木恵子

佐藤 忠勝

佐藤 育弘

諏江  敏

菅井ちよの

鈴木 勝彦

高橋千年世

竹森 永源

中沢 正吉

早川 裕子

洞口 秋子

三浦 勝子

宮本 昌俊

矢口 久子

米倉 節子

隆

金森 安孝  吉岡 恭平

斎野 裕彦  及川  格

高橋  泰  鈴木 善弘

安達八千代  安倍あき子

阿部 高子  阿部 武志

阿部八重子  阿部 幸夫

板橋さくみ 板橋スエノ

猪股  徹 故入間川富市

大内 芳郎  大里美恵子

大友いくよ 大友  勇

大久 節子  大宮 裕二

小野みや子 小野 儀彦

上村 安子  菊地みよし

小嶋登喜子  小竹 恵子

小林  裕  小山つるよ

斉藤 紀子 斉藤 雅子

佐藤 茂己 佐藤 静子

佐藤まさ子 佐藤 みよ

下山由加里  庄子 和子

菅井 民子  菅井 忠吉

菅原まさよ 菅原 幸和

高橋  健  高橋 孝次

武田 節子  武田  萬

寺田 仁子 豊村 幸宏

根深はつえ 塙  正浩

藤原 ミサ 朴澤せつ子

松坂  浩 松本 幸子

三浦 芳子  宮崎  進

森  剛男 森 ナツヨ

横山 典章 吉野たま子

阿部 裕二  自井 昌子  大宮 裕二

木幡真喜子  熊谷みゆき
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第 2章 退 跡の立地 と環境

第 1節 富沢遺跡周辺 の地形 と土 地条件 の変遷

東北大学理学部地理学教室 豊 島 正 幸

1.遺跡周辺の地形概観

仙台市東南部の海岸平野 (仙台平野)の うち、広瀬川と名取川にはさまれた部分は郡山低地

と呼ばれている。西側には地質構造線 (長町 ― 利府線)が存在し、丘陵・段丘地域 と海岸平

野を明瞭に分けている。富沢遺跡は郡山低地西部の低湿地帯に位置する。

第 3図には、米軍撮影の空中写真 (縮尺 4万分の 1)の判読に基づいて、流路跡の分布状態

を示した。鍋田付近を中心 とする一帯には魚川、金洗沢およびニッ沢等の支流の流路跡は見 ら

れるものの、広瀬川や名取川に関係する流路跡はほとんど見 られない。このことから、鍋田付

近は両河川の影響が直接には及びにくい所であることが推定される。

なお、郡山低地一帯は、後氷期の海面上昇に伴う海域拡大の極大期においてさえ陸成層の堆

積が継続していたところである (松本 (1981)の 沖積層断面図参照)註)。

2.低 湿地帯の地質断面

ボーリング調査による既存の地質柱状図 (地下鉄路線に沿う20地点、第 3図中の黒丸)や発

掘現場における地層観察に基づいて地質断面図を作成すると、第 4図および第 5図のようにな

る。

遺物包含層の基盤である礫層を鍋田やH区で観察すると、最大径15cm前後の円礫層である。

これは主として名取川や広瀬川の河道内で堆積 した流路堆積物 と考えられる。礫層の上面高度

は鍋田付近で最も低 く、名取川および広瀬川の両方向に向かって高 くなる (第 4図 )。 このこと

は、名取川および広瀬川が、それぞれ鍋田付近から南および北へ流路を移動させつつ河床を上

昇させてきたことを示す。両河川が鍋田の東方で合流することから、同礫層上面の断面形は東

西方向にも凹形をなすことが推定される。礫層上面によって示される鍋状の凹所の出現は、低

湿地成立における基礎的要因となったと考えられる。下ノ内浦および隣接する山口の各遺跡で、

礫層の上位の層から押型文土器が出土するので、下ノ内浦から鍋田の間の礫層は、縄文時代早

期にはすでに堆積していたと考えられる。

この礫層上面がつくる凹所を埋める形で堆積しているのは、砂・ シル ト・粘上である (第 4

図)。 西方の丘陵地帯に露出する酸性凝灰岩起源の礫を含むことや位置関係から、これは主 とし

て金洗沢やニッ沢の支流によって供給された堆積物であると判断される。(な お、名取川や広瀬

川の氾濫堆積物に由来する細粒物質 も混入 していることは十分に予想される。)こ の支流起源
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第 3図 空中写真判読による流路跡の分布

1.段丘面と崖 (新旧の段丘を含む)2.微 高地 3.流路跡 4.支流の位置  5.ボ ーリング調査の地点
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第 5図 鍋田付近の地質断面図



の堆積物は部分的に植物遺体 (湿性植物 と思われる)を含むことから、その一部は低湿地的土

地条件下で堆積したと考えられる。ただし、本格的な泥炭集積の開始時期は、次に述べるよう

に約5400年前以降である。

鍋田付近を中心に泥炭層 (最大層厚3.5m)が存在する。泥炭層最下部の 14c年
代は、5400と i二 8

yr B,P,(TH-1215)で ある (第 5図 )。 この層準にはガラス質火山灰が薄 くはさまれる。泥炭

層から出土する土器型式に基づけば、泥炭集積は少なくとも弥生時代 (崎山囲式 。十三塚式土

器の時代、一部、天王山式土器の時代)ま で継続していたと判断される。この間、鍋田付近に

は氾濫時の浮遊物質 (主 にシル ト・粘土)が繰 り返 しもたらされたものの、全体 として堆積物

の供給は微弱であった。このことが鍋田付近における泥炭集積を可能にした。

泥炭層は名取川に向かって泥炭集積の程度が弱 くなり、シル ト～砂質の堆積物へと移行する

(第 4図 )。 下ノ内浦付近のシル ト～砂質堆積物は、名取川や支流の魚川の浴流に伴う氾濫堆積

物に由来すると考えられる。

鍋田より広瀬川に近い発掘区 (■～Ⅵ)では、泥炭層の上位に広瀬川の氾濫堆積物が認めら

れる (第 4図 。第 5図 )。 同堆積物の層相は広瀬川に向かって変化し、シル ト・粘土層から砂 。

シル ト層へ、さらに礫混 りの堆積物へと粗粒化する。同層基底部の木片の 14c年
代は、1290±

110yr B.P。 (660± 110年 A.D.)(TH l174)で ある (第 5図 )。

3.泉崎浦付近 の微高地

泉崎浦や鹿野付近に微高地が存在する (第 3図 )。 この微高地を詳細に検討するために、縮尺

2500分 の 1の都市計画図 (昭和46年測量)から等高線をぬきだしたのが第 6図である。

等高線の配列状態から、泉崎浦付近の微高地は金洗沢の谷口を扇頂 とする扇状地に由来する

ことがわかった。微高地の平面形が扇形を示さないのは、この扇状地が現成のものではなく、

谷口から東方および南方の部分が小規模ながら開析 (侵食)さ れているためである。すなわち、

泉崎浦の微高地は、扇状地のうち侵食からまぬがれた部分である。鹿野付近の微高地もこれと

同様の成因をもつと考えられる。なお、気川に沿う微高地は自然堤防と判断される。

泉崎浦付近の地質断面を第 7図および第 8図に示す。微高地 (h地点)を含む扇状地の構成

物質は粘土混じりの砂～シル ト層である。厚さは最大約10mに及ぶ。なお、魚川に近い富沢中

学校 (b～e地点)付近では、旅川の流路堆積物 と考えられる礫層が くさび状に堆積 している

(第 7図 )。

第 8図は扇状地の縦断方向の地質断面であり、地下鉄路線に沿う地質断面 (第 4図)と は q

地点で交差する。r地点に傾斜変換点があらわれており、この付近が扇状地の末端にあたる。q

～r地点付近の泥炭層は金洗沢からの堆積物供給が微弱であった時に形成されたと考えられ

る。これは鍋田付近の泥炭層 (第 4図 と第 5図)に連続する。第 7図の■～o地点にもこれと高
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度的に連続する泥炭層が存在する。これらの地質断面図から、鍋田を中心に分布する泥炭層は、

支流起源の扇状地堆積物 と指交関係にあると判断される。

4.土地条件 の変遷

縄文時代以降の土地条件の変遷は、下ノ内浦～鍋田～ H区に至る約 2 kmの範囲内において

差異が認められた。

名取川および広瀬川の直接的影響を受けにくい位置にある鍋田付近では、約5400年前から弥

生時代にかけて金洗沢やニツ沢等の支流からの堆積物 (主 に砂・ シル ト)供給が微弱になり、

泥炭地が形成された。弥生時代の水田は泥炭地の範囲内に限られている (第 9図 )。 古墳時代ご

ろから広瀬川の氾濫堆積物が供給されるようになり、鍋田～Ⅲ区における泥炭集積作用は徐々

に終了していった。泉崎浦付近では、支流起源の堆積物供給が泥炭集積作用の終了に関与 した。

下ノ内浦のように名取川に近いところでは、縄文時代早期から絶えず名取川や魚川の氾濫水

の影響を受け続けてきた。このため顕著な泥炭集積はみられない。

以上のように、低湿地である郡山低地では、河川 (支流を含む)に よる堆積物供給の強弱や、

それの及んだ範囲が、各時代の土地条件を左右している。

□ 1臣 2日 3□ 4□ 5□ 6□ 7□ 8日 9

第 9図  泥炭地の分布の変遷と水田跡
1.水田跡 (黒丸の右に付した(2)は 2層準に水田跡が検出されたことを示す)2.泥 炭地 3.泥炭集積の時代が不明な部分
4,水路跡 5.土器 6 住居跡以外の遺構と土器 ァ.石器 8 住居跡と土器 9 テフラ(約 1,000年前と約5,400年前の 2

層準に存在する)
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第 2章 富沢遺跡とその周辺の歴史的環境

富沢遺跡では、これまでの調査の結果弥生時代以降主に生産域 として水田耕作が行なわれて

きていることが明らかとなっている。またそれより前の時代については、弥生時代の水田跡の

より下層から縄文時代の遺物が出土することが今回の第15次調査を含めて数地点で確認されて

いる。

富沢遺跡の歴史的環境については、当遺跡の立地する郡山低地西半部及び周囲をも含めた理

解が必要とされ、地形・環境 と人間の行動との相関において土地と人間の紐帯を共時的 。通時

的に把握していく視点が不可欠とされる。当遺跡でのこれまでの調査結果からは弥生時代以降

と縄文時代以前では人間の当遺跡における土地利用は異なることが予想される。そこで弥生時

代以降における当遺跡の理解は、郡山低地西半部での体系的な土地利用の観点から、生産域・

居住域・墓域等の有機的関連の中で行なわれるべきであり、他の遺跡についても同様のことが

いえる。また郡山低地東半部や西方の段丘縁辺部においても土地利用の体系を把握していくべ

きである。次に縄文時代以前の当遺跡については、郡山低地における地形・環境の変化 と各遺

跡の時期的な立地条件の把握とともに、西方の段丘・丘陵地帯をも含めて居住・生業等につい

ての遺跡間の連関の中で理解すべきである。

ここでは、周辺の遺跡について縄皮時代以前においては郡山低地と、西方の段丘・丘陵地帯

の遺跡を対象とし、弥生時代以降は体系的な土地利用において当遺跡と密接な関連をもつと考

えられる遺跡を中心にして概観してみたい。

旧石器時代 :富沢遺跡では下層の砂礫層の形成の過程や、河川による侵食作用・堆積作用によ

る地形変化については不明な点が多いが現在のところ旧石器時代の遺構・遺物の存在は確認さ

れていない。旧石器時代の自然環境は「氷河時代」の名称に示されるように動植物相は縄文時

代以降とはかなり異なるものであり、その間の気候変化・地形変化はこれまでの調査研究によ

り序々に明らかとなりつつある。しかし旧石器時代は人類史の中にあって、そのほとんどの時

間を占めているにもかかわらず、当時の自然環境を知るデータは少ない。特に沖積平野におい

ては河道の変化による地形変化を伴いながらの海水準の変動や河川堆積物の供給により当時の

地形は完全に埋没あるいは消滅している。

富沢遺跡周辺における旧石器時代の遺跡は当遺跡西方の名取台地において山田上ノ台遺跡
l121

(2月 ヒ前遺跡
3(3)が 、西北方 3 kmの青葉山丘陵に青葉山B遺跡0がある。 3遺跡からは、これま

での調査により前期旧石器時代及び後期旧石器時代の石器が出土している。

旧石器時代の自然環境については、気候変化に伴う海水準変動を考慮しなければならないが、

後期旧石器時代においては、ヴィルム氷期の最寒冷期には海水準が現在よりも約140m9あ るい



第 1表 遺 跡 地 名 表
h 追 跡 名 立 地 年 代 遺 跡 名 地 代

| 富沢遺跡 後背湿地 縄文～近世 金岡八幡古墳 後背湿地 占墳

2 山田上ノ台遺跡 駈 旧石器(前 衡縄文(41中 後)平身近世 教塚古墳 後背湿地 鎖
3 北前遺跡 駈 1日石器(前 後)縄文侍を中)古墳平安 泉崎浦遺跡 自然堤防、後背湿地 縄文 古墳・平安 近世

上野山遺跡 駈 縄文 山口遺跡 自然堤防、後背湿地 縄支P,1～ 晩)弥生 古墳 余良 平安 中世

5 汚田通A遺跡 段丘 縄文 平安 下ノ内浦遺跡 自然堤防 奈良 平安
6 汚日通B追跡 段丘 平安 袋東遺跡 自然堤防 古墳 平安
7 清日原西追跡 段丘 縄文 平安 伊古日遺跡 自然堤防 古墳・奈良 平安
8 竹の内前追跡 段丘 奈良 平安 下ノ内遺跡 自然提防 縄文(中 後)弥生・平安
9 紙漉山遺跡 段丘 縄文 六反日追跡 自然堤防 縄文(中 後朋υ弥生 古墳 奈良 平安

四丁漣壁】小 段丘 縄文・古墳 平安 67 五反田石構墓 自然堤防 古墳

11 山田条里追跡 駈 奈良～平安 五反日本構墓 自然堤防 古墳

清田原東遺跡 段丘 縄文 .平安 五反田古墳 自然堤防 古墳

i3 谷地前遣跡 段丘 平安 元袋Ⅱ遺跡 自然堤防 奈良・平安

後日遺跡 段丘 奈良・平安 71 大野田1号墳 自然堤防 古墳

15 八幡西遺跡 段丘 平安 72 大堅予日2号墳 自ユ横 防 古墳

上里予珈 駈 縄文(中)奈良・平安 73 春日社古墳 自然堤防 古墳

17 般渡前遺勘 駈 縄文・弥生・奈良 平安 鳥居塚古墳 自然堤防 古墳

南ノ東遺跡 自然堤防、後背湿地 弥生・奈良 平安(中期) 元袋El遺跡 自然堤防 奈良・平安

富日南西遺跡 自然堤防 奈良 平安 長町南遺跡 自然堤防 奈良・平安

宮沢窯跡 丘陵斜面 古墳 奈良・平安 77 長町六丁目追跡 自然堤防 奈良 `平安

21 三神睾遺跡 駈 縄文(早
。前) 新田追跡 自然堤防 奈良 平安

三神睾古墳群 駈 古墳 大野田遺跡 自然堤防、後背湿地 縄文(後期)弥生

23 金山窯跡 丘陵斜面 占墳 剪握 魏 勤 自然堤防、後背湿地 奈良 平安

土手内追跡 丘陵 縄文・奈良 平安 艮町清水遺跡 自然堤防 古墳 ?

土手内窯跡 丘陵斜面 古墳水～奈良 王の壇古墳 自然堤防 古墳

砂押屋敷遺跡 駈 奈良・平安 的場進跡 自然堤防 奈良・平安

西台窯跡 駈 奈良・平安 ? 西硼 自然堤防 弥生 古墳
原遺跡 駈 弥生 古墳,平安 郡山遺跡 自然堤防、後背湿地 古墳・奈良

原束遺跡 駈 古墳・奈良・平安 耳ヒロ動 自然IIn防 室町・江戸

裏町古墳 駈 古墳 諏訪社古樽群 録倉(後期)

裏町凍遺跡 駈 平安 矢来遺跡 自然堤防、後背湿地 古墳・奈良 平安
金洗沢古墳 駈 古墳 鋤 帥 群 鎌倉(後期)

砂押古墳 駈 古墳 北目古碑群 鎌倉守始9)

二塚古墳 後背湿地 古墳 穴田東古樽群 錫t婚挙 (4妾り期)

宮沢上ノ台追跡 駈 縄文・平安 籠ノ灘遺跡 自然堤防 古墳 奈良・平安

富沢清水遺跡 自然堤防 奈良 平安 欠ノ上I遺跡 自然堤防、後背湿地 占墳 奈良 平安

鍛治屋敷A遺跡 後背湿地 縄文 奈良・平安 欠ノ上Ⅱ遺跡 自然堤防 占墳・奈良 平安
六本松遺跡 自然堤防、後背湿地 奈良・平安 陸奥回分寺跡 自然堤防 奈良

鍛治屋敷B追跡 自然堤防、後背湿地 縄文 奈良・平安 魅澳□分割ヱ寺跡 自然堤防 奈良

富沢館跡 自然堤防、後背湿地 劃 法領塚古墳 自然堤防 古墳 (後期)

向山高裏遺跡 丘陵 縄文仰動 猫塚古墳 自然堤防 古墳

愛宕山横穴群 丘陵斜面 古墳木～奈良 若林城跡 自然堤防 中世・江戸

青山二丁目遺跡 丘骸 奈良～平安 市小泉遺跡 自然堤防、後背湿地 弥生・古墳 奈良・平安`中世

ニツ沢遺跡 丘陵 縄文 遠見塚古墳 自然堤防 古墳(中期)

人木山緑町追跡 丘陵 縄文 奈良・平安 曽利松明神吉墳 沖積平野 古墳

萩ヶ丘遺跡 丘陵 縄文・奈良 平安 仙台東郊条理跡 後背湿地 奈良

萩ヶ丘B遺跡 丘陵 縄文 梅塚古墳 沖積平野 古墳

茂ヶ崎域跡 丘陵頂部及び斜面 商北朝～室町 今泉追跡 自然堤防 弥生古墳・平安～近世

大年寺横穴群 丘陵斜面 古墳木～奈良 藤田新田遺跡 浜堤 弥生

宗禅寺横穴群 丘陵斜面 古墳.奈良 下飯日薬師堂古墳 自然堤防 古墳(後期)

51 恨岸遺跡 丘陵斜面 縄文 仙台大塚山古墳 自然堤防 古墳

ニツ沢横床群 丘陵 古墳 伊豆野権現古墳 自然堤防 古墳

兜塚古墳 自然堤防 古墳 安久諏訪古墳 自然堤防 古墳

小兜塚古墳 自然堤防 馘 栗追跡 自然堤防 献

鹿野屋敷遺跡 駈 古墳?奈良 平安 安久東遺跡 自然堤防 弥生～中世

鹿野一丁目遺跡 駈 縄文 弥生?奈良・平安 城九古墳 自然堤防 古墳

‐塚古墳 後背湿地 古墳 後河原追跡 自然堤防、後背湿地 弥生 ,平安 中世
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第10図 宮沢遺跡と周辺の遺跡分布図 11 ・ 12



は約80mO低下していたものと考えられており、少なくともこれらの遺跡は100数十 mの海抜高

をもっていた時期があったことになる。また汀線からの星巨離は現在よりも遠かったものと考え

られる。現在の調査技術からしては、旧石器時代の生活面を海底下において検出することは不

可能であり、沖積平野下においても困難である。しかし、少なくとも沖積平野のより下層に存

在する可能性のある沖積世のの旧石器時代の生活面を念頭に入れた遺跡の理解をなすべきであ

ろう。

縄文時代 :約 1万年前以降、気候の湿暖化により旧石器時代の動植物相は変化し、人類の環境

は大きく変貌した。特に縄文時代早期末～前期前半の時期は「ヒプシサーマル」いわゆる温暖

期にあたり、海水準の上昇が世界各地で確認されている9。 海水準の上昇は各地河川堆積物の供

給量との相関関係において海水域の拡大・縮小 という変化を生みだした。当遺跡周辺では海水

準の上昇にもかかわらず海水域の最も拡大した時期は約7900年前 とされ、約5000年前以降海水

準変動は安定期に入ったとされている9。 これは名取川の供給する堆積物の量が極めて大きなも

のであったためであり、また海水域の拡大が当遺跡に及ばなかったことも海成層の有無により

明らかにされている。当遺跡周辺においては以上のことをふまえ、縄文時代の地形環境につい

ては名取川・広瀬川及びその間を西方の丘陵から低地に流入する魚川の河川堆積物あるいは金

洗沢 。ニツ沢を起源 とする堆積物の供給域・供給量との関係において理解すべきである。それ

は段丘上に立地する遺跡に比べ、低地の立地条件が極めて複雑であることを前提 としなければ

ならず、細かな地点毎の自然環境の変遷の復原の必要性を認識させる。

さて縄文時代の遺跡は、当遺跡及び周辺では郡山低地に面する丘陵・段丘上 と、低地におい

ても検出されており、時期毎に見ていくことにする。

早期 :当遺跡周辺では南に隣接する下ノ内浦遺跡 (62)で早期前葉の竪穴遺構 2基 といわゆる陥

し穴遺構を含む 7基の上竣が検出されており、遺物 としては押型文土器 (日 計式)、 局部磨製の

黒耀石製の石鏃を含む石器が出上 しているl° l。 また下ノ内浦遺跡の西に隣接し当遺跡 とも隣接

する山口遺跡 (61)か らは早期末葉～前期初頭の遺物が出上 し、 2ケ 所の落ち込みが検出され

た1'。 西方の段丘上では北前遺跡で早期末葉。梨木畑式併行期の集落跡 (竪穴住居 8棟・土羨10

基)が検出されている。。

前期 :当遺跡周辺では下ノ内浦遺跡から前期後葉、大木 5b式上器が出土しているの。

西方の丘陵及び段丘上では、当遺跡の西方約1.5km、 標高65～70mの 青葉山段丘面に立地す

る三神峯遺跡 (21)があり、前期前棄、大木 1～2a式期の集落跡が検出されているほか、大木 1

～ 7式の土器が出土している101。おちまた北前遺跡では大木 6式期の土渡辞が検出されている0。

中期 :当遺跡周辺では魚川右岸に立地する六反田遺跡 (66)で中期中棄、大木8b式期の竪式住居

跡が 1棟検出されているほか、大木8a式 。大木8b式の土器 も出土している。。中期末葉、大木



10式期では下ノ内遺跡 (65)で竪穴式住居跡が 3棟、埋設土器 2基、土壊30基が検出されておりの、

六反田遺跡でも埋設土器が 1基検出されている。。また山口遺跡では遺構は検出されていないが

大木8a～大木10式の土器が出土している0。

西方の丘陵及び段丘上では山田上ノ台遺跡で中期前葉、大木7a・ 7b式の土器が出土、また大

木10式期の集落跡 (竪穴住居38棟・上装300基余)が検出されているう。また北前遺跡では中期後葉、

大木 9式期の竪穴住居跡 2棟が検出されている。。山田上ノ台・北前両遺跡の一段下位の段丘に

立地する上野遺跡 (16)で は中期中葉、大木8b式期の竪穴住居跡・土羨等が検出されているほか、

大木7a、 8a～ 10式の上器が出土 しているり。

後期 :当遺跡周辺の後期初頭においては、六反田遺跡で竪穴住居跡が検出されている10ほか、

山口遺跡
19・

下ノ内遺跡
17)20で

遺物が出上している。また富沢遺跡のほぼ中央部に位置する泉崎

浦遺跡 (60)で は土羨 1基が検出されている21ち
後期前葉、南境式期では下ノ内浦遺跡で配石遺

構 9基・土竣約120基・埋設土器 5基が検出されている0ほ か、山口遺跡で遺物が出土しているり。

後期中葉、宝ケ峰式期では伊古田遺跡で遺物包含層が確認され、土器・石器とともに土偶 9点

が出上 している2りほか、六反田遺跡
I。・山口遺跡

10で も遺物が出上 している。後期後葉、金剛寺

式期では六反田遺跡
10・ 山口遺跡171か ら遺物が出土 している。また当遺跡の東方 l kmに位置す

る西台畑遺跡 (84)か らは後期初葉の上器が出土している20。

西方の丘陵及び段丘では山田上ノ台遺跡で後期初頭の遺物が出土 している。

晩期 :当遺跡周辺では六反田遺跡・山口遺跡において共に河川の埋土中から晩期の遺物が出土

していることが確認されている。

西方の丘陵及び段丘上では現在のところ遺構 。遺物が検出されていない。

以上のように当地域では縄文時代早期前葉の時期に下ノ内浦遺跡で人間の行動がなされてい

たわけであり、当遺跡周辺ではその後中期前葉までは、山口遺跡で遺物の出土が確認されてい

るにすぎない。ところが中期中葉以降、当遺跡南方に位置し魚川の両岸に展開する六反田遺跡・

下ノ内遺跡・伊古田遺跡・山口遺跡・下ノ内浦遺跡では後期後葉に至るまで連続的な遺構・遺

物検出されてお り、集落の存在を認識できる時期もあり、今後の調査により中期中葉～末葉以

降の居住域 としての性格が明らかにされることが予測される。また晩期についても近傍に集落

の存在が予想される。これに対し、西方の丘陵及び段丘上では早期末棄から中期末葉まで竪穴

住居跡や土竣等が連続的に検出されてはいるが、後期以降の検出遺構は現在のところ極めて少

なく今後の調査に期待されるところが大きい。当地域の縄文時代については、丘陵及び段丘上

の遺跡 と低地における遺跡 との連関・時期的な遺跡分布を考えなくてはならないが、低地・特

に当遺跡 とその周辺においては複雑な地形・環境の相異・変化による土地利用が行なわれたも

のとする視点が必要 とされる。中でも六反田遺跡をはじめとする魚川の両岸の地帯には中期中



葉以降、とし較的標高が高 く水はけの良い、ヤゝわゆる自然堤防が形成されていたことを示し、そ

の後安定した居住域 としての地形的条件を保持していたことが考えられる。ところが早期にお

ける遺構 。遺物の検出された下ノ内浦遺跡や山口遺跡の当時の環境については不明確であり、

今後の大きな課題 とされている。

弥生時代 :当遺跡を生産域 とした場合、周辺の自然堤防・微高地には居住域 。墓域あるいは生

産域の一部の存在を予想させるが富沢遺跡に隣接 。近接する遺跡での弥生時代の遺構・遺物の

検出例は少なく以下の通 りである。

下ノ内浦遺跡 :十三塚式期あるいは天王山式期の墓渡 1基が検出され、石包丁 2点 と磨製石斧

1点が副葬されており、朱の痕跡 も確認されている。また他の竪穴遺構 1基・土墳 2基・濤跡

1条 も検出されているほか、十二塚式土器 と天王山式上器の混在する包含層がそれらの遺構を

覆っている。
2つ

下ノ内遺跡 :天王山式の甕が 1点出土した土壊が 1基検出されているり。

六反田遺跡 :桝形囲式 と天王山式の 2層の遺77J包含層が間層を換んで確認されている25ち

山口遺跡 :十三塚式上器 と天王山式上器の混在する包含層が確認されているほか、桝形囲式の

上器破片が 1点出上している0。

大野田遺跡 (79):石包丁 1点が表面採集されている20。

以上のようにこれらは全て当遺跡南方の自然堤防上に立地している遺跡である。弥生時代の遺

構は下ノ内浦遣跡で検出されているだけであり、他の遺跡では桝形囲式・十二塚式 。天王山式

の遺物が出土しているが、各時期の遺構の在り方はほとんど不明である。また当遺跡に隣接 。

近接する微高地 。自然堤防には西方の金洗沢を起源 とした小規模な扇状地性の微高地、ここの

東半部には泉崎浦遺跡が立地するが弥生時代の遺構・遺物は検出されていない。また北方には

ニツ沢を起源 とした小規模な扇状地があり、東方には南北方向の自然堤防と考えられる微高地

がある。当遺跡周辺の体系的な土地利用を考えるには、南方の遺跡だけでなく西方 。北方 。東

方にある微高地あるいは自然堤防とも視野に入れた調査 。研究が不可欠であろう。

また郡山低地東半部・ 当遺跡西方の段丘縁辺部・名取川以北の霞目低地にある弥生時代の遺

跡について若干触れてみたい。

郡山低地東半部

西台畑遺跡 :昭和32年、粘上の採掘作業に伴い桝形囲式期の遺物が出上している。出土遺物は、

器形の知れる土器15個、土器破片約40点、石器 2点、剣片 3点である。また合口土器 2点が出

土している202の
。

郡山遺跡 (85):昭和59年の第44次 調査で桝形囲式期の遺物が出土 している29。

諏訪遺跡 :弥生土器が出上している20。



当遺跡西方の段丘縁辺部

船渡前遺跡 (17):昭和51年 の調査により大泉式期の上壌 1期が検出されているほか、多量の遺

物が出上してお り、その中には石包丁 1点が含まれている29。

南ノ東遺跡 (18):弥生土器が出土している20。

霞目低地

南小泉遺跡 (100)i昭和11年 に弥生土器の破片が採集されていたが、昭和14年春から16年春にか

けての仙台飛行場の拡張工事の際に大量の土器・石器が出土した。弥生時代の遺物は、桝形囲

式の弥生土器 と、石器などが出上している。石器には棒状石斧・太形磨製石斧・扇平片刃石斧・

石塾・有角石斧 。四頭石斧・石包丁などがある。また、合口土器が15組確認されていることか

ら墓域の存在が考えられている"ち その後南小泉遺跡の発掘調査は昭和52年の調査を第 1次調

査として昭和61年までに数多 く行なわれてきている。弥生時代の遺構の検出はほとんどなされ

ていないが、遺物は土器・石器などが出上している。弥生土器は桝形囲式の他にも、青木畑式

併行期と考えられるものや30、 十三塚式。天王山式なども出上しており3つ、弥生時代を通じての

人間の居住が予測される。

藤田新田遺跡 (106):発 掘調査は行なわれていないが、大正年間に桝形囲式の弥生土器や、石包

丁・片刃石斧が出土したことが報じられている131

今泉城遺跡 (105):昭 和54年 と昭和56年 に 2回の調査が行なわれている32130。 弥生時代の遺構

は検出されていないが桝形囲式の弥生土器 と、弥生時代の石器が出土している。中でも昭和56

年の調査では石包丁 5点 と大型蛤刃石斧 1点が出上している。

古墳時代 :古墳時代の遺跡は、当遺跡南方の自然堤防に立地する遺跡 と、当遺跡内にある遺跡。

当遺跡北方あるいは西北方の丘陵縁辺部に立地する遺跡の 3地域に分けることができる。

当遺跡南方 :魚川左岸の六反田遺跡・下ノ内遺跡2011分 30。
伊古田遺跡39か らは塩釜式期 。南小泉

式期・栗囲式期の竪穴住居跡などの遺構が検出されており居住域 と想定される。また下ノ内遺

跡からは畑跡 と推定されている南小泉式期以前の小濤状遺構群が検出されている20。 これらの

遺跡の東側には調査により検出された大野田 1号墳 (71)・ 大野田 2号墳30(72)の 他に春日社古

墳 (73)・ 工の壇古墳 (82)。 鳥居塚古墳 (74)が確認されており、埴輪の出土から古墳 と想定され

る長町清水遺跡 (81)も ある。また六反田遺跡では五反田古墳・五反田木棺墓・五反田石棺墓が

調査により検出されており10、
今後この地域では新たなる古墳の発見される可能性がある。

遺跡内 :遺跡中央部の泉崎浦遺跡から古墳時代の竪穴住居 1棟が検出されている30。 また遺跡

南西部には教塚古墳30(59)が あったが調査により消城した。

遺跡北方～北西方 :こ の地域での集落跡の調査例はないが、遺物散布地 として原遺跡 (29)。 鹿

野屋敷遺跡 (55)が ある。古墳は当遺跡北側に金岡八幡古墳 (58)が あるが、他の古墳は西多賀か



ら根岸にかけての丘陵縁辺部に立地している。西南方から北東方にかけて裏町古墳39(30)。 金洗

沢古墳 (32)。 砂押古墳
40(33)。 二塚古墳

10(34)。 一塚古墳
10(57)・ 兜塚古墳

104)(53)・ 小兜塚古

墳 (54)が確認されている。また三神峯遺跡に隣接して 2基の二神峯古墳群 (22)が ある。横穴墓

は当遺跡北方の丘陵にニツ沢横穴群 (52)。 愛宕山横穴群 (42)・ 宗禅寺横穴群
4D(50)が ある。また

三神峯遺跡の南に隣接して埴輪窯の富沢窯跡
40(20)・ 須恵器窯の金山窯跡

40(23)があり、近接し

て東方に土手内窯跡 (25)。 南方に西台窯跡 (27)が ある。古墳時代においては、古墳の築造・横

穴墓の造営・埴輪窯・須恵器窯の操業 という土地利用が行なわれることから弥生時代に較べ土

地利用の体系の範囲が拡大する。当遺跡周辺の古墳時代各時期の生産域・居住域・墓域の関係

は不明な部分が多 く今後の課題 とそれるが、古墳の築造に見られる経済的な基盤は生産域 とし

ての水田耕作に負う所が大きかったものと考えられ、当遺跡の南方と西方から北方にかけて見

られる古墳 との関係を居住域を通して究明していく必要がある。

郡山遺跡 :郡山低地東半部には郡山遺跡がありこれまでの調査により、 7世紀後半から8世紀

初頭にかけての官衛跡であることが明らかとなっている45～ 5ゆ。この官衝跡の存在は立地・成立基

盤など、 7世紀における当遺跡周辺を考える上で重要な位置を占めるものと考えられる。

奈良時代 :奈良時代の遺跡は、当遺跡南方の自然堤防上に立地する遺跡 と当遺跡北方あるいは、

西北方の丘陵縁辺部に立地する遺跡の 2地域に分けることができる。

当遺跡南方 :気川両岸の下ノ内遺跡り30.伊古田遺跡・下ノ内浦遺跡
10・ 六反田遺跡0295り .山

口遺跡
1'か ら竪穴住居跡が、山口遺跡1'か らは小濤状遺構群が検出されており、これらの遺跡の

東側の魚川右岸でも元袋Ⅲ遺跡 (75)・ 長町六丁目遺跡 (77)な どの奈良時代の遺跡が知られてい

る。

当遺跡北方～北西方 :奈良時代の遺跡は富沢清水遺跡 (36)・ 砂押屋敷遺跡 (26)な どが知 られて

いるが、調査例がなく、遺構の検出はなされていない。

当遺跡周辺の奈良時代の遺跡は、遺跡数や検出された遺構の数から見れば古墳時代に較べ増

加している傾向はうかがえるが、調査例 も少ないことから慎重を要するであろう。

平安時代 :平安時代の遺跡は奈良時代以降連続するのもが多 く、奈良時代の遺跡の分布状況 と

さほど変わらない。調査においても南方の自然堤防上に立地する下ノ内遺跡1712o30。 伊古田遺

跡22130。 下ノ内浦遺跡
1020.六反田遺跡n50.山 口遺跡

1010か ら竪穴住居跡・掘立柱建物跡が検出

されている。特に山口遺跡では水田跡も検出され10、
居住域 と水田域が同時に確認された調査例

としては仙台市唯―のものである。また六反田遺跡の一部
5う と下ノ内浦遺跡20で は平安時代 と

考えられる水田跡が検出されている。

中世以降 :中世以降の遺跡数は極めて少なく、当遺跡西南方の富沢館跡 (40)、 北方の茂ケ崎城

跡 (48)、 郡山低地東半部の北目城遺跡 (86)が 知られているほか、泉崎浦遺跡3つ 。北前遺跡0。 山



田上ノ台遺跡ゆでは調査により近世の墓残群が検出されている。

以上、当遺跡周辺の歴史的環境を時代を追って概観したわけであるが、現在のところ発掘調

査の結果から見ると、南方の魚川流域では下ノ内浦遺跡の縄文時代早期前半の遺構・遺物の検

出が最も古 く、その後断続的な遺構・遺物の検出はあるが縄文時代中期中葉以降平安時代まで

連続的な遺構・遺物の検出がなされている。しかし中世以降の遺構・遺物の検出例は極めて少

ない状況といえる。富沢遺跡に隣接あるいは近接するこの魚川流域の遺跡は泉崎浦遺跡を含め

て沖積平野における過去の人類に関する貴重なデータを提供しているといえる。

富沢遺跡第15次調査は、昭和57年から始まった水田跡調査の成果 とともにこのような周辺の

遺跡の状況をぶまえて行なわれたわけであり、当遺跡の構造の把握 とともに周辺の遺跡 との関

係の究明を念頭に置いたものであった。
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第 3章  これまでの水田跡調査と座標軸の設定

第 1節 遺跡名の改称 とこれまでの水田跡調査

1.遺跡名改称 への経過

仙台市における水田跡の最初の検出は富沢遺跡の南に隣接する山口遺跡での昭和57年 5月 の

平安時代の水田跡であった1ち しかし、これに先立つ 6年前、昭和51年に山口遺跡の南東方に近

接する六反田遺跡において既に平安時代以降とされる「アゼ状遺構」が検出されているり。当時

は水田跡とは認識され得なかったが、この遺構の検出は山口遺跡における平安時代の水田跡の

検出に結びついたわけである。しかも山口遺跡ではプラント・ オパール分析結果に基づ く調査

であった点でその後の水田跡調査の方向性を示すものであった。

昭和57年当時、山口遺跡の北方には周知の遺跡は数少なかったが、仙台市高速鉄道建設に伴

い総延長 l kmに わた り、仙台市鳥居原・鍋田 。中谷地・泉崎浦・泉崎・泉崎前の各地区にお

いて試掘調査が行なわれていた。山口遺跡での水田跡調査の方法はプラント・オパール分析を

はじめとして花粉分析・火山灰の同定など関連科学 との連携による調査であり、それはこの試

掘調査においても行なわれており、調査の結果泉崎浦遺跡の立地する微高地部分を除き試掘対

象区域のほぼ全域にわたり水田跡の存在が確認され、金域の本調査へ移行した。昭和58年 6月

3日 の「富沢水田遺跡」の登録の際には、この仙台市高速鉄道建設に伴う試掘調査及び一部行

なわれた本調査の結果を基本 とし、地形・標高などを考慮して遺跡の線引きが行なわれた。そ

の後昭和61年 まで「富沢水田遺跡」としての調査が行なわれた結果、遺跡範囲内において旧水

田下に弥生時代以降の水田跡が重層して存在していることが明らかにされた。また弥生時代の

水田跡のより下層から縄文時代の遺物が出土することが数地点で確認されたことや遺跡隣接地

において中世の居住域 と考えられる遺構群の存在が確認されたことから、昭和62年 3月 20日 付

で「富沢水田遺跡」を改め「富沢遺跡」と遺跡名の改称がなされ、昭和62年 3月 21日 関係機関

への通知が行なわれた。

2。 調査次数 につ いて

昭和62年 3月 31日 までに富沢遺跡の調査 とされるものは、昭和57年度に遺跡範囲内において

行なわれた調査 と「富沢水田遺跡」として行なわれた調査であり、仙台市高速鉄道建設に伴う

試掘調査の後、28回行なわれている。これらの調査は以前の遺跡名や「富沢水田遺跡」にあっ

ては字名に基づいた地区名によってそれぞれ報告がなされてきた。ところが遺跡内には字名が

少なく、同一字名がいくつかの調査において使用されており、各調査地点を明確に示せない状

況があることや、今後の調査の増加も予想されることから、それぞれに調査次数を与え、調査



第2表 富沢遺跡調査次数表

査

数

調

次 調 査 区 地 番 調 査 名 調 査 期 間 面積 位 置 調 査 内 容 一択 献

I

仙台市泉崎1丁目

仙台市長町南3丁目
仙台市高速鉄道建設に伴なう試掘
調査

S574月 ～9月 約50ド の試掘区を27ケ所設定して調査・平安時代以前の水田跡・平安日寺代水田跡・中世水田跡
仙台市文化財調査報告書第56集仙台市高速
鉄道関係遺跡調査慨報Ⅱ

2 仙台市長町南3丁 目 中谷地遺跡発掘調査 S57825～ S571223 1852∬ 965+20。 C4②・⑦ 平安時代水田跡 中世水田跡 仙台市文化財調査報告書第56集仙台市高速
鉄道関係追跡調査概報Ⅱ

3 仙台市泉崎1丁目 泉崎前遺跡発掘調査 S5791～ S571211 600∬ 965+20,C4② 平安時代以前の水田跡,2時期の平安時代水田跡 仙台市文化財調査報告書第56集仙台市高速
鉄道関係遺跡調査慨報Ⅱ

4 仙台市泉崎l丁目 泉崎浦遺跡発掘調査 S57913～ S58216 1200∬ 965+20,C4⑫・⑦ 平安時代以前の水田跡 平安時代の水田跡 仙台市文化財調査報告書第56集仙台市高速
鉄道関係追跡調査概報Ⅱ

5 仙台市長町南3丁 目 鳥居原遺跡発掘調査
S57.105～ 1225
S58 2 3～ 212

1300∬ 965+40 Bl⑤ ⑫ 平安時代以前の水田跡(第 7次調査により弥生時代桝形囲式期の水田跡と判明)・ 平安時代の水田跡 仙台市文化財調査報告書第56集仙台市高速
鉄道関係追跡調査概報Ⅱ

6 仙台市富沢字泉崎東2-1 泉崎浦遺跡発掘調査 S57104～ S5710.13 180∬ 965+20。 C4⑥ 平安時代水田跡 仙台市文化財調査報告書第57集

年報4

7 仙台市長町商3丁 目 富沢水田追跡′烏居原中谷地地区 S584 13～ S59 1 9 2400∬
965+20・ B4⑪ ②・⑮
965+40 Bl③・④

弥生時代桝形囲式期水田跡・平安時代水田跡・平安時代以降の水団跡
仙台市文化財調査報告書第69集 仙台市高速
鉄道関係遺跡調査慨報Ⅲ

仙台市長岡丁南4丁目20 富沢水田遺肋泉崎前地区 S58418～ S5811,14 1300言 965+20C4②・④ 縄文時代後期の追物・弥生時代寺下囲式期の水路跡・弥生時代桝形囲式期の水路跡・平安時代水田跡,中世水田跡
仙台市文化財調査報告書第67集

富沢水田追跡

仙台市鹿野3丁 目26～

長町南4丁 目2地内
富沢水田遺跡中谷地地区 S58726～ S588 5 46ポ 965+20・ B4② 平安時代以前の水田跡・平安時代以降の水田肋 仙台市文化財調査報告書第66集

年報5

10 仙台市富沢字清水39-4 富沢水田遺跡 S58 8 8～ 8 9 980+20A3⑥

11 仙台市富沢字下ノ内浦32 富沢水田追跡下ノ内浦地区 S58114～ S58,1117 21∬ 980+20,A4⑦ 平安時代水田跡 仙台市文化財調査報告書第65集

仙台平野の追跡群Ⅲ

12 仙台市長町字宮田17-4 富沢水田遺llII′島居原地区 S581122～ S581216 92∬ 965+40・ Bl⑪ 弥生時代桝形□式期水田跡・平安時代水田跡・平安時代以降の水田跡
仙台市文化財調査報告書第65集

仙台平野の追跡群Ⅲ

13 仙台市長町南3丁 目 富沢水田追跡′島居原地区
S58126～ 1227～

S59 3 5～ 628
750∬ 965+40・ B10・①,②・④ 弥生時代桝形囲式期水田跡 弥生時代桝形囲式期以降、平安時代以前の水田跡。2時期の平安時代水呂跡 仙台市文化財調査報告書第82集仙台市高速

鉄道関係遺跡調査概報Ⅳ

14 仙台市長町南3丁 目3 富沢水田追跡鳥居原、中谷地地区 S59 5 24-▼ S59 6 20 54ド 965+20,C4⑤ 中世以前の本田跡・中世水田跡・中世以降の水田跡 仙台市文化財調査報告書第75集

仙台平野の遺跡群Ⅳ

15
仙台市長町5丁 目、7丁 目

長町商1丁目
富沢水田追跡 S604,10～ S61 731 5581ド

965+40・ Bユ ⑤̀⑨・⑬ ③o④

965+40,B2① ,⑫

縄ズ時代早期本棗～副期初頭の連物・跡生時代桝形囲式期以前の 2時期の水田跡・弥生時代桝形囲式期本田
跡・弥生時代桝形囲式期以降弥生時代十三塚式期以前の水田跡 弥生時代十三塚式期水田跡 古墳時代南小
泉式期水田跡  3時期の平安時代水田跡  3時期の中世水田跡 近世水田跡  近世木～明治初期の水田跡

仙台市文化財調査報告書第98集

富沢―富沢遺跡第15次発掘調査報告書

仙台市長町南3丁 目 富沢水団追跡′烏居原地区 S604 10～ S607 9 67∬ 965+40・ Bl⑦ 仙台市文化財調査報告書第89集仙台市高速
鉄道関係追跡調査概報V

17 仙台市長町前3丁 目 富沢水田遺跡鳥居原地区 S60410～ S608 9 597∬ 965+40,Bl④ 弥生時代桝形囲式期以前の水田跡・弥生時代桝形囲式期本田跡 仙台市文化財調査根告書第89集仙台市高速
鉄道関係追跡調査概報V

仙台市鹿野3丁 目26～

長町商4丁 目2地内
富沢水田逮跡中谷地地区 S60,4 15～ 860 4 30 335∬ 965+20・ B4②・④ 平安時代以前の水田跡・平安時代水田跡

仙台市文化財調査報告書第94集

年報 7

19 仙台市泉崎1丁 目2-2他 富沢水田遺跡泉崎浦地区 S6059～ S60531 52ド 965+20・ C4⑥ 弥生時代桝形囲式期水田跡・平安時代水田跡・平安時代以降の水田跡
仙台市文化財調査報告書第87集

仙台平野の追跡群V

仙台市鹿野3丁 目214-4 富沢水田追跡鹿野地区 S60.6 3～ 860622 26∬ 965+20・ B3④ 平安時代水田跡 仙台市文化財調査報告書第87集

仙台平野の追跡群V

仙台市泉崎l丁目21-10他 富沢水田遺跡泉崎浦地区 S60826～ S60912 221∬ 965+20,C3⑩ 仙台市文化財調査報告書第94集

年報7

仙台市富沢1丁目13 富沢水田遺跡富沢1丁目地区 S60 9 17～ S601011 63言 965+20,C3② 平安時代水田跡 仙台市文化財調査報告書第94集

年報 7

仙台市長口丁南3丁 目 富沢水田遺跡,亀 居原地区 S60115～ S60116 965+40・ Bl④

仙台市富沢2丁 目4 富沢水田遺跡富沢中学校地区 S61412～ 調査継続中 約6000∬ 980+20,A2④ o③・③・⑩

仙台市長町 7丁 目23 富沢遺跡中谷地地区 58～ S61521 18∬ 965+20.B4② 仙台市文化財調査報告書第97集

仙台平野の追跡辞Ⅵ

仙台市長町 7丁 目12 富沢遺跡鳥居原地区 S616 6～ S61830 230∬ 965+40・ Bl① 縄文時代の追物 平安時代水田跡
仙台市文化財調査報告書第104集

富沢遺跡第26次発掘調査報告書

仙台市鹿野 3丁 目226 富沢遺跡鹿野地区 S61 7 28～ S61 9 1 88∬ 965+20B4④ 仙台市文化財調査報告書第107集

年報8

仙台市長町南 3丁 目 1 富沢水田追跡総合支所予定地 S619～ 調査継続中 約2700∬ 965+40,Bl⑦ ②

仙台市長町南 3丁 目3-172 富沢遺跡,ミ居原地区 S611110～ S621 95∬ 965+40・ Bユ ② 弥生時代桝形囲式期以降十三塚式期以前の水田跡 弥生時代十三塚式期の水田跡
仙台市文化財調査報告書第107集

年報8
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区は平面直角座標系Xに位置づけることにした。そこで富沢遺跡のこれまでの調査については

第 2表のように調査次数を各調査に与えた。次数の順序は仙台市高速鉄道建設に伴 う試掘調査

を第 1次調査とし、以下調査開始の年月日順を基本 とした。

3。 これ までの水 田跡調査

昭和57年度 :第 1次調査から第 6次調査まで行なわれた。第 1次調査では水田跡の存在 。水田

域の把握 ということにおいて、その調査結果は富沢水田遺跡の登録に際して貴重なデータと

なった。この第 1次調査では平安時代以前の水田跡 。平安時代・中世の水田跡の存在が明らか

にされたが、各試掘区の面積が小さかったため水田の形態などについてはその後の調査に委ね

られた。第 2次調査以降、各調査区毎の水田跡の存否や水田の構造の把握が行なわれた。

昭和58年度 :第 7次調査から第13次調査まで行なわれた。第 7次調査では、第 1次調査 。第 5

次調査で検出されていた平安時代以前の水田跡が弥生時代桝形囲式期のものであることが判明

し、その水田形態は幅約 2mの大畦と幅30～40cmの小畦により区画されてお り、水田 1枚の

面積が 6～26m2で ぁることも明らかにされた。東北地方では青森県垂柳遺跡に次いで 2例目の

弥生時代水田跡の検出となった。また第 8次調査では弥生時代寺下囲式期 と桝形囲式期の 2時

期にわたる水路跡が検出された。寺下囲式期の水路跡からは石包丁が 1点出上 しており、この

時期の水田跡の存在の可合蟄性を示した。桝形囲式期の水路跡は護岸施設 と考えられる遺構を伴

うもので、水路内から木製農具が出土しており、東北地方での弥生時代木製農具の最初の発見

となった。またこの調査では寺下囲式期水路跡の検出面下約70cmの層から縄文時代後期中葉「

宝ケ峰式期の遺物が出土している。

昭和59年度 :第 13次調査の継続調査 と第14次調査が行なわれた。第13次調査では平安時代 2時

期、弥生時代 2時期 (桝形囲式期とそれ以降)の 4時期の水田跡が検出され、弥生時代におい

て連続的な水田耕作が行なわれていたことが明らかにされた。

昭和60年度 :昭和60年には第15次調査が 4月から行なわれるわけであるが、この時点までの調

査は主に遺跡北東部で多 く行なわれ、弥生時代桝形囲式期の水田跡が広範囲にわたっているこ

と、それ以降の弥生時代の水田域が存在していること、平安時代の水田動がほとんどの調査に

おいて検出され、山口遺跡をも含め真北方向を基準 とする水田形態を呈することが明らかと

なっていた。昭和60年度には第15次調査から第23次調査までおこなわれ、第15次調査では遺跡

北東端部とその隣接地を調査対象地区として約5600m2の 調査が行なわれた。その結果、水田跡

は弥生時代 5時期・古墳時代 1時期 。平安時代 3時期 。中世 3時期・近世 1時期 。近世末～明

治初期 1時期にわたり検出され、弥生時代以降連続的な水田耕作が行なわれていたことが明ら

かとなった。また中世の居住域 と考えられる遺構群や、水田跡のより下層から縄演時代早期末

葉～前期初頭の遺物が出上した。第20・ 21・ 23次調査地区はそれまで未調査であった地点であ



り、水田跡の検出と地点毎の層位の把握が行なわれた。尚、第23次調査については工事により

破壊がなされた地点での断面層序の記録が取られたもので、正式な発掘調査 とは考えていない。

昭和61年度 :第 15次調査の継続調査 と、第24次調査から第29次調査まで行なわれた。第24次調

査と第28次調査は継続中である。

以上のように富沢遺跡の調査は昭和57年以降 5年間行なわれてきており、年毎に遺跡の構造

も明らかになりつつある。富沢遺跡における「富沢水田遺跡」の遺跡登録、富沢遺跡への遺跡

名の改称はこうした調査による遺跡の構造把握に対応するものである。

4.仙台市 にお ける他遺跡 で検 出 された水 田跡

山口遺跡の平安時代水田跡の検出以降、富沢遺跡以外の遺跡においても5遺跡で水田跡が検

出されている。

六反田遺跡 :前述のように昭和51年の調査で平安時代以降とされるアゼ状遺構が検出されてい

る。その後昭和58年の調査では、平安時代以前 と平安時代の 2時期の水田跡が検出されており、

平安時代以前の水田跡は酸化鉄斑を多量に含む床土を伴うことから乾田と考えられている。。

山口遺跡 :前述のように昭和57年の調査で平安時代の水田跡が検出された。この水田跡は10世

紀前半とされる灰白色火山灰を水田面 。畦畔の上にのせており、真北方向を基準 とする大畦と

それにほぼ直交する小畦により東西に細長い区画がなされている。水田 1枚の面積は57.5m2の

ものが確認されているが、大多数のものは南北 5～ 6m、 東西26～29m、 面積130～174m2を 占

めるものと推定されている。水田域の南縁には東西方向の濤跡が11条検出されてお り、さらに

濤跡を挟んで南側の微高地からは竪穴住居跡 6軒などが検出されている。平安時代 における居

住域と生産域の関係が把握されたといえる。また中世の水田跡も検出されている。。その後昭和

59年に行なわれた調査では平安時代以前 と中世の 2時期の水田跡が検出されている。。

下ノ内浦遺跡 :下ノ内浦遺跡は当遺跡の南に隣接している。昭和58年度の調査において平安時

代の水田跡が検出されている9。

後河原遺跡 :後河原遺跡は当遺跡の南東 4 km、 名取川右岸に所在する (第10図 114)。 昭和58年

に調査が行なわれ、平安時代以前 と中世の 2時期の水田跡が検出されている。。

欠ノ上 I遺跡 :欠 ノ上 I遺跡は当遺跡の東南東2.5km、 郡山低地東半部に所在する (第10図

93)。 昭和59年 に調査が行なわれ、平安時代から中世にかけての水田跡 と中世から近世にかけて

の水田跡が検出されている。。

5。 小溝状遺構群

水田跡の調査については以上のような状況であるが、農耕 という点において仙台市内では畑

跡 と推定される小濤状遺構群 という遺構が検出されている。小濤状遺構群は昭和51年の六反田

遺跡の調査において名称づけられた遺構で、「一般の小濤 と異なり、少ない所で 4～ 5本、多い
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ところでは15～ 16本、同じ方向で走るのが特徴」とされているり。このような遺構は既に昭和50

年の安久東遺跡の調査で検出されていたが0、 六反田遺跡では形態的には小濤状遺構の底面には

凹凸があること、小濤状遺構群は断面において「うね状」を呈すること、まとまりと方向性を

もつことなどから、その性格について畑跡ないし作物栽培に関係する遺構と考えられた。また

この調査で検出された小濤状遺構群の年代は 5世紀後半以降平安時代以前 とされている動。その

後小濤状遺構群の検出は当遺跡南方に隣接 。近接する山口遺跡
'・

下ノ内遺跡9・ 下ノ内浦遺

跡91° llり .六反田遺跡0。 伊古田遺跡りや、名取川右岸に位置する後河原遺跡0。 中田畑中遺跡り、

左岸に位置する南小泉遺跡
1010で行なわれた。中でも昭和56年に行なわれた下ノ内遺跡の調査

では古墳時代南小泉式期以前の小濤状遺構群が検出されており現段階での上限となっている。ち

また昭和57年には南小泉遺跡第 7次調査において平安時代以前とされる小濤状遺構群が 4群検

出され、うち 3群に対ヽ濤状遺構が 2条 1組 となっていることが明らかにされた“
)。 昭和58年 には

山口遺跡と六反田遺跡で奈良時代の小濤状遺構が、後河原遺跡で平安時代の小濤状遺構群が検

出され、昭和59年には中田畑中遺跡で平安時代の小濤状遺構群が検出されている。中田畑中遺

跡では、それまで検出された小濤状遺構群の共通点として「 1.立地が微高地上である。 2.

濤方向が真北方向、あるいは直交方向であるものが多い。 3.堆積土中に、検出面下の基本層

位をブロック状に含んでいる。」ことが認められるが、その性格については畑跡の可能
′
性もある

ことを子旨摘するにとどめている10。

以上のように小濤状遺構群については、その性格は畑跡が考えられるが推定の域を出ないこ

と、年代的には古墳時代南小泉式期以前のものを上限とし、奈良時代・平安時代のものが検出

されていることが知られた。しかし小濤状遺構群を畑跡 と想定するのであれば、検出時におけ

る遺跡の残存状況、小濤状遺構として検出される状況を種々考える必要があろう。当初六反田

遺跡において示された「畑の凹状部分あるいは天地返 し部分の可能性」りはいまだ未解決であ

るのが現状である。富沢遺跡では第24次調査において小濤状遺構群が検出されており10、
今後畑

跡 と水田跡 との関連において生産域を理解していく必要があろう。

註) 1,田 中則和・主浜光朗他 1984 F山 口遺跡H』 仙台市文化財調査報告書第61集

2.田中貝U和 1981 F六反田遺跡発掘調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第34集

3.田 中則和 1984『六反田遺跡H』 イ山台市文化財調査報告書第72集

4.田中貝」和 1985「山口遺跡」F仙 台平野の遺跡群ⅣJ イ山台市文化財調査報告書第75集

5.成瀬 茂・吉岡恭平 1984「 下ノ内浦遺跡」F仙台市高速鉄道関係遺跡翻査槻報Ⅲ』 イ山台市文化財調査報告書第69集

6.上藤甲二・青沼一民 1984「後河原遺跡」 イ山台市文化財調査報告書第71集

7.佐藤甲二 1985「欠ノ上 I遺跡』 仙台市文化財調査報告書第79集

8.岩渕康治・ 田中則和 1976 F安久東遺跡発掘調査概報』 イ山台市文化財調査報告書第10集

9.篠原信彦 1982「 下ノ内遺跡」F仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 I』 仙台市文化財調査報告書第40集

10.篠 原信彦 1983「 下ノ内遺跡JF仙台市高速鉄道関係遺跡調査lBIttH』 仙台市文化財調査報告書第56集

11.渡辺忠彦 1984「 下ノ内遺跡」F仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報ⅢJ 仙台市文化財調査報告書第69集

12.金森安孝・渡辺 誠 1985「 伊古田遺跡」F年報 6』 仙台市文化財調査報告書第83集

13.佐藤甲二 1985 F中田畑中遺跡 ― 第 2次発掘詞査報告書 ― 』 仙台市文化財調査報告書第78集

14.結城慎―・工藤哲司他 1978 F南小泉遺跡範囲確認調査報告書』 仙台市文化財調査報告書第13集

15.工藤哲司 1983 F南小泉遺跡』 仙台市文化財調査報告書第52集

16.仙台市教育委員会 1986 F富沢遺跡 (富沢中学校地区)現地説明会資料』



第 2節 富沢遺跡における座標軸の設定

富沢遺跡における調査は昭和57年度以降 5年間行なわれ、昭和61年度までに調査次数も29を

数えるに至っている。当遺跡は面積約820,000m2と 広大であり、今後も調査の継続が予想され

ることから、調査区及び遺構をより正確に地図上に位置付けて遺跡の理解を図る必要がある。

そこで「平面直角座標系X」りを使用し当遺跡の調査区の位置づけを行なうこととした。

平面直角座標系X B=40° 000〃 000

L=140° 000〃 000

1.富沢遺跡 の範囲 と座標 との関係

仙台市では昭和60年に国土基本図を作成しているの。この国土基本図は平面直角座標系Xを使

用しており、東西 2 km、 南北1.5kmの範囲毎に Scale l:2500で作成してあり、市域は108

枚の図面によリカバーされている。それぞれの国土基本図はその中に500mメ ッシュのライン

が入っており、それらは座標系の中での500mを 単位 とする数値で示してある。また国土基本図

と同様の単位・スケールで昭和46年には宮城県が、仙塩広域都市計画図0を作成している。そし

て昭和58年作成の仙台市遺跡分布地域図は国土基本図を縮尺して Scale l:5000と して各遺跡

の範囲を示しており、これらを利用し、今後の調査を考え富沢遺跡を含む以下の 2つ の図面 を

作成した。

富沢遺跡平面図A(第 11図):X軸 =-196.9kmか ら-199.Okm、 Y軸 =+2.Okmか ら+5.0

km東西 3 km、 南北2.6kmの範囲を Scale l:2500、 1=5000、 1:10000で 500mメ ッシュ

を入れたもの。この平面図Aは昭和60年作成の国土基本図を用いており、周辺の遺跡をも含む

もので現況での遺跡範囲・調査区 。他遺跡 との位置関係を把握するために作成した。

富沢遺跡平面図B(第 12図):X軸 =-196.5kmか ら-198.4km、 Y軸三十2.7kmか ら+4.8

kmの東西2.lkm、 南北1.5kmの範囲を Scale l:2500、 1=10,000で 100mメ ッシュを入れた

もの。この平面図Bは昭和46年作成の仙塩広域都市計画図を用いており、その当時の等高線が

lmコ ンタで入っている。これは富沢遺跡を中心 としており各調査区の位置関係、旧地形を参

考 として各遺構群を把握するために作成した。

2・.区名 の設定 と調査 区の位置付 け

遺跡範囲が広大なため、これまでは字名により調査区名をつけてきたが、今後は平面直角座

標系Xを使用して100mメ ッシュを組み、より細かな単位での調査区の位置付けを以下のよう

とこ4げなう。

平面直角座標系Xにおける富沢遺跡の位置 。仙台市の国土基本図及び仙台市文化財分布図 と

の関係・富沢遺跡平面A、 Bの範囲は第13図 1に示す通 りである。調査区の把握は国土基本図
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の 1枚毎を基本 として行ない、それぞれの基本図の名称は北西コーナーの座標においてX軸に

ついては百桁の数値 と少数点を省き、Y軸は少数点を除き、 6文字により標記する。次に国土

基本図の中の500mメ ッシュにより東西。南北500mに分けられたものに第13図 2の ようにX軸

については北から南へA・ BoC、 Y軸については西から東へ 1・ 2・ 3・ 4と し、区名をつ

ける。さらに100mメ ッシュで区切られたところには第13図 3の ように①から⑮までの番号を

つける。調査区が②の中にある場合には965+20・ B4② と標記する。
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よって区画整理が行なわ

れた地域 と70～80%重な

る。 この時土地区画整理

組合 で イよScale l : 500

の道路台帳平面図を作成

している。この平面図は

平面直角座標系Xを基準

としてお り、東西400m、

南北300mの範囲を 1枚

として23枚の平面図によ

り区画整理地内の道路を

示 したものである。また、

各平面図には基準点網図

に基づ く基準点が記入さ

れており網図の台帳 も作

9    1 km   2  ?     590M3
第13図 座標軸 。国土基本図における富沢遺跡位置図

成されている。調査区はこの道路台帳平面図に各基準点をもとに位置付けし、これまでの他の

調査区、他遺跡 との関係は富沢遺跡平面図A及びBに位置付けをして把握する。

尚、この道路台帳平面図の基準点については当遺跡が軟弱な地盤に立地していることから誤

差が生じていることもあり、基準点の正確な位置の確認あるいは新たな基準点を道路台帳平面

図に記入することを今後行なわなければならない。また道路台帳平面の枠外の調査区について

は何らかの方法で座標系の中に位置付ける作業が必要とされる。

注) 1.測量法 (昭和24年法律第188号)第■条第 2号  2.仙 台市 1985 国土基本図

3.宮城県 1971 仙塩広域都市計画図

① ② ③ ① ⑤

⑥ ⑦ ③ ③ ⑩

①

⑬

② ② 〇 ② ⑮

9鮎キ 如・ R



第 4章 調査の方法と調査概要

第 1節 調査 区の設定

1.調査区の設定

富沢遺跡第15次調査の対象地区は、仙台市長町 5丁目。長町 6丁目。長町南 3丁目地内におけ

る仙台市都市計画道路長町折立線建設予定地であり、南北幅30m、 東西長約600mの面積約18,00

0m2の範囲である。ここには南北方向の生活道路がいくつか通っており、それをもとに I～Ⅶ

区の調査区を設定した。この中で昭和60年 3月 の試掘調査の結果、 I区には遺構の存在が確認

されなかったため、昭和60年 4月 からH区～Ⅷ区の調査が行なわれた。

■～Ⅷ区の調査区とグリットの関係は第14図 に示した。第15次調査の対象地区のほとんどは

道路台帳平面図の作成範囲外であるため、調査区の平面直角座標系Xへの位置づけは、仙台市

道路部作成の三・ 四・五五長町折立線平面図 (Scale l:500、 平面直角座標系Xを使用)を使

用して以下のように行なった。三・ 四・五五長町折立線平面図にはA-1か ら6、 B-1か ら

8ま での基準点が設けられている。そこでこれら基準点の座標 。標高の測量をハセベ設計 との

委託契約によって行なった。基準点の座標・標高は下記の通 りである。

A-l X=-197453.234M Y=+4266.168M 標高=10.596M

2 X=-197337.671M Y=+4249.549M 標高=10.666M

3 X=-197310.836M Y三十4354.765M 標高=10.897M

4 X=-197302.131M Y=+4397.188M 標高=10。 874M

5 X=-197285.246M Y三 十4446.230M 標高=■ .062M

6 X=-197287.742M Y=+4526.182M 標高=■ .191M

B-l X=-197373.778M Y三 十4255。 850M 標高=10.898M

2 X=-197354.217M Y三 十4291.548M 標高=10.564M

3 X=-197342.196M Y=+4350。 196M 標高=10。 853M

4 X=-197333.870M Y三 十4385.485M 標高=10.262M

5 X=-197321.851M Y三 十4426.194M 標高=10.374M

6 X=-197310,405M Y=+4459.450M 標高=11.262M

7 X=-197297.800M Y=+4501.772M 標高=■ .395M

8 X=-197274.193M Y=+4576.251M 標高=11.084M

グリッドの基準点はB-8と し、B-8と B-7と を結んだ線の延長を基準線とした。東西

方向は基準線の北側へ10m毎に等間隔で 4本平行させ、南北方向については基準点から10m毎





に等間隔で基準線 と直交させ、調査対象地区を範囲として東西510m、 南北30mの 10mメ ッシュ

のグリッドを組んだ。グリッドの名称は各ラ

イン間を東西方向では西から06～ 01・ 1～ 45、

南北方向では北から南へA・ B・ C・ Dと し、

各グリッドは南北 。東西ライン間の記号・数

値により示した。またこれらの各グリッドに

はさらに 5m四 方の小グリッドを設け第15

図のように北西のグリッドから時計まわりに

a・ boc・ dと した。尚、B-8と B-7

を結んだ基準線の方向はN-72°一Eである。

13 14

C

C-13a C-13b

C-13d C-13c

第15図 グリッドの名称

2.各 区の分 割 区 と名称

第15次調査ではⅥ区を除いてⅡ・IH・ V・ Ⅷ区の調査は第16図のように分割して行なわれた。

これは調査が市街地で行なわれていることから排上を円滑に行なうことなど調査の都合上取ら

れた方法であった。このため各調査区の写真は分割区毎に撮影されることになった。また、第

4章以下の本文においては特に分割区の名称を用いない限り各調査全体を示すものである。し

かし、V区においてはVE区、VF区、VG区はそれぞれ独立して記述し、V区 とした場合に

はVA～ VD区全域を示すものとする。

申
M

Ⅲ区

第16図  調査区の分割区と名称

A

B

C

D



第 2節 基 本 層 序

1.Ⅱ 区の層序

基本的な層は大別 して23層確認している。基盤 となる砂礫層が東から西に向かい深 くなって

おり、層数も西側で多 くなる。38ラ イン上に通る濤および攪乱のため東西の層の対比が困難な

部分があり単独層となるものがある。上部層は砂質シル ト・ シル トで構成され下部では粘土及

び粘土質シル トとなっている。他の区に較べ砂層の入る部分が多い。

10YR4/3にぶい黄褐色シルト。客土 ?

10Y4/1灰色粘土質シルト。旧水田耕作土。

10YR5/6黄褐色砂質シルト。酸化鉄集積層。

7.5Y6/1灰色シルト。酸化鉄をしもぶり状にマンガン粒を全体に含む。

7.5Y5/1灰 色シルト。酸化鉄・炭化物を含む。

7.5Y6/2灰 オリーブ色シルト。4a層に較べて若千明るい。

2.5Y6/2灰 責色シルト。酸化鉄・マンガン粒を全体に含む。

10YR4/2灰黄褐色砂質シルト。酸化鉄・マンガン粒。凝灰岩粒を含む。

2.5Y5/2暗 灰黄褐色シルト。酸化鉄・マンガン粒・凝灰岩粒を含む。

7.5Y6/2灰 オリーブ色粗砂。部分的に砂質シルトを狭む。

2.5Y5/2暗灰黄色砂質シルト。層全体に酸化鉄を含む。炭化物を少量含む。

7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト。酸化鉄・災化物を含む。

10YR6/2に ぶい責橙色砂質シルト。砂粒。マンガン粒を含む。

5 YR4/4に ぶい赤褐色砂質シルト。酸化で全体的に赤い。

5Y7/1灰 白色砂質シルト。酸化鉄粒を含む。

5 GY5/1暗 オリーブ灰色砂質シルト。砂をブロック状に含む。炭化物を少量含む。

5Y4/2灰 オリーブ色粘土。植物遺体を少量含む。

2.5Y4/1責 灰色粘土質シルト。酸化鉄・炭化物を含む。

5Y2/2オ リーブ黒色粘土。植物遺体を含む。

7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土。酸化鉄・植物遺体を含む。

2.5Y4/3オ リーブ褐色微砂。植物遺体を含む。

2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルト。酸化鉄・植物遺体を含む。

5Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト。細砂を含む。

7.5Y3/1オ リーブ黒色砂質シルト。炭化物・植物遺体を含む。

7.5Y4/1灰色粘土質シルト。酸化鉄・炭化物を少量含む。

1層

2a層

2b層

3層

4a層

4b層

4C層

4d層

4e層

5層

6a層

6b層

6 CI冒

6d層

6e層

7層

8a層

8b層

9 層

10 層

■ 層

12a層

12b層

12C層

13a層



SPAl SPA2
10.Om

9.5m

9,Om

85m

10.Om

9.5m

9.Om

8.

SPA2

SPA3

SPBl

① 75Y%灰 色シルト マンガン粒・酸化鉄を合む。
② 10Y R%仄黄褐色シルト 酸化鉄を全体に少量合む。
S D14
① 5Y%灰 オリーブ色シルト 酸化鉄を全体に合む。
② 75GY/緑 灰色粘土質シルト 炭化物・粗砂を合む。
③ 5Y%暗 オリーブ砂質シルト 粗砂・炭化物含む。
S D18
① 5GY/暗 オリーブ灰色粘土質シルト 木片・酸化鉄を合

む。
② 5Y%灰色砂質シルト 下部はやや粘土質。
③ 25Y%暗 灰黄色粘土質シルト 酸化鉄を合む。
④ 25GY/暗 オリーブ灰色粘土質シルト 炭化物を合む。

9,5m

9.Om

85m

8,

7.

95m

9,Om

8.5m

80m

SPB2

⑤ 75Y%オ リーブ黒色粘土質シルト 木片・粗砂を合む。
⑥ 25Y%黄 褐色細砂 酸化鉄・植物遺体を含む。
⑦ 10Y R%にぶい黄褐色粘土質シルト 酸化鉄・炭化物を合

む。
③ 75Yχ灰色粘土質シルト 炭化物・植物遺体を合む。
SK2
① 25Y%暗 灰黄色シルト 酸化鉄・炭化物を含む。
② 25Y%暗 灰黄色砂質シルト 酸化鉄を含む。
S D16
① 25GY/オ リーブ灰色砂質シルト 下部に細砂有り。
SX4
① 7.5Y%灰色シルト 酸化鉄・炭化物・植物遺体含む。

第17図

10.Om

95m

9.Om

8.5m

8.Om

7.5m

SD7
① 10Y R%に ぶい黄褐色シルト 酸化鉄・小礫を含む。
② 10Y R/にぶい黄褐色砂質シルト 酸化鉄・炭化物を合む。
③ 25Y/責 褐色砂 酸化鉄・木片を含む。
④ 5Y%オ リーブ黄色砂質シルト 酸化鉄を合む。
S D14
① 25Y%暗 灰黄色シルト。
② 25Y%に ぶい黄色シルト 植物遺体を少量合む。
③ 25Y%責 掲色シルト 酸化鉄を合む。
④ 2.5Y%にぶい黄色砂 木片を合む。
⑤ 25Y%オ リーブ褐色砂質シルト 上面に足跡有り。

Ⅱ区 セ クシ ョン図

10.om

9.5m

9.Om

8.5mS D12
① 10G%青黒色砂質シルト 炭化物を含む。
② 5G%緑黒色砂質シルト 炭化物を含む。
③ 75Y%オ リーブ黒色粘土 植物遺体を合む。
④ 75GY%暗 緑灰色砂質シルト 炭化物を合む。
⑤ 5Y/オ リーブ黒色粘土質シルト 酸化鉄・炭化物を合む。
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13b層

13 CI琶

13d層

13e層

13f層

14 層

15a層

15b層

15C撮畳

15d層

16 層

17 層

18 層

19 層

20 層

21 層

22 層

23  帰雲

2.Ⅲ

5Y4/1灰色砂質シルト。酸化鉄・炭化物を含む。

2.5Y3/1黒褐色粘土。植物遺体を含む。

5Y4/2灰 オリーブ色シルト。植物遺体を含む。

2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト。酸化鉄 。植物遺体を含む。

10YR4/1灰色砂質シルト。酸化鉄を斑に含む。粗砂を若

千含む。

10Y4/1灰色細砂。粘土質シルト・炭化物をスジ状に含む。

10YR3/1黒褐色粘土。炭化物・植物遺体を含む。

7.5YR3/1黒褐色粘土。植物遺体・砂を含む。

10YR3/1黒褐色粘土。植物遺体・炭化物を含む。

5Y3/1オ リーブ黒色粘土。酸化鉄・植物遺体を含む。

10Y3/1オ リーブ黒色シルト。植物遺体・炭化物を含む。

2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シルト。

5 GY2/1オ リーブ黒色粘土。細砂。灰白色シルトを若

干含む。

10Y3/1オ リーブ黒色粘土質シルト。砂をブロック状に
  7.5m

含む。                      第18図

7.5Y2/2オ リーブ黒色粘土。植物遺体・炭化物を含む。

7.5Y3/1黒色粘土質シルト。凝灰岩粒・炭化物を含む。

2.5Y4/3オ リーブ褐色粗砂。

10YR5/6黄褐色細砂。

Ⅱ区基本層序模式図

区の層序

Ш区の基本的な層序はla～ 7層のシルト～粘土質シルト層、8a～12f層 の粘土～粘土質シル

ト層に大別される。大別層の形成要因については、8a層 より下の各層は主に泥炭の形成と河川

による粘土 。シルトの供給により形成された層であり、 7層 より上の各層は主に河川による粘

土・シルトの供給により形成された層である。

la層 :10YR 4/2灰黄褐色シルト。旧水田耕作土。

lb層 :2.5Y5/2暗灰黄色シルト。旧水田耕作土。

lC層 :2.5Y4/1黄灰色シルト。層中酸化鉄 。マンガン斑を含む。

ld層 :2.5Y7/3浅黄色シルト。層中酸化鉄・マンガン斑を含む。

le層 :2.5Y5/2暗灰黄色シルト。層中に酸化鉄・マンガン斑を含む。

2a層 :2.5Y5/2暗灰黄色シルト。層中に酸化鉄を含む。



2b層

3a層

3b層

4 層

5層

6層

7層

8a層

8b層

8C層

8d層

9a層

9b層

9C層

9d層

9e層

10 層

1l a層

1l b層

12a層

12b層

12C層

12d層

12e層

12f層

第19図 Ⅲ区基本層序模式図

2.5Y4/1黄灰色シルト。層中に酸化鉄・マンガン斑を含む。

2.5Y7/3浅黄色シルト。層中に酸化鉄・マンガン斑を含む。

2.5Y5/2暗灰黄色シルト。層中に酸化鉄・マンガン斑を含む。また黒褐色粘土をプロ

ク状に含む。

2.5Y5/1責灰色粘土質シルト。責灰色上、泥炭が互層に入っている。

2.5Y6/1黄灰色粘土質シルト。層中に酸化鉄。マンガン斑・炭化物を含む。

2.5Y5/1黄灰色粘土質シルト。層中に酸化鉄・マンガン斑を含む。

2.5GY 8/1灰 白色粘土質シルト。層中に酸化鉄を含む。泥炭と互層になる。

5Y5/1灰色粘土。層中に酸化鉄・炭化物を含む。

7.5Y5/1灰色粘土。層中に酸化鉄・マンガン斑・炭化物を含む。

10GY 7/1明 緑灰色粘土。層中に酸化鉄・マンガン斑・炭化物を含む。

10Y5/1灰色粘土。層中に酸化鉄・炭化物を含む。

7.5GY 7/1明 緑灰色粘土質シルト。層中に酸化鉄・炭化物を含む。

7.5GY 7/1明緑灰色粘土質シルト。層中に酸化鉄・炭化物を含む。泥炭と互層。

7.5GY 7/1明緑灰色粘土質シルト。層中に酸化鉄・炭化物を含む。

7.5GY 6/1緑 灰色砂質シルト。層中に酸化鉄・炭化物をやや含む。

7.5GY 7/1明 緑灰色粘土質シルト。層中に酸化鉄 。炭化物を含む。泥炭と互層。



SPA2

誼
引
爛
刊
編
１

８．５ｍ封寸
綱
‐
部

PAl
|

/イ ____/________― …■~~__― __一 ― ___一 一―一― ―――SD4

① 2.5Yχ 黄灰色 シル ト 酸化鉄、マ ンガン含む。

② 25Y必贈仄黄色 ツfミ スを合tr・

③ 2.5Vχ仄白色砂 酸化鉄と床白色上の互層底部l_炭イヒ物の互層。

025Y%浅 資色砂 鞍化鉄を含む●黒褐色絡上のブロックを合む。

③ 25Yχ灰自色砂 若干の砂利を含tr。

0 25VR暗赤掘色糧砂 砂fJの 堆積層である。

② 7SC Y/蟻灰色砂 球化鉄を含む。

③ 25Y/黄灰色粘■質シルト 酸化鉄、マンガン、炭fヒ物を含む。

SD3

75Y/暗緑灰色砂質シルト 君千の炭留物を含む。

10C%暗録灰色構主 炭化物を含む。

10G Yダ暗緑灰色粘■ 少量の酸化鉄を含む。

7SYχ灰色枯■ 少量の醐 ヒ鉄と炭化物を含む。

75Y%仄色格■ 録灰色上を炭化物のプロックを含む。
″もGYχ贈緑痰色粘■ 少量の肇化鉄、マンガ′を含むゃ
10C%暗 緑灰色砂 炭化物を含む。

10C Yχ緑医色砂 酸イ

`鉄

を含trむ

75Yχ灰色格土 少量の炭化物を含む。
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3.Ⅳ～Ⅶ区の層序

Ⅳ～Ⅶ区の基本的な層序は 1・ 2a。 2b層 のシル ト質粘土層、3a～7a層 の粘土層、7b～31層

の泥炭質粘土層、32a～33層 の粘土～砂質粘土層、34層の砂層、35層の砂礫層に大別される。こ

れらの大別層の形成要因については、砂礫層は主に広瀬川 。名取川による砂礫の供給の結果形

成された層であり、32a～ 34層 の粘土～砂質粘土層及び砂層はニツ沢あるいは金洗沢起源の流

路堆積物 と考えられる。また7b～31層 の泥炭質粘土層は、主に泥炭の形成 と河川による粘上の

供給が交互に繰 り返し行なわれた結果形成された層である。この泥炭質粘土層の細分は次のよ

うに行なっている。泥炭質粘土層には、分解が進み本来の層相を呈さない層が存在する。これ

を泥炭質粘土層Aと する。また泥炭 と粘土の細かな層が互層になっているものを泥炭質粘土層

Bと し、主に泥炭の単層を泥炭質粘土層 C、 主に河川供給物より成る粘上の単層を泥炭質粘土

層Dと する。また3a～7a層の粘土層は河川による粘上の供給により形成された層である。各層

の層相は以下の通 りである。

1層

2a層

2b層

3a層

3b層

5a層

層
　
層

ａ
　

　

ｂ

10YR 5/1褐灰色シルト層粘土。層中に酸化鉄斑が認められ砂粒を含む。旧水田耕作土。

5Y5/1灰色シルト質粘土。この層の最上部には酸化鉄の集積層が認められる。層中

に酸化鉄マンガン斑が認められ、砂粒と小礫 (径2～3mm)を含む。旧水田耕作土。

2.5Y5/1黄灰色粘土。層中にはマンガン斑が少量・酸化鉄が多量に認められる。旧水

田耕作土。

10YR 4/3に ぶい黄褐色粘土質シルト。この層はⅣ区のほぼ全域に分布し、V区以西に

は分布しない。

10YR 3/1黒褐色シルト質粘土。この層の最上部には酸化鉄の集積層が認められる。ま

た層中にはわずかにマンガン斑が認められる。この層の分布はV区以東であり、VE区

以西には認められない。V区では中世水田跡の水田土壌。

10YR 3/1黒褐色粘土。この層はⅦ区においてのみ分布する。

10YR 6/1褐灰色シルト質粘土。層中に酸化鉄・マンガン斑がわずかに認められる。こ

の層はⅣ～Ⅶ区の金域に分布する。V区では平安時代水田跡の水田土壌。Ⅳ区ではこ

の層の上面に灰白色火山灰の認められるところがある。

2.5Y5/1責灰色粘土。層中に酸化鉄。マンガン斑がわずかに認められる。この層の上

面には灰白色火山灰が認められる。この層はⅣ～ⅥI区の全域に分布し、Ⅳ区・ V区で

は平安時代水田跡の水田土壌。

10YR3/1黒褐色粘土。10YR6/2灰責褐色粘土と黒色粘土と互層。植物遺体を少量含む。

10YR 6/1褐灰色粘土。粘性が極めて強い。層中に酸化鉄が多量に認められる。またマ

ンガン斑も認められる。層中には砂粒を多量に含む。この層はⅣ区・V区に分布する。

層
　
層

ｂ５

　

　

６



7a層

7b層

7C層

8層

9a層

9b層

10a層

10b層

1l a層

1l b層

12 層

13a層

13b層

13C層

13 層

V区では平安時代水田跡の水田土壌。

10YR 4/1褐灰色粘土。層中には量管状鉄とわずかにマンガン斑が認められる。炭を含

む。また浅責色粘土をブロック状に部分的に含む。この層はV区全域とIV区西半部に

分布刷る。V区では古墳時代水田跡の水田土壌。

2.5Y5/1責灰色粘土。泥炭質粘土層A。 量管状鉄が認められる。浅黄色粘土をブロッ

ク状に含む。この層はV区東半部からⅣ区にかけて分布している。

10YR 4/1褐灰色粘土。泥炭質粘土層A。 この層はV区東半部では部分的な分布を示す

がⅣ区では全域に分布している。

10YR 5/1褐灰色粘土。泥炭質粘土層B。 10YR 6/2灰 黄褐色粘土と黒色粘土と互層に

なる。量管状鉄が認められる。部分的に層の中位に泥炭質粘土層Aが介在する。この

場合、この層を8-1層 とし、上位の層を8-1層、下位の層を8-3層 とする。こ

の層はⅣ～Ⅶ区の金域に分布する。

10YR 6/2灰黄褐色粘土。泥炭質粘土層A。 酸化鉄がわずかに認められる。この層はⅥ

区を除き他の調査区全域に認められる。弥生時代十二塚式期水田跡の水田土壌。

10YR3/2黒褐色粘土。泥炭質粘土層B。 10YR6/2灰黄褐色粘土と黒色粘土と互層にな

る。Ⅵ区にのみ分布。9a層水田跡の非耕作域。

10YR 3/1黒褐色粘土。泥炭質粘土層B。 10YR 7/2に ぶい黄橙色粘土と黒色粘土と互

層になる。全体的に分解度は低いが部分的に高い所が見られる。層中に酸化鉄がわず

かに認められる。この層はⅣ～Ⅶ区の全域に分布している。

5Y3/1オ リーブ黒色粘土。泥炭質粘土層A。 弥生時代桝形囲式期以降、十二塚式期

以前の水田土壌。この層はVII区 にのみ分布する。

5Y5/1灰色粘土。泥炭質粘土層A。 分解度が高い。量管状鉄が認められる。この層

はⅣ～Ⅶ区の金域に分布している。弥生時代桝形囲式期水田跡の水田土壌。

2.5Y5/2暗灰黄色粘土。泥炭質粘土層D。 この層はⅣ区とⅥ区に分布する。

7.5YR 4/1褐 灰色シルト質粘土。泥炭質粘土層A。 10YR 5/2灰黄褐色粘土を少量含

む。分解度が高い。この層はⅣ区とⅥ区に分布する。弥生時代桝形囲式期以前の水田

跡の水田土壌。

2.5Y5/1責 灰色シルト質粘土。泥炭質粘土層D。

10YR 4/1褐灰色粘土。泥炭質粘土層A。 13C層をブロック状に含む。分解度はさほど

高くない。弥生時代桝形囲式期以前の水田跡の水田土壌。

2.5Y3/1黒 褐色粘土。泥炭質粘土層B。 2.5Y4/1責 灰色粘土と互層になる。

V区以西には13b層が存在しないためV～ VII区では、13a。 13bを 13層 としている。



2.5Y5/2暗灰黄色粘土。泥炭質粘土層 B。 黒色粘土と互層になる。

14層～34の 各層はⅣ～Ⅷ区の全域に分布する。

14a層 :2.5Y6/1黄灰色粘土。泥炭質粘土層B。 黒色粘土と互層になる。

14b層 :5Y6/2灰オリーブ砂質粘土。泥炭質粘土層B。 黒色粘土と互層になる。

15 層 :10YR 3/1黒 褐色粘土。泥炭質粘土層B。 10YR 6/2灰黄褐色粘土と互層になる。

16a層 :10YR 4/1褐灰色粘土。泥炭質粘土層A。 細かな植物遺体を含む。分解度は高い。層中

に16b層中の灰白色粘上を径2～5cmで ブロック状に含む。16b層 を起源とし、植物遺

体の分解が進んだ結果形成された層と考えられる。断面では16b層 と交互に見られ

る。

16b層 :2.5Y3/1黒褐色粘土。泥炭質粘土層 B。 黒色粘土と5Y7/2灰 白色粘土 と互層になる。

16a層 との境界は不明瞭であり、その付近では縞状の層がそのまま上方へやや移動

している状況が認められるところもある。

2.5Y2/1黒 色粘土。泥炭質粘土層B。 2.5Y7/2灰黄色粘土と部分的に互層になる。

10Y6/1灰色粘土。泥炭質粘土層D。

2.5Y3/1黒褐色粘土。泥炭質粘土層B。 黒色粘土と10YR 6/2灰黄褐色粘土と互層。

2.5Y6/2灰 黄色粘土。泥炭質粘土層B。 黒色粘土と互層になる。

5 GY7/1明 オリーブ灰色砂質粘層B。 10YR 3/1黒褐色粘土と互層になる。

10YR l.7/1黒色粘土。泥炭質粘土層C。

10YR 3/1黒褐色粘土。泥炭質粘土層B。 黒色粘土と10YR 5/2灰黄褐色粘土と互層。

2.5YR 5/2暗灰黄色粘土。泥炭質粘土層D。

10YR l.7/1黒色粘土。泥炭質粘土層C。

10YR 4/1褐灰色粘土。泥炭質粘土層B。 黒色粘土と2.5Y6/2灰貢色粘土と互層c

10YR 2/1黒色粘土。泥炭質粘土層C。

10YR 4/1褐灰色粘土。泥炭質粘土層B。 黒色粘土と5Y7/2灰白色粘土と互層。

2.5Y2/1黒色粘土。泥炭質粘土層C。 部分的に灰色粘土が縞状に入る。

N4/1灰色粘土。泥炭質粘土層B。 黒色粘土と5Y7/2灰白色粘土と互層になる。

25Y2/1黒色粘土。泥炭質粘土層C。 下部にいくに従い分解度がやや高い。この層中に

水平に堆積した火山灰層が存在する。

32a層 :10YR 3/1黒 褐色粘土。径2～5cmの 礫を少量含む。植物遺体を含む。

32b層 :10YR 5/1褐 灰色砂質粘土。径2～10cmの礫を少量含む。植物遺体をわずかに含む。

33層 :2.5Y3/1黒 褐色砂質粘土。径2～6cmの礫を少量含む。植物遺体をわずかに含む。

34層 :2 5GY6/1オ リーブ灰色砂。径2～4cmの礫を少量含む。灰色粘土をわずかに含む。灰色
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粘土をわずかに含む。V区ではこの層は砂礫層の標高の高い部分には認められない。

35 層 :砂礫層。

尚、VE区・Ⅵ区 。Ⅷ区の調査では砂礫層の上面が確認されていないが、34層上面が確認さ

れている。ボーリング調査の結果ではVE区以西では砂礫層の上面の標高が急に低 くなってお

り、砂層の厚い堆積が認められることから、VE区の34層以下の層は基本的には34層の層相変

化 。層厚変化 と理解している。

VE区
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① 25Y%オ リーア偶色ンルト 酸化鉄を斑点状に全面に合む、高師小僧を少量含む、25V%に ムい黄砂資シルトが多く混入、マンガン粒を含む、炭化物を少量含む。

2 25Y%暗 灰黄シルト 酸化鉄を全面にやや強く合む、高師小僧を少量合と、マン方ン粒を層全面に含む、25Y%浅黄砂質ンルトが混入、10V R%黒粘質ンルトを

横ノマ状に互層に合0(※ 9層 と類似 ,

③  5Y%灰 ンルト 酸化鉄を層全面に斑状に合も、高師小僧を合と、マンガン位を婚全面に合む 炭化物を少量含む、25Y%1支 黄砂シルトが混入、※8層 に類似。

① 25Y%黄 1/k枯 質ンルト 酸化鉄を斑状に合と、マンガン粒を唇全面に合む 炭化物を少量合む高師小僧を少量含む、 5Y%灰オリーフンルトが混入※9層 に類似
⑥ 5Vχ灰枯質ンルト 炭化物を念と、高師小僧を少量含む、75Y%灰 オリーアシルトが混入※10a層 に類似
⑥ 5Yχ TA枯質ンルト 炭化物を含む、高師小僣を少量合もヽ、75Y%仄 オリーブシルトカ∫混入X10a層 に類似
の 5V/灰 シルト 酸化鉄を層全面にやや強く合t マンオン粒を層全面に含む、高師小僧を小量含む。決化物を小盈含む。25Vヌ 黄ltrJ砂質シし卜が泥人、75YR

17黒格■質 ンル トか
'唇

下部に積 ノマに混入。(こ の麗人度は 9層 の構成■に類似 )。 層全体としては 8層 に類似 .

土層註記

① 25Y%貨灰シルト 駿化鉄を解令面に獄:状 に合む。
マ ンガレllを 増全面に膏 く合む。

その他の層
、9 足跡

ⅣA区南壁セクション図
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土層誰記

① 10V R%灰 黄樹色ItI土 賓シルト 喋 (2 ca～ lScm)を 合も

① 10Y R%灰 黄掛色格上:tシ ルト 2岳 と3層 は基本的に類似するが 3層 には基本層位の4a層 がプロック状に入っているので分けた。

⑫ 75V R%灰樹色シルト質粘土

⑬ 75Y R%灰 樹色粘土質シルト 基本層位の5層 と非常に類似する。

① 10V R/樹 仄色格土質ンルト 25Y/浅 黄色粘土をとI分 的に合みそれが層位になるところもある。

⑮ 75Y%lk灰色ItI土 質シルト

⑮ 10Y R%灰 黄th色粘土資シルト

⑫ 26Y%1/t黄 色粘土質ンルト 部分的に10Y R%灰 黄褐色のシルト質ll■ を舌しれながら含む。

① 10V R%灰 黄掛色ンルト質II土 この層の下部には、10Y R/黒色を提する植物遺体の炭化集積層がえられる。全体として乱れた感じのする用である。

① 75Y R%灰 樹色ンルト質格土 基本的には6a層 と似ているが6a層 を較べると若千賠い感じのする層である。

⑩ 75Y R%鶴妖色シルト質IItj■ 10Y R/灰 白色のrh土 ブロックを箱お、り状に合む。

⑪ 76V R%樹灰色III土 植物綾維を全体的にやや多く合む層である。

② 75Y R%鶴 灰色林■ 10Y R%lL灰 色、10Y R%荻 黄掛色の粘上ブロンクを多く合む層で、これによって7a層 と|よ 分けることが出来る。

第23図 Ⅳ～Ⅶ区セクション図 (2)

⑬ 10Y R%黒 樹色粘土 植物連体を多く合む、10V R/tB灰 色粘上が乱れをがら

混合している層である。

C 基本層位の10b層 を基本とするが層が全体的に乱れているので区分した。

⑮ 基本層位の■用

⑮ 基本層位の12層

その他の層

⑮ 10Y R%灰 黄糊色枯土質ンルト ビノト等の速構の堆積土か?

⑮ 10V R%灰 黄棚色粘土質シルト ピント学の遺構の堆積土か?

④ 10Y R%灰 黄樹色4h土質シルト ビット宇の追構の堆積土か?
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土層誰記
① 10Y R/灰 黄褐色粘土質シルト 土残の理上の可能性あり。10Y R%灰黄褐色粘上質シルトのブロッタを合む。
② 75Y R%に ぶい掲色粘上質シルト 基本層位の7層 、8層 をプロック状に含む。

土層誰記
6′ 層 25V/黄灰色粘上 談化鉄を含む。
10a― ②層 5Y%灰 白色粘土 黒色粘■ 灰白粘土と互層になる。
10a ЧЭ層 25Y%黄灰色粘上 分解度が高い。炭化物を多く含む。

土層nl記

① 10Y R%シ ルト質粘土 砂粒を多く合む。
① 10Y R%灰 黄鶴色粘土
⑤ iOyR%掲 妖色粘土
⑥ 25YR%黄灰色粘土
⑦ 10Y R/褐 灰色粘上 黒色及び黄掲色粘■をプロノク状に合む。
SDl
③ 10Y R%黒 色粘土 植物遺体を多量に合む。
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第 3節 調査経過と調査概要

と。調査経過

富沢遺跡第15次調査の調査対象区域は仙台市都市計画道路長町折立線建設予定地部分の東西

600m、 南北30mの約18000m2でぁり、富沢遺跡の隣接地 も含まれていたため、昭和60年 3月 に調

査対象区域の東端部から西方へむけて試掘調査が行なわれ、H区以西に遺構の存在が確認され

たため I区を調査対象から除外した。これによりII区以西の調査が昭和60年4月 から行なわれた。

調査は昭和60年 4月 10日 からH区・IH区・V区が、 4月 18日 からⅣA区の調査が開始された。

Ⅱ区では 4月 中旬に近世の水田跡が検出されている。5月 後半に至 りⅡ区では中世の4c層水田

跡、Ⅲ区・Ⅳ区では中世の遺構群 。V区では3b層上面での中世の水田跡が検出された。またそ

の後V区では4b層・5a層・ 6層の各層上面において平安時代の水田跡が連続して検出された。

Ⅲ区では 6月上旬に調査区北西部において近世末～明治にかけての墓壊群が確認され、 7月後

半にかけてその検出が行なわれた。また 7月 後半にはV区において古墳時代の水田跡が検出さ

れている。 8月 にはH区で砂層上面から中世の木簡が出土した。H区・Ⅲ区の調査は8月 中旬

には終了しⅥ区の調査が開始された。 8月 後半にはV区で弥生時代桝形囲式期1la層水田跡が

検出された。この水田跡は第 7次調査においても検出されており、10月 後半にはⅣ区・Ⅵ区で

も検出されその広大な水田域が確認された。さらにⅣ区とⅥ区では、■a層水田跡の下層に12層

水田跡が■月後半から12月 上旬にかけて検出された。その後Ⅳ区では13b層 の水田跡が12月 後

半に検出され、桝形囲式期以前に 2時期の水田跡の存在が確認された。またV区東半部では弥

生時代十二塚式期の9a層水田跡の検出、■a層水田跡の検出ののち、イネ花粉の検出された16

層の調査が行なわれたが、遺構は検出されなかった。VE区では12月 に入り31層中に灰白色の

火山を確認 したのち、32a層 中から縄文時代早期末葉ヽ前期初頭の時期の上器・石器が出上 し

た。昭和61年に入り1月 16日 にVE区の調査は終了した。V区西半部では16層 より下層の調査

が行なわれ 1月 末には砂礫層上面を確認し調査は終了した。また 2月 上旬にはVF区 。VG区

の調査が行なわれた。Ⅳ区では1月・2月 と13b層水田跡より下層の調査が行なわれ、2月後半

には32a層上面で 2条の河川跡 と石器 1点を検出した。Ⅳ区の調査は3月 3日 で一時打ち切 ら

れた。 4月 に入り、 5日 から整理作業 とともにⅣ区での未調査部分D区 。E区の継続調査が開

始された。この調査では5a層水田跡がIV区に存在することが半J明するとともに13b層水田跡の

広が りが確認された。Ⅳ区の調査は5月 14日 に終了し、Ⅷ区の調査が 5月 22日 から開始された。

Ⅷ区では弥生時代の水田跡が 2時期確認された。10b層 水田跡はⅦ区においてのみの検出で

あった。また32a層 からは石器が 2点出上した。8月 1日 をもってⅧ区の調査が終了し、第15次

調査は全て終了した。整理作業は昭和62年 3月 27日 まで行なわれた。



2.調査概 要

第15次調査では、基本層序の対応関係から、H区からⅦ区の調査区は大きくH区 。Ⅲ区・Ⅳ

～Ⅶ区に分けられる。これは対象区域の東半部特にH区・Ⅲ区はニツ沢起源と考えられる堆積

物の影響があることから複雑な堆積環境にあったためであり、これに対しⅣ区以西ではⅦ区ま

で安定した堆積・形成環境にあったことによる。

H区 :H区では 3・ 4c・ 6a・ 8b・ 13a層上面において水田跡が検出されている。この 5時期にわ

たる水田跡は 3層が近世末～明治初期、4c層が近世 。6a・ 8b。 13a層が中世のものである。ま

た13a層 のより下層の砂層上面からは中世の木簡が 2点出上している。

Ⅲ区 :Ⅲ区では水田跡は検出されておらず、2b層・3a層上面において中世の遺構群が検出され

ている。また北西部では近世末～明治初期の墓墳群が検出されている。

Ⅳ～Ⅷ区 :Ⅳ～ⅥI区では32a層の調査により、Ⅳ区・VE区・Ⅷ区で縄文時代早期末葉～前期初頭

の遺物が出上 した。16層の調査ではⅣ区において打ち込み杭 1本を検出したが遺構は検出され

ていない。水田跡はⅣ区で検出された13b層水田跡を最古とし、弥生時代 5時期。古墳時代 1時

期 。平安時代 3時期 。中世 1時期の10時期に及ぶ水田跡が連続的に検出されている。またⅣ区

では中世の遺構群が検出されている。

以上のように第15次調査では、 1.縄文時代早期末葉～前期初頭の時期の遺物が地点を異に

して出上 していること。 2.弥生時代以降近世までの水田跡が検出されていること。 3。 平安

時代以前の居住域と考えられる遺構は検出されていないこと。 4.中世においてはⅢ・ IV区に

おいて居住域 と考えられる遺構が検出され、その東方のH区・西方のV区において水田跡が検

出されていること。 5。 近世末～近代の墓崚群が検出されていることが確認されている。

3.関 連科学 との連携

地形・地質 :東北大学地理学教室 豊島正幸氏

第15次調査区の立地条件を含め、富沢遺跡 とその地形の変遷過程を明らかにすることを目的

として依頼した。

プラント・オパール分析 : 宮崎大学農学部 藤原宏志氏

調査対象区域は富沢遺跡の北東端部及びその隣接地であり、地形的には東方に自然堤防があ

り西方に後背湿地が広がるため東半部に居住域、西半部に水田域が想定されたため、その範囲

を把握するため、昭和60年 4月 25日 ～27日 にH区からV区にかけて東西方向約50m間隔で No.

1か らNo.8まで 8地点のテス トピットを設け、層位毎のサンプル採取を斎野が行ない藤原宏

志氏へ発送した。この分析結果は5月 13日 に届き、Ⅱ・Ⅳ・ V区において水田跡の存在する可

能′
性が示された。またⅢ区においては水田跡が存在 しないことが予測された。その後の調査に

よりⅢ区では水田跡が検出されなかったが、Ⅳ区において中世の居住域と考えられる遺構群が



検出されたこと、V区では水田跡が検出されたことから、Ⅳ区を中心として水田域の範囲を各

層位毎に把握するため再度のサンプル採取を藤原氏に依頼 した。そのため 7月 15日 ～17日 にか

けて藤原氏によリサンプル採取が新たに設けたテス トピットのA～ Jの 10地点で行なわれた。

その結果IV区のより下層にも水田跡の存在が予測された。また、昭和61年 1月 16日 には13b層水

田跡に関するサンプル採取を及川が行ない藤原氏へ発送 した。

灰像分析 :東京大学総合研究資料館 松谷暁子氏

灰像分析は当初調査対象区域の中で東方の自然堤防上から集落の検出を予測、居住跡に残さ

れた灰を分析することにより栽培植物を同定することを目的としていたが、集落は検出されな

かった。しかし、V ttA地点の上壌分析のサンプルを採取時に庄子貞雄氏に基本層序の中に何

層か炭化物の層が薄 く存在していることの指摘をうけたため、この炭化物の分析を依頼 した。

炭化物の層は 8層から20層の間に認められたため、斎野がサンプルを採取し昭和60年12月 1日

松谷氏へ送付した。

樹種同定 :パ リノ・サーヴェイ株式会社 高橋利彦氏

第15次調査では、H区からⅦ区にかけて、木製品、杭、多量の木片が出土している。特に杭

は弥生時代桝形囲式期水田跡に伴う杭列がVA区で検出されており、この杭列の樹種の組成を

知ることと同時期の水田跡から多量に出土する樹木片の樹種組成との関係を把握すること、ま

た他時期の杭材の樹種を知ることが目的であり、杭材 。木製品の実測 。写真が終了した段階で

高橋氏に依頼し、昭和61年 9月 2日 、仙台において高橋氏がサンプルを83点 を採取した。また

12月 には追加のサンプル10点 を斎野が採取し高橋氏に追付 した。

植物遺体の同定 :東北大学農学部 星川清親氏・庄司駒男氏

第15次調査では、プラント・オパール分析のサンプル採取が行なわれた No.1か らNo.8の

地点とA地点からJ地点までの10地点、各区の壁面から基本層序の各層を102× 10cmの 1000cm

を単位 として土壌サンプルを 3点ずつ採取している。また濤などの埋積土についても土壌サン

プルを採取している。昭和60年 5月 から昭和61年 7月 にかけて、これらのサンプルの中から、

第 1地点 。第 2地点 。第 3地点・第 5地点、Ⅳ区SD26の埋積土 。Ⅳ区SK6の埋積土・C地点・

V区基本層位 。Ⅵ区基本層位土壌サンプルをそれぞれ各層毎に 1点ずつウォーター・セパレー

ションを行なった。この作業は5mm・ 2mm・ 0.42mmの メッシュにより行なわれ、植物遺体・

昆虫遺体 。その他に分けられた。本来であれば我々が行なうことは十全ではないと考えるが、

量的なデータを得るためやむなく行なった。ウォーター・セパレーションの結果得られた植物

遺体からは、地点を異にするのが時代的には弥生時代以前の層から始まり近世に連続的に及ぶ

ものであり、調査区及びその近傍の植生、あるいは水田跡に伴う植物の把握が計られることが

予測されたため、星川氏 と庄司氏に昭和61年 9月 に同定を依頼した。また発掘調査の時点にお



いて検出された遣物遺体 も同時に同定を依頼した。

土壌分析・火山灰の同定 :東北大学農学部 庄子貞雄氏・山田一郎氏

V区・ VE区・Ⅵ区の調査が進み各区において基本層位と遺構の対応関係が把握された時点

で、東北大学農学部庄子貞雄氏・山田一郎氏に土壌分析を依頼した。目的はV区・Ⅵ区におい

ては水田土壌の分析・VE区については、32a層以下の層 とそれより上位の層の間の上壌的な相

違を分析により明確にすることであった。そこでサンプルの採取は昭和61年 1月 10日 にV区で

はA地点で、VE区は南壁の基本層序を行なった。また、31層 中に含まれる灰白色の火山灰に

ついても同定を依頼した。

花粉分析 :東北大学生物学教室 守田益宗氏

花粉分析は調査が進みVA区の調査が終了し、基本層序と遺構の対応が把握された時点で守

田氏に依頼した。目的はプラント・ オパール分析結果と調査により検出された水田跡 と花粉分

析の対応関係を把握すると共に各時期の周辺の植生を把握することであった。そこで弥生時代

から中世まで連続的に 7時期の水田跡が検出されており、泥炭質の粘土層の堆積のみられるV

区において分析を行なうこととした。サンプルの採取は昭和60年 9月 25日 にテス トピットの

A・ B2地点において各層位毎に行ない水田跡 との関係を把握するとともに、VA区で行なわ

れたボーリング調査の中でオールコアサンプリングを行なったC-17地点の資料について10

cm単位でサンプルを採取した。またこれに伴い80cmを 単位として 単C年代測定資料を採取 し

た。これらの分析結果は約 1ケ 月後に提示されたが、A・ B両地点の分析結果は水田跡の検出

された層位 とイネ花粉の検出された層位がよく対応していた。しかし、イネのプラント・オパー

ルの検出されていない16層からA・ B両地点ともイネ花粉が検出され、水田跡の存在が予測さ

れた。しかしVB・ C・ D区の16層の調査では水田跡は検出されなかった。そこで16層 につい

てサンプリング採取を昭和60年 12月 に行なった。16層 は16a層 と16b層に細分されてお り、VC

D・ E区南壁セクションにおいて長さ約56mに わたり16a層 と16b層 を交互に約80～300cm間

隔で25点の資料を採取した。またこの時点にはVE区の調査で現地表下約 4mの 32a層中から

縄文時代早期末葉～前期初頭の遺物が出土しており、また31層中には灰白色の火山灰の存在が

認められていたこと、31層 より上位の層が泥炭質の粘土層であるのに対して32a層 より下位の

層が粘上であることから、30～33層 までのサンプルを採取し花粉分析を依頼した。

石器の使用痕分析 :東北大学文学部 山田しょう氏

弥生時代桝形囲式期以前の12層水田跡から出上した安山岩製の二次加工のある劉片 1点 と、

弥生時代桝形囲式の■a層水田跡から出上した流紋岩製の微細剣離痕のある象」片 1点 と、弥生

時代十二塚式期の9a層水田跡から出土した粘板岩製の象J片 1点の計 3点の使用痕の観察を須藤

隆氏を通して山田しょう氏に依頼した。これらの石器は水田跡の上壌中から出土しているもの



で、どのような使用痕が認められるか、また流紋岩製の微細象」離痕のある剰片は 1側縁に光沢

面が認められるため、水田耕作 といかなる関係があるのかについても使用痕の情報が必要 と考

えられた。依頼は実測、写真撮影が終了した段階で昭和62年 3月 13日 に行なった。

昆虫遺体の同定 :東北大学理学部生物学教室 梅津一史氏

ウォーター・セパレーションによって得られた昆虫遺体を東北大学理学部生物学教室の梅津

一史氏に昭和61年12月 依頼した。昆虫遺体からは当時の環境 。気候 といったものが想定できる

ことを期待 しての依頼であつた。

ポーリング調査 :仙台市道路部

VA区の調査は 8月末の時点でプラント・オパール分析で水田跡の存在が予想されていた最

下層の1la層 までの調査が終了したため、下層の砂礫層上面までの部分的な深掘 りを行なう予

定であったが、仙台市道路部側からの道路工法上の理由により深掘 り中止の申し入れがあり協

議した結果深掘 りを中止し、ボーリング調査を行なうこととなった。ボーリング調査の目的は

VA区全域における砂礫層上面の地形の復原、その上位の砂層上面の地形の復原にあった。こ

れは1la層水田跡の地形が砂礫層上面あるいは砂層上面の地形の影響を受けたものではないか

との疑聞からの調査依頼であつた。ボーリング調査は9月 2日 から始められ、オールコアサン

プル 5本を含む計26本の調査が行なわれた。

“C年代測定 :日 本アイソトープ

ロC年代測定は、年代を決定する遺物が出上していない弥生時代桝形囲式期以前の13b層水田

跡 と、それより下層でイネ花粉の検出された16層 についてその上下の層とともにそれぞれの層

の土壌を資料 として測定を依頼した。また、前述のように花粉分析におけるC-17地点のオー

ルコアについての測定も土壌を資料 として行なった。さらに土壌分析で依頼した31層 中の灰白

色の火山灰の上下の層についても2地点から土壌を資料 としてサンプルを採取し測定を依頼し

た。

検討会

昭和61年12月 12日 。13日 の 2日 間にわたり、昆虫・使用痕を除き、分析、同定を依頼した方々

と第15次調査の調査員との間で関連科学問での事実確認・関連科学と検出された遺構 と遺物に

ついて検討が行なわれた。
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第29図 関連科学土壌サンプル採取地点図

位16a雇・ 16b層

第30図 第15次調査Ⅳ～Ⅶ区基本層位と関連科学土壌サンプル採取Noと の対応図  (基本層位はゴチック体・土壊サンプル採取Noは明朝体)
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第 5章 普 及 活 動
近年仙台都市圏では各種の開発行為が盛んに行なわれている。仙台都市圏の中核である仙台

市は人口70万人を越 え、従来開発が及ばなかった丘陵部や水田域までもがその姿を変えつつあ

る。富沢遺跡の範囲内においても数多 くの現状変更開発行為が為されているが、従来は記録保

存のための緊急発掘調査が主体であり、積極的な文化財の普及活動はあまり行なわれてこな

かつた。そのため今回の調査においては社会教育・学校教育の場へ積極的にアプローチし、国

民全体の共有財産である文化財を有効に活用する方向を試みた。開発行為にともなう記録保存

だけに終わらせず、むしろ発掘調査を積極的に活用し、未来を担う子供たちへの歴史のロマン

を託し先人の生活の証しを継承してもらい、現代に生きる市民のためには文化財が都市文化活

性化の一助となることを目指したのである。

最近の考古学ブームを反映 し埋蔵文化財への関心が高まっているが、地下に埋 もれていると

いう遺跡の性格から文化財としてイメージが薄 く、一般市民への浸透は十分ではない。遺跡を

文化財資源 として活用することこそが埋蔵文化財への興味関心を呼び起 こし、文化財保護の理

解を得ることにつながるのではないだろうか。そこで今回の調査では関係各方面の理解協力を

得て、従来の普及活動をより発展させる方向で調査 とリアルタイムで広が りを持った活動を展

開することになった。

富沢遺跡は市街化区域内に含まれ、昭和62年 7月 には仙台市高速鉄道南北線の富沢 。長町南

両駅の開業が予定され都市化が進んでいる。さらに富沢地区土地区画整理事業の終了により遺

跡範囲内での宅地用地の供給が増大し、個人住宅の新改築等の小規模開発行為が活発化してい

る。今回の調査においてはこのような状況を率直に受け止め幾つかの意欲的な試みを行った。

普及活動は地味な仕事であり直ちに効果が現れるものではないが、今後の富沢遺跡のために欠

くことイまできなヤゝ。

今回の調査における普及活動は、市民の文化財への深い理解と関心を得ることが目標 とされ

た。

一般市民を対象とした普及活動としては、

1.現地説明会

2。 現地見学会

3.記者発表

を行ない、また学校教育を対象とした活動では、

1。 (遺跡周辺の地域の学校を対象とした)体験学習

2。 (遺跡周辺地域外の学校を対象とした)訪問学習



3.(市内の学校教育関係者を対象 とした)体験的学習

を行なったが、それぞれの活動については次のような内容であった。

第 1節 一般市民 を対象 とす る活動

1.現地説明会

調査が終盤を迎えた昭和60年12月 7日 (土 )富沢遺跡第15次発掘調査の現地説明会を実施した。

4月 からの調査で多 くの成果を挙げていたが、その内容は12月 5日 の記者発表で公表されてお

り、放送各局のニュースや新聞各紙で一般に報道されていた。また遺跡周辺の住民を対象とし

て各町内会の協力を得て現地説明会案内チラシ約3000枚 を配布するとともに、遺跡周辺小学校

や町内にポスターを掲示した。これは遺跡周辺住民への普及活動を重視 しているためである。

周辺市町村教育委員会はじめ関係各方面には、現地説明会の案内文書を発送 した。案内文書や

チラシは単なる開催日時のお知らせに終わらせず、それ自体が富沢遺跡への理解が進むような

内容とした。これによって現地説明会へ参加できない人々も遺跡 と調査成果の概略を知ること

ができたのである。

現地説明会当日は晴れたものの風が強 く気温も低かったが、開始予定時刻の30分程前から参

加者が集まり始め、開始時刻の年後 1時には約200人 に達した。参加者は考古学愛好者や学生が

多かったが熟年層や主婦の姿も見られた。

主催者からの挨拶、今回調査の経過概略の説明に続いて、各調査区ごとに担当調査員による

調査成果の説切に移った。当日調査が行なわれていた調査区は西側半分のIV・ V・ Ⅵ区のみで、

既に調査が終了していたHoⅢ区については資料のみによる説明となった。貴重な調査成果を

前にした調査担当者は説明にも力が入り、参力日者からも質問が相次いだ。

説明会は 2時間の予定時間を大幅に超過 して終了したが、その後も熱心な参加者からの質問

が続き調査員が対応した。現地説明会資料は用意 した300部では足 りず、増昂Jし市民の要望に答

えた。12月 の寒波の中で数多 くの参加者であったことや資料の増刷が必要だったことは、今回

の調査成果が評価されたとともに普及活動が十分に機能した結果と考えられる。

2.現地見学会

今回の調査における新しい試みが現地見学会である。現地説明会が総括的に調査成果を公表

するのに対 して、現地見学会は遺跡周辺住民の調査への理解協力と富沢遺跡への理解を深める

ための活動である。言わば小さな現地説明会というべきもので、原則 として月 1回調査の成果

と進行状況を報告することを内容 とした。

初めての試みであり施行錯誤の連続であったが、当初から一般市民が抵抗なく参加できるよ

うな親しみ易さを目標に置いた。調査員が調査の合間に PRポスターの掲示や準備を行なった。



華々しさこそないが、発掘調査のありのままの姿を知ってもらう恰好の機会ではないかと思わ

れる。

調査の都合や天候のために中止 したり調査区が文化層に達していなかった りと不慣れな点も

多かったが、最も多い時で約40名 の参カロ者を数えた。同時に電話による問合せや日常の見学希

望者が増加した。発掘調査のありのままの姿を知るあるいは定点で調査の進行により現代から

縄文時代までを見ることができる良い機会であり、結果として周辺住民の調査への理解はより

深まったと考えられる。

3.記者発表

今回の調査に関する記者発表は、調査中盤の昭和60年 7月 30日 と終盤を迎えた昭和60年 12月

5日 の 2回 にわたり実施 した。記者発表は仙台市市政記者クラブ加盟各社 (計13社)を対象と

し、富沢遺跡第15次発掘調査事務所において実施した。

記者発表にあたっては調査員による打合わせが何度も行なわれ調査成果 と進行状況を検討

し、実施日時と発表内容の決定が行なわれた。記者発表の目的は当該の成果を一般市民に知ら

せることにあるが、広義には富沢遺跡保護のための一手段であるとの認識に立ち、事前準備に

は十分な時間を掛けた。記者発表の案内文書は取材記者の多 くが考古学の専門的知識を有しな

い点を考慮して作成するなどの綿密な計画が練 られた。

2回の記者発表開始時刻は共に午後 1時 30分 と設定した。主催者側の挨拶、調査概要の説明

に続いて、調査区を前にして担当職員による調査内容 。成果の説明を行なった。貴重な調査成

果の中でも記者の関心を引きニュースの中心となったものは、 7月 の記者発表ではV区の古墳

時代 と考えられるいわゆる小区画水田跡、12月 には 8時期以上にわたって連続的に検出された

水田跡で特にⅥ区で確認された弥生時代桝形囲式期以前の水田跡であった。

記者発表運営上の問題点としては、学術的要素の強いこの種の記者発表では止むを得ない面

もあるが、調査員と取材記者の質疑が噛み合わなかったり、ごく少数ではあるが記事の内容に

明らかに勘違いと思われる誤 りが見られた。この点については主催者側の準備不足 と率直に認

識せねばならないであろう。より綿密な準備 と慎重な進行が必要であるが、調査成果自体 は

ニュースバリューが高 く、また一般市民の反響は大きなものがあった。 2日後に実施した現地

説明会に多 くの参加者があったことや記者発表終了時に継続して取材を行なう記者が現れたこ

とは、記者発表の成功を裏付けるものである。

今日のような情報化社会では、情報の提供に留まらず “選択される情報" を積極的に演出

することも必要である。特にマス・メディアは埋蔵文化財の存在を広 く市民に知 らせるために

は効果的で即効性が期待できる手段である。貴重な調査成果を専門家の手にとどめず出来るだ

け多くの人々へ還元するためには、手間を惜しまず調査と同等の労力を掛けねばならない。そ



のことが文化財保護のコンセンサスを得るために何等かの効果をもたらすであろう。

第 2節 学校教育関係を対象とする活動

一般市民を対象とした活動のほかに対象を学校教育関係者に特定した活動を行い、特に教育

現場 との連係を重視した。今回の調査にともない社会科教育の一環 として埋蔵文化財を活用す

るように働きかけた結果、学校現場 と連係した体験学習と連続的な実践的歴史学習が実畏した。

また体験学習以外にも訪問学習や遺跡周辺の学校には調査の成果をわかりやす くまとめた写真

パネルや教材の提供を行った。

1.富沢遺跡周辺 の学校 に対 す る活動

地域の学校に学ぶ児童生徒に対して郷上の生成や先人の努力工夫等に理解関心をもたせるた

めに、体験的学習と机上の両面から実践した活動であり、今回は仙台市立鹿野小学校の第 6学

年 4ク ラスを対象に、次のように実施した。期間は昭和60年 7月 ～昭和60年12月 までの計 6ケ

月間である。

(1)体験的学習

体験を通じて歴史学習をより身近なものとするとともに、文化財愛護の精神を高める。

① 指導の内容

i)事前指導 ii)体験 �)事後指導 (追体験を含む)の 3つ を実施した。

i)事前指導

事前に体験的学習の意味 と時代の背景を理解することによって学習をスムーズに進めるため

に実施した活動である。指導の内容は次の通 りである。

a.歴史的な通史 (1時限)

特に弥生 。平安時代の歴史的位置や時代の内容を他の地域 との比較によって学習する。

b。 仙台の歴史 (1時限)

仙台市内の主な遺跡をスライ ドやパネル VTRで学習する。

C.発掘調査の意味と文化財 (1時限)

文化財は先人の生活の証しであり、現代に生きる私達は文化的資源としてこれを十分に活用

し、後世に伝えなければならないということ、そして発掘調査はそのための一手段であること

を学習する。

d.調査について

調査用具の名称や使用法及び調査の手順などを学習する。

e.学習に当たっての全体指導 (1時限)

体験学習の当日にどの様に事前の学習を生かすかを学習する。



f.指導教諭 (学校)の下見・事前体験 (1時限 )

当日の行程を立案 し、その一部 を実施 し検討を加える。

�)体 験

7月 8日 から各クラス 1日 合計 4日 間にわた り行った。体験学習には実質 2時間を当てた。

当日の体験学習の指導内容は以下の通 りである。

a.体験現場での確認作業

現場の状況を説明 し、学習の内容を確認する。諸注意・他。

b.学習内容

1ク ラス (40人 )を 6班 として一班に 1人指導員をつける。

①スコップで掘る。②草削りで削る。③手箕 。一輪車での上の運搬。④移植べらの作業。

このような 4つ の作業をローテーションを組んで行った。特に箕での運搬は、その中に遺物

が含まれていないかを手で探 りながら土に触れるようにした。

このような活動を通じて、自分達が先人の生活した面に立ち、現代 と古代の接点にいること

を理解させた。最後にまとめとして自分の体験した地面を見つめ、土層の断面を見ることによっ

て、自分が学習した遺跡 とその時代的積み重ねを考え、先人の生活を想像 させた。

iii)事後体験 (追体験 )

郷験した学習を思いおこし、学習の定着化を図る活動である。感想文や調査の意味・盗掘等

の防止を学習するとともに文化財全般について学習する。

また発掘体験学習から5ケ 月後の12月 5日 にもう一度発掘現場に立たせて、その変化を追体

験させた。この学習は調査現場を見学することによって、自らの頭の中で歴史の流れと調査の

意味をフィードバックするものである。

(2)教材の回覧

発掘体験の様子や成果を写真やパネル等にして、体験学習の追体験 と地域の歴史教材 として

利用することを目的とした活動である。これは調査成果をもとに発見遺構と遺物の写真 と解説

文を作成し、教材性 とわか りやすさを重視して各時代ごとにまとめたものを、鹿野小学校をは

じめ遺跡周辺の学校に提供したものである。

① 追体験としての利用

調査の進行状況にあわせてパネルやスライドを作成し、体験学習を実施 した学校に提供した。

これによって児童生徒は自ら体験を基礎にして調査の成果と歴史の流れ、さらには地層の形成

といった分野まで理解することができたのである。

② 地域の教材としての利用

社会科学習と文化財の普及啓蒙を目的に、体験学習を実施していない学校に対 しても、地域



の生きた歴史教材のひとつとして調査成果のパネルやスライドを作成して提供した。

2.市 内の学校教育関係 に対 す る活動

富沢遺跡周辺の学校のみならず市内全域の学校教育関係者に調査成果を還元することを目的

とした活動である。

(1)訪問学習

市内の学校において、年間のカリキュラムの一部分 として文化財の活用をはかる活動である。

調査員が学校を訪問し、市内の遺跡や出土遺跡に関するOHP、 VTR、 スライ ド、パネルある

いは実物によって、教科書では味わうことのできない「生きた」学習をする。この機会に児童

生徒は教科書に記された日本全体の歴史 と対比しながら、自分の住む地域の文化や生活を理解

することができるのである。

今回は「弥生時代の米作 り」一 仙台市富沢 一 という教材で静岡県登呂遺跡の米作 りと結

び付けながら、仙台市富沢地区でも同時代 (弥生時代)に米作りが行なわれていたことを学習

した。この学習によって身近に地域 (仙台市)の農耕の開始が日本の歴史の流れの中でどのよ

うな位置にあったのかが理解できたのである。

(2)体験的学習

市内の児童生徒および教諭を対象とした発掘体験学習である。自らの体を使った活動を通し

て身近な郷上の歴史を理解し、文化財を大切にする心を高めることを目的とした活動である。

① 実施内容

i)市 内の遺跡 。発掘調査の見学 ii)野外調査 iii)学 習・室内作業の 3つ を実施 した。

i)市内の遺跡 。発掘調査の見学

市内の主たる遺跡や発掘調査が行なわれている遺跡を見学し、市内の文化財についての視野

を広める。

1)野外調査 (体験的学習)

スコップ、移植べら、草削りなどの道具を用いて、遺構の検出から完掘までの一通 りの調査

を仰験し、歴史 と文化財保護の大切さを体感する活動である。

iii)学習・室内作業

郷上の歴史の学習と遺物の整理作業を体験する活動。

仙台の歴史や主な遺跡の時代背景を学習する。また今回は縄文土器 (レ プリカ)を実際に接

合復元したり、実際に出土した上の付いたままの上器を水洗いする作業を通じて、発掘調査後

どのような経過で調査成果がまとめられるかを理解する。

このような文化財を教材 として効果的に利用することで、ひとつの普及活動の形を作ること

ができた。抽象的知識を体験学習等の擬似体験や視聴覚教材を通じて具体的知識 として定着さ



せることは、学習面でも大切なことである。教科書 と黒板の世界から抜け出し調査成果を生き

た教材として活用するという試みは、児童生徒のみならず教師や父兄からも好評であった。半

面社会教育 と学校教育 との境界が不明瞭になった り、準備段階での時間不足などの問題点が

あったことは反省せねばならない。

今後は問題点を改め、多くの人々の理解力の下に学校教育の中においてさらに広が りを持た

せ、活動の定着をはかりたい。

体験学習指導案

1.本時のねらい

○発掘調査体験を通して、当時の人々の生活跡 (遺構)や出土遺物に直接触れさせ、歴史

で追体験させる。

○発掘調査体験を通して自分達が住む身近かな地域にも教科書と同様な歴史が連綿 と続い

ていることに気づかせる。

○発掘調査体験を通して文化財愛護の精神を育て、高める。

2.指導過程 (2時間扱い)

主な学習活動 指 導 上 の 留 意 点 備  考

本時の学習課題をつかむ。

2.グループに分かれて、発掘

調査を行なう。

・遺構の確認作業 (平安時代

の畦の確認 )

・遺構の掘 りあげ (中世の遺

跡 )

3。 本時のまとめをする。

学術的調査であることに留意させる。

本時に行なう遺構面の年代について知らせる。

鋭利な道具を使 うので事故に気をつけさせる。

途中で確認作業 と掘 り込み作業を交代させる。

上の色に注意 しながら掘 らせる。

遺物が出上 した際には、いつ頃のどんな物なの

かを説明する。

集めた上の中にも遺物が入っていることもある

ので注意 させる。

本時の感想を 3～ 4人の児童に話させる。

一人で勝手に遺跡を掘 らないように話す。

写真パネル

出土遺物

スコップ

移植ベラ

箕

ー輪車

竹串



第 3節 まとめと今後の展望

以上述べてきたように、今回の調査においては積極的な普及活動を行なった。現状の調査体

制範囲内という制約はあったが、逆にその制約を活かし地域に密着したあるいは対象を絞った

各種の活動を実施して来た。確かに成功した点も多いが今後の検討材料も少なくない。特に文

化財にあまり関心を示さない人々へどのようにアプローチするかは、早急に解決しなければな

らない課題である。

発掘調査はその理由がいかなるものであれ、学術的水準を満たす成果を挙げなくてはならな

い。それが開発によるものであれば、将来の学術研究に耐える十分な精度を持つ必要がある。

しかし時代の要請はあらゆる意味で調査部門が調査のみに専念することを許さなくなって来て

いる。調査員は象牙の塔に閉じ籠もることなく、調査者はその知識と調査成果を広 く市民に還

元し文化を活性化する責任がある。開発・遺跡の破壊 という現状に対して、文化財保護に携わ

る者は広がりを持って社会に浸透していかなくてならない。そしてその結果が文化財保護への

関心を高めることに繋がる。今回の調査にともなう普及活動はその第一歩である。

昭和60年度富沢遺跡 (第 15次調査)発掘調査にともなう普及活動の記録

日 時 行  事  名 対  象 内 容

5月 24日

6月 20日

7月 6日

7月 8日

7月 8～ 11日

7月 25日

7月 29日

7月 30日

8月 5日

9月 19日

10ナ]18日

12月 5日

12月 7日

〃

調査期間

第 1回現地見学会

第 2回現地見学会

体験学習 (事前指導 )

訪問学習

体験学習 (発掘体験 )

第 3回現地見学会

親子文化財めぐり

記者発表

体験学習 (発掘のすべて)

第 4回現地見学会

第 5回現地見学会

記者発表

事後体験 (追体験 )

現地見学会

       |
発掘調査成果 教材の回覧〕也域各学校調塗

平安時代の水田跡 出土遺物他

悪天候により中止 資料のみ配布

仙台の歴史～発掘調査 (合計 4時限)

「仙台にも弥生時代があった」

(弥生時代の米作 り)

発掘調査の疑似体験

いわゆる小区画水田跡 他

市内の主な遺跡見学

いわゆる小区画水田跡 他

発掘調査 整理作業の疑似体験

悪天候により中止 資料のみ配布

弥生時代の水田跡

調査成果の総括 弥生時代の水田跡

体験学習のまとめ

調査成果の総括

:成果の概略
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写真1.現 地見学会…一般

写真2.事 後体験 (追体験)…鹿野小学校

写真3.訪 問学習…向山小学校

写真4.体 験学習 (事前指導)…鹿野小学校

写真5.体 験学習 (発掘体験)…鹿野小学校

写真6.体 験学習 (発掘のすべて)…児童。生徒・

教育関係者

写真7.体 験学習 (遺物接合)¨・児童・生徒・教育

関係者

及 活 動



第 6章 造形保存―富沢遺跡の理解と保存のために一

1 は じめに

富沢遺跡は宮城県仙台市の南部に位置する遺跡である。遺跡のほとんどは主に名取川と広瀬

川とによって形成された沖野平野の後背湿地部に立地しており、昭和57年以来の調査の結果、

弥生時代から近世に至るまでの水田遺構が良好に保存されていることが明らかとなっている!)

富沢遺跡第15次調査 (仙台市都市計画街路長町折立線建設に伴う発掘調査)の調査期間中に

は第15次調査区内で 7カ 所、第16次 。第17次調査、第19次調査及び第21次調査の各調査区内で

第32図 留消遺物採取地点図

ρ

肝

・ｏ‐‐Ｗ
ヽ

留消遺物No 名 称 大  き  さ

B-001 第19次北壁層序断面接状剰離 縦150cm X横90cm

B-002 第16次南壁層序断面接状剣離 縦 170cm× 横90cm

B-003 第15次 I区中央部層序断面接状剣離 縦 160cm× 横90cm

B-004 第17次東壁層序断面接状剣離 縦 170cm× 横 90cm

B-005 第15次 H区西壁層序断面接状剰離 縦 120cm× 横 200c打

B-006 第15次 V区北壁層序断面接状剣離 縦 180cm× 横 90cm

B-007 第21次 南壁層序断面接状剥離 縦225cm× 横90cm

B-008 第15次 Ⅳ区西壁層序断面接状剣離 縦 180cm× 横 360cm

B-009 第15次 V区 7a層上面接状剰離 (B-18グ リット足跡 ) 90cm X90cm 2枚

B-010 第15次 VE区西壁層序断面接状剣離 縦230cm× 横 180cm

B-011 第15次 Ⅵ区西壁層序断面接状剣離 縦 180cm× 横360cm

第 3表 留消遺物採取地点位置図



1カ 所ずつの計11カ 所で層序断面もしくは平面の象Jぎ取 り転写作業が行なわれた。本章は、そ

の作業の概要を報告するとともに造形保存の意味についても言及することによって、今後の仙

台市における造形保存の展開のための基礎的資料 とすることを目的とする。

2 造形保存 の意味

一般的に、発掘調査において残される記録の大部分は、平面及び断面の実測図とその写真、

そして調査担当者が現地で記した観察記録等によって占められている。これらは発掘調査にお

いてはまさに必要不可欠な基本的言己録である。しかし、ある課題を追及するための自主的な発

掘調査であれ、行政的な発掘調査であれ、これらの記録だけでは充分 とは言い難い場面が多 く

存在することも事実である。

実測図は本来、平面・断面の別を問わず、調査者が必要と認めた線を図化することによって

作成される性質のものであり、したがって必要と判断されなかったその他の情報は、記録すべ

き対象とは認定されずに除外されることとなる。たとえば断面図は、層の堆積状況 。層相・混

入物 。その上面および下面の乱れ等の観察によって分層が行なわれ、その界線を図化すること

によって作成される。そして土色や土質、遺物の混入の有無、その他の混入物等については、

観察注記として記述されることが多い。断面図作成の目的が、それぞれの層の形成要因と生活

面の存在の有無を把握するという点にあるとすればこれで充分なのであろうが、層序の対比を

要求された場合、この聯面図は有効なものとなり得るであろうか。層序対比作業は、調査面積

が広大であったり、数地点を同時にあるいは調査時期を異にして調査する場合には、遺構 。遺

物の同時性の検証や先後関係空間的構造の把握等のために非常に重要な作業である。したがっ

て断面図の作成にあたっては、この要求も考慮されていなければならない。しかし、同時に数

地点の層序断面を実見できるような恵まれた状況にあることはあまり多 くはなく、むしろ、た

とえば調査終了後のように、主に実測図と観察注記に頼って層序の対比を行なわねばならない

場合の方が多い。また沖積平野部における調査の際によく経験することであるが、地点が若干

離れただけで層相が変化していたり、異なった層が部分的に介在していたり、あるいはよく似

た層が繰 り返し堆積している場合もあるため、層序の対比はなかなか容易ではない。これは、

断面図を作成する際に、層序の対比も意識してでき得る限りの詳細な観察注記を作成したとし

ても、色調や土壌粒子等の微妙な変化、混入物の混入の度合いとその状態、及びその層のもつ

質感等の層序の対比にとって重要な事柄すべてを表現することが不可能に近いことに起因する

のであろう。

平面図の作成は、主に上端 と下端を図化することによって、遺構の形態的特徴 と各部分の正

確な大きさを把握することを目的とするものである。したがって、上端から下端までの面の状

態や遺構の底面のゆるやかな傾斜等は、平面図に表れないことになる。更に、深さのある遺構



も浅い遺構 も、場合によっては全 く同じ図面に仕上がる可能性 もある。

また、発掘調査の現地を実見する機会が得られなかった第二者に対して、実測図を使って遺

構や層序等の説明をすることは、その第三者が専門的知識を有し実測図を読みとることに熟練

していたとしても、容易なことではない。もし、実測図を読む訓練を受けていない場合には困

難さは更に増し、遺構や遺跡を理解することはほとんど不可能に近い。博物館や資料館で実測

図をパネル化した展示をよく見かけることがあるが、このような意味から、それらのパネルが

一般の見学者たちにとってどれほどの効果をあげているのか疑間である。

さて、このような実測図の不備を補なう記録方法 として、写真撮影による記録化がある。写

真には、撮影者が構図を決定し、基本的なカメラ操作を経た後シャッターをきればよいという

ように扱い方が至って簡便であるという特徴がある。また、撮影前に被写体に対して準備をほ

どこすための作業時間が必要であるが、実際の撮影に要する時間はごくわずかである。そして

フィルムの入れ忘れや紛失、カメラの誤操作や故障等 という初歩的なミスさえなければ、DP

Eの機構に守られているため言己録化に失敗することはほとんどない。ネガやスライドは、コン

パクトであるため収納スペースもあまり必要とせず、保管方法も高温・湿気等について配慮す

べき点があるだけでそれほどの注意を払う必要もない。以上のように写真には、取 り扱いが簡

便で、記録化のための時間もさほど要せず、失敗の危険性 も少なく、保管についてもあまり問

題にはならないという数多 くの利点がある。更に、実測図では表現することが難しい被写体の

微細な状況や、ある視点からの遺構や遺物の相対的な位置関係 も把握でき、記録 としてはかな

り質の高いものである。このような数々の利点 と記録の質の高さこそが、写真をして発掘調査

の中でなくてはならぬ記録方法 として大きな位置を占めさせてきた理由なのである。しかし、

この写真にもやはりいくつかの欠点がみられる。たとえば撮影時の天候・時間 。被写体の乾燥

の度合い等によって色調が大きく左右されるため、同一の被写体を異なった条件下で撮影 した

場合にはまった く別の対象物のようになり、現地での印象との違和感を生じ易い。また、遠近

法に支配されているため、正確な大きさや距離を知ることは不可能であるし、遠近法が適正に

働いていない場合には、逆に被写体のもつ質感や量感を損なってしまうことにもなる。これら

の欠点は、実測図の時にみてきた層序の対比に使用する場合には、大きなマイナス要因となる

であろう。また、撮影者は写真を見る立場側からは第二者にすぎず、写真はその第二者の選択

による限定された視点からのものであるため、多 くの視点からの観察によって全体像をとらえ

たいという要求にはこたえられない。

以上のように、常日頃発掘調査の記録 として残 している実測図や写真には、多 くの不備が

認められる。しかし、現在、全国の発掘件数の大部分を占める記録保存を前提 とした調査に

おいては、その性格から記録の質や方法の問題に対 して最も敏感でなければならないはずな



のであるが、期間や予算に追われ、基本的記録である実測図や写真を残すのに精一杯で、時

にはそれさえ充分になし得ないこともあるのが実情である。このように厳 しい状況下にある

のは事実であるが、先人がこれまで積極的にあるいは無意識的に残 してきた文化財の 1つ と

しての遺跡を次の世代に伝えるべき責務を担った者が、やむを得ず調査 という破壊行為に及

ばざるを得なくなった代償 として残す記録 としては充分 とは言い難いのではないだろうか。

また、ある課題を追及するための自主的な調査においては、調査の目的にそった数多 くの情報

収集がはかられるが、調査時点では問題視されなかった事象が、後に重要な問題点としてとり

あげられ、残された記録中にはその情報が欠落している場合もある。このような問題に対応す

るためには、より質の高いより多 くの情報を収集する努力を続けるか、そうでなければそれら

の事象の存在状況を実物 として何らかの方法で残すか、そのどちらかが必要である。実物をそ

のまま残すことができれば、調査時点には注意されずに見過ごされてきた情報をあらためて抽

出し直すことや、発掘調査における事実を検証することも可能である。

造形保存 という発想は、文化財保護思想を支える文化財の継承者 としての意識 と、これまで

残されてきた実測図・写真を代表とする記録に対する通正な認識、そしてこれらから派生する

“実物を何 らかの方法で残せないか"と いう要求に出発点がある。

森山哲和氏は、造形保存を「ある媒体を通じて、視覚的、触覚的な二次元の空間構成をとり

出すこと」と定義し、その 3要素として「遺跡等における原位置的な状況の捕獲」の必要性、

「搬出・搬入。保管。収納の簡便性」の要求、「恒久処理による長期保存および展示の可能性」の

期待が存在することを明示している。また、造形保存を行使する対象を「留消遺物」と呼び次

のように定義している。

この留消遺物 というものは、当初は視覚的、触覚的に存在 し、やがて消滅していく物、

つまり遺構・堆積断面・土壌等や、各文化層や生活面における未確認現象など、本来動か

すことのできない不動産物をさす。とくに開発に伴う消滅、発掘行為による消戒、さらに

調査遂行上やむなく消滅されるc例えば多重層遺跡や複合遺跡などの上層部の遺跡遺構な

どがそれにあたる。

遺構等については本来ならば遺物をとりあげても、留保 (埋没)さ れるべき存在であろ

うが、そうでない場合が多い。したがって消滅する時点で生ずる状態を “留消"と 呼び、

その存在事実の被対物を “留消遺物"と 定義したい。

更に、森山氏は、今後の造形保存の方向性について「多 くの試行錯誤をくり返しながらも造

形保存の正 しい、まさに能動的な活用をめざしてさらに努力が必要である。」とも述べている。

今回行なわれた一連の象」ぎ取 り転写作業は、この森山氏の造形保存の考え方と方向付けに基

礎をおくものである。



3。 今 回の造形保存 の 目的

すでに先に述べたように、富沢遺跡が遺跡 として認定されたのは、第 1次調査 (仙台市高速

鉄道建設に伴う発掘調査)が行なわれた昭和57年以来である。当時は、昭和48年から開始され

た富沢遺跡のほとんど全域を含む地域を対象とした、富沢長町土地区画整理事業が終了時期を

むかえつつあり、また事業地内には高速鉄道の建設路線 も含まれていたため、交通の利便性等

から遺跡の範囲内においても各種の公共事業や民間による開発行為が数多 く計画され、高速鉄

道の建設をはじめとして、そのいくつかはすでに実行に移されている時期でもあった。すなわ

ち、富沢遺跡は遺跡 として認定された時点から、何 らかの保存措置を講じない限り、急激な開

発によって壊滅するおそれが予想されていたのである。現に今回の調査に至るまでのわずか 3

年の間に、当教育委員会だけでも14件の記録保存を前提 とした発掘調査を実施 している。この

ような状況下においては、早急に富沢遺跡の性格を究明し、その意味を正しく認識 し、そして

その意義を広 く社会に知らしめ保存の方向性を模索していく必要がある。またその努力を続け

る一方で、やむを得ず記録保存を前提とした発掘調査を行わざるを得なくなった箇所からは、

できるだけ多 くの情報を収集しておかなければならない。

以上のような現状認識にたち、より多 くの情報を得る手段の一つとして接状象」離の方法に

よる象」ぎ取 り転写作業を位置づけた。前述のように、沖積平野における層序の対比は実測図

や写真等では困難な場合が多いが、接状象1離の方法を用いることによって層序断面を実物 と

して残すことができれば、各地点間の層序の対比 と理解はより確実なものとなろう。確実な

層序の対比は、各層の分布域 と層相変化の把握 とをもたらす。また標高を表示することは、

各時期の水田跡の高低差を知ることを可能とし、地形と水田跡 との関係の理解のための情報と

もなり得る。そして最終的には、調査成果を地点ごとの時代的変遷の把握だけで完結させず、

遺跡の理解を点から面へと進めるための有効な資料 となり得よう。特に水田遺構のように、調

査面積が小さければ小さいほど、その調査地点だけでは全体像を把握し難いという性格をもつ

遺跡においては、「点から面への理解」はとりわけ要求されることである。すなわち、確実な層

序の対比は富沢遺跡全体の理解のために必要不可欠であり、接状剣離の方法による層序断面の

実物保存は、そのための非常に有効な手段 となり得ると考えられるのである。

また、既調査地点の近接箇所を調査する場合には、層序断面が残されていれば、前回の調査

成果に基ずいた調査方法を採用することができ、これまでの成果をより有効に活用することが

可能となろう。その一方では、調査を遂行する上でも調査期間の短縮化等に効果を発揮する事

であろう。

更に、これらの留消遺物は展示の可能性 も有しているので、遺跡の理解のための展示にも活

用でき、ひいては富沢遺跡のための基礎的理解を形成することへとつながるものと期待される。



以上のような見通しをもち、これを目的として造形保存の処置を実施することは、森山氏の

いう「能動的な活用J法の 1例 として位置づけられ得るものと考えられる。

4.剥 ぎ取 り転 写の方法

前節で述べたように、接状剣離の方法によって得られる留消遺物は富沢遺跡を理解するため

の重要な情報 として位置づけられている。したがってこの情報収集作業は継続的でなければな

らず、そのためには第一に作業の定着性が要求される。その要求に応えるには、長期的に見れ

ば定着度が低いと思われる特殊構造等 (た とえば特別ヲ

`え

の方法など)を採用することはでき

るだけ避けるべきである。以上のような理由から、最も入手し易 く大きさも一定の市販の規格

であることを条件 として、ベニヤ板 1枚大 (90cm× 180cm)を 基本単位 として作業を進めるこ

ととした。ここでは、写真図版を用いながら層序断面の接状象」離の作業工程を述べ、作業を進

める上で注意を要する点等についてもあわせて述べることとする。なお、ベニヤ板 1枚大の面

積の象」ぎ取 り転写作業を行なう際に必要な樹脂、器材等については、第 4表に示した。

(1)対象範囲の平滑化

作業を施す壁面を決定し、鎌等を用いて転写対象範囲をできるだけ平滑にする。壁面は、ほ

とんどの場合、放置されるとクラックを生じてしまうが、クラックの存在は樹脂の入 りこみを

生じ、象Jぎ取った際に転写面にヒレ状の盛 り上がりとなって現れることになる。また、窪みは

転写面では逆に突出部 となって現れるので、クラックや部分的な窪みはできる限り作らないよ

うに注意する必要がある。壁面に遺物や礫等が現れた場合には、可能ならば抜き取らずに一緒

に捕獲 した方がよい。

磁)界線の線引き

本来ならば、壁面にはどのような細工をも施さない方が望ましい。たとえば、層 と層との界

線を引 くことは層序の理解に対して先入観をさしはさむことにもなるし、またあまり強 く引き

すぎた場合にはクラックと同様にヒレ状の盛 り上がりとなって現れるからである。しかし、界

線はそれぞれの調査地点において各層をいかに理解し、その理解に基づいてどのように調査を

すすめてきたかを示すものでもある。また層序の対比には、各調査地点毎の理解が示されてい

た方がより検討の材料 とし易いので、あえて線引きを行なった。線引きはそれほど目立たない

よう竹串の尖端を使用し、浅 く細い線にした。

(31 標高表示の準備

竹串を2 cm程の長さに切 り、標高を合わせ転写対象面の両端になる箇所に半分程埋めこみ、

標高の表示とする。この竹串を一緒に象」ぎ取ることによって転写面に標高を入れたことになる。

徽)水分をあまり含まない部分への水の吹付け (写真 8)

富沢遺跡の土壌は泥炭質粘土が大部分を占め、常時湿った状態にあるのが普通である。した



第 4表 使用樹脂 。器材一覧表 (900m× 180cm大 )

作 業 工 程 使 用 樹 器 材

① 対象範囲の平滑化 鎌

界線の線引 き 竹 串

標高表示の準備 竹串 (2cm程 に切ったもの)2、 レベル、コンベ ックス

④ 水の吹付け 霧吹 き ]

⑤ 塗膜の形成 サンプレンWE106 100g、 アセ ドン 300g
需墾貫赤ュ管君独〒甲ツl崇▼望チレウ撃装撹拌樺、

⑥ 塗模の強化
i)第 1回目塗布

�)布による裏打ち

�)第 2回 目塗布 '5形

多斗∴F卓:静‰0「
ンタロン400g

'テ

形舞ポ絲::7亀 I縫
シンタロン400g

紡隆,ヵ探F親斜み々
ヽ
式と卑櫻熟

ガーゼ (30cm× 8m)、 竹串(20～30本 )、 カッター (大 )

ハサ ミ、ポ リエチ レン手袋

防畠;矛贅F者覆察ラi車げ上写サ傍半袋
⑦ 不必要部分の除去 カッター (大 )、 油性マジック、錘、半貫板 (2m)]

剣ぎ取 り作業 移植ベ ラ

未反応土壌の除去 移植ベ ラ、ホース

U /ヾ ネル化
%好雰4～名予詭平濯斌デ

マヽイクロバルーン適量 ベ ニ ヤ仮 (90cm x 180cm× 9mm)1、 角材 (3cn x 3● I「 X180cm)4
釘 、攪 拌容 器 (パ ケ ノ等 )、 攪 拌 俸 、 ヘ ラ (板切 れ )、 上 の
う15、 金 メテ 、防羹 メガ ネ、有機 マ ス ク、 ポ リエテ レン
子袋

① 後処理 サンコールSK50 200g
サンコールシンナー lk真 誘逢真赤沫管暑換τメツ、崇テ壁ユレ0寧装撹

拌棒、
OD 標高の標示 水糸、 1寸釘 2、 金ヅテ、油性マジック

がって親水性に富む合成樹脂が効果的であるが、時おり介在する砂層や上部の粘土質シル ト層

等は乾燥し易 く、平滑作業等の準備の間にさえも乾燥する場合があるので、湿った部分 と同一

の条件にするため霧吹きで水を吹付ける。

15)塗膜の形成 (写真 9)

親水性のある合成樹脂サンプレンWE106を アセ トンで 1:3の割合で稀釈し、霧吹きで吹

付ける。この時、サンプレンWEが眼に入ったりしないように防塵メガネを着用し、アセ トン

には吸入すると中毒をおこすおそれがあるので有機マスクを着用する必要がある。またポリエ

チレン手袋も着用する。どのような作業においても作業従事者の安全をはかることが必要であ

る。また、それほど長い時間を要さない作業とはいえ、有機マスクを着用せずにアセ トン臭の

中で持続的に作業を行なうことは容易ではなく、細部に気を配ることができずに吹付けにムラ

が生じることも多い。やはりこのような作業においては、対象とじっくり取 り組めるだけの時

間が必要である。ハケで塗布することも可能であるが、作業の能率性 とムラの生じにくさ等か

ら霧吹きの方がより効果的である。

16)塗膜の強化 (写真10、 11、 12)

サンプレンWEだ けでは引張 り強度にすぐれず、乾燥後の収縮率も大きいため、トマックを

主体 とした合成樹脂を塗 り重ねて強度を増す必要がある。

① トマックNR-51に シンタロン、アラルダイ トHY837を 5:1:1の 割合で混合し、よく

攪拌した後、サンプレンWEに よる塗膜面の上にハケで塗 り重ねる (第 1回 目の塗布)。 計算

の手間を省 くため、 トマック 1缶 (2 kg)に対して、シンタロン、アラルダイ トHY837の

必要量を混合した トマック硬化剤もある。

② 強度をさらに増すため、第 1回 目のトマックの混合樹脂の上に寒冷紗もしくはガーゼを貼



り付ける。貼 り付け作業は、樹脂の硬化があまり進んでいない生乾きの状態の時がよい。硬

化が進みすぎていると樹脂にうまく貼 り付かず、第 2回 目の樹脂の塗布の際に第 1回目の樹

脂 と布 との間に気泡を生じ、その部分の強度が失われ象」ぎ取る際に部分的に破れてしまうこ

とがある。貼 り付ける布はあらかじめ棒に巻きつけておくと便利である。

③ 布の貼 り付けの終了後、もう一度 トマックを主体とした合成樹脂を塗 り重ね、サンドイッ

チ状にする。使用量は第 1回目の時 と同量である。その後 しばらく放置し、硬化を待つ。

げ)不必要部分の除去

塗膜が充分に硬化 したら、上下左右の不必要部分をカッターで切 り除去する。特に左右の不

必要部分を除去する時は、垂直に除去できるように錘を用いてあらかじめ トリミング線をマ

ジックでマーキングしておく。この時、標高に合わせた竹串の位置がすぐにわかるように印を

つけておけば、後に竹串が抜けたとしても容易に探すことができる。

俗)剣 ぎ取 り作業 (写真13)

象Jぎ取 り作業は、 2～ 3人で一気に力まかせに象」ぎ取るだけでよいが、断面上部の乾燥して

堅 くなっている部分や遺物・礫等が含まれている箇所は、移植ベラ等で助けおこしてやると脱

落も少なくなる。また、塗膜の形成前に埋め込んだ竹串が脱落しないように注意する。

19)未反応土壌の除去

転写面には、実際には反応 していない土壌が土塊となって付着している場合が多いので、転

写面に傷をつけないように注意しながら移植ベラ等で上をほぐすようにして崩し、放水によっ

て除去する。この作業を何度か繰 り返し、反応していない土壌を完全に除去する。

(10)パ ネル化

トマックを主体 とした合成樹脂は、放置しておくと時間を経るに従って硬化が徐々に進み、

特に気温の低い時期には柔軟性がほとんど失われてしまう。そして時には、わずかな衝撃でさ

えも破損する場合もあるので、パネル化しておいた方が望ましい。また、展示などで使用する

際には、パネル化してあれば展示のための特別な準備も必要とせず、展示計画の時点で必要な

スペースをよむこともできるので合理的である。パネル化のための接着剤はアラルダイ ト

GY1252を使用し、アラルダイ トHY837を硬化剤として 5:2の割合で混合する。増量剤とし

てマイクロバルーンを使用する。作業順序は、まずアグルダイ トGY1252に ペース ト状になる

くらいの量のマイクロバルーンを加え、よく攪拌し、次にアグルダイ トHY887を混合する。混

合の終了後、角材 (太 さ 3 cm× 3 cmを使用)と ベニヤ合板 (90cln× 180cm× 9 mmを 使

用)で作製したパネルの上に、ヘラもしくは薄い板切れを使って手早 く引きのばす。パネル全

面への塗布の終了後、転写資料の側縁とパネル側縁とが一致するようにして転写資料をおき、

端がめくれないように注意しながら上のう、板材等で均筆に荷重をかけ、しばらく放置する。



余分な接着剤やはみ出た接着剤はヘラ等で除去しておく。

10 後処理

転写された土壌は、ごく薄い層状をなしているためすぐに乾燥しやすい。乾燥すると全体的

に白っぱくなり色調の濃淡が失われ、層位の区別が明瞭にはつきにくくなる。これは層序の対

比の妨げともなるし、展示を考慮すれば現地での色調を保持することが必要となる。また、土

壌によっては表面で遊離する土壌粒子もあるので、土壌粒子を固定することも必要である。後

処理にはサンコール SK50を使用し、稀釈剤としてサンコールシンナーを用いた。サンコール

SK50、 1に対 してサンコールシンナー 5の割合で稀釈し、4～ 5回 に分けて霧吹きで吹付けを

行なった。これよりも濃度が低い場合にはあまり効率的ではなく、高い濃度の場合はムラを生

じやすいのでこの程度の濃度が最も適当であろう。当然のことであるが、この作業を行なう際

にも防塵メガネ、有機マスク等を着用する。

OD標高の表示

以上の工程を終えた後、最後に標高の表示を行なう。標高は、現地で断面図を作成する時と

同じ要領で水糸を張ることによって表示する。(3)の工程で埋め込んだ竹串を引き抜き、かわり

に 1寸釘を打ち込み、釘に水糸を張る。とりあえずパネルの側面にはマジックで標高値を書き

入れておく。

5.留消遺物台帳の作成
(注 8)

さて、以上の作業工程を経て得られた留消遺物には、森山氏の指摘のように “遺物"と 呼称

した限りにおいて、他の一般の土器、石器、木器等の遺物 と同様に採取地点を正確に記録して

おかなければならない。特に留消遺物には原位置再生の約束がなされていなければならないの

でなおさらである。このような配慮の欠けた留消遺物は、出土地点や出土層位の不明な採集遺

物 と同様の位置付けしか与えられない。

これらの留消遺物については、遺物を取 り上げる際に遺物台帳を作成するように、台帳を作

成することとした。留消遺物カードの作成にあたっては森山 (1981)を参考とし、それぞれの

留消遺物について必要事項を記入して台帳とした。また、このカードをコピーし、パネル裏面

に貼り付けることによって、一般の遺物に対して行なうネーミングに替わるものとする。いわ

ば留消遺物について身元証明を付したことになる。第34図 は今回作成した留消遺物カー ドであ

り、第33図 は第15次調査V区における記載例である。

6。  おオ)り に

今回、富沢遺跡内において接状剣離の方法による造形保存を行なった。今回の造形保存

は、富沢遺跡全体の理解のために活用することを主目的とした、能動的な役割をめざした保

存である。今後、この作業を継続していくことによって富沢遺跡の理解の深化がはかられる



名  称 第IS涎 (長L竹勇焦ジ了Zぞ本断うを示(1輩 (チ♂ ′ 署 消 遺 物 番 号 B― θθ6

遺 跡 名 之 平 哲 蘇 説 明 図 (々 /J。 ) 調 査 地 点 位 置 図 (I易 っっο)

務 在 地 メ山笞 帝挺町―T月 七 大

―ヤと
一子孝中くo
ド`子背瑠竜D

ミ善要寄|ゞ

=林 生蒔イく
(十 三塚交類)

~協
巽癬)

p・ む電,識

醜
蔭

自 度 羅 憑 ,〔籠 3ごlg′ 2θ
″
 衆経′ィずj2′ 52 滝 脚

標  高 来 余 レベ ,レ 9V=00 Ⅷ Ⅷ

羽
大 き さ 落Υ ′PDん初 x 弁毒 ?19£砲

重  量

時  期 称 生帝代 ～ 刻 く

下浮

靱
依 頼 者 紳分 な八備 )5活 ,傑 )

撒逝参 考 資 料 メ11浴 市朝 rヮ 謂 合露 生撃多Υ tt r,9ρク〕

粟 取 年 月 E
『

ξθ9′2全挿 ∂ξο閉 狛ご互柔リ

鰍採 取 者 及
'11(節

口 )

採 取 方 法
痛コぐFの 乗烈(アツプレツ)で 公資を彰成ゥトマッワNRづ

'と

主イ本としR樹脂 ゃに
よ,ヱ ウライろし全肢と訟イと、。そω後烈どユサイ乍棄。

採 取 地 点 位 箇 図 (1/j。。)

使 用 薬 剤 稔務紫 誰r甥 崩 ち ,レ身 帥 研
柘姦 亀 t密 椰 τ lE手 ト れ

=≧

静J__粋   1 
泥

取 り 扱 い

注 意 事 項

A

死
生ｒ

Ｔ工〓
！

＼ミ
＼

保   管

と 意 事 項

次のあすりげげらない場浙ミ盃0ツ蒸,こ at、 ょぅIミニマ形卜,マ イス竹するこそ

調 査 概 要
弥生時代桝形賦 対及が十二承式々 の水Cl亦 ち,女F状のふ田必各/励

子で躯 の水口然3の ヤせの水Fv前く/れが食ムlfiて tお 。 窪農.基

鸞 イキIキイlliギ :

そ の 他
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ことになろう。しかし作業を4迷続していくにあたっていくつかの課題 も残されている。たと

えば、パネル化による収納場所の問題や作業に要する経費と時間の軽減、立体的捕獲のための

接状象」離以外の簡便な方法の導入、そしてそれらの組み合わせによる三次元空間の構成等があ

げられる。

富沢遺跡の調査は昭和61年度中に29次 を数えるに至っている。また62年度にもすでに数件の

調査が予定されており、これらの調査はすべて開発行為に伴う、記録保存を前提とした調査で

ある。今後は、先にあげたいくつかの問題の解決方法を模索しながらも、その一方でこのよう

な状況下にあることを直視し、富沢遺跡の保存 と理解のために更に努力を続けていかなければ

ならない。

なお、当教育委員会では昭和61年度に仙台市台ノ原に所在する五本松窯跡において、平安時

代の窯跡 1基の切 り取 り保存を行っている。この作業もまた、今回富沢遺跡で行った造形保存

の理念と軌を―にするものである。今後、仙台市においては、このような種々の方法によって

遺跡における二次元の空間構成を実物 として保存する努力がなされていくことであろう。

謝辞

本稿を草するにあたり多 くの方々より御教示、御助言をいただいた。記して感謝の意を表し

たい。
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川昌和、入江文敏、上野 晃、高麗 正、岡村道雄、肥塚隆保、会 田容弘

特 に、森 山哲和氏 には、東久留米市下里本邑遺跡 をはじめ とす る数々の遺跡 における造形保

存 の展開例 を現地で実見 させていただいたほか、福井県大飯町浜輛遺跡 においては接状象」離 と

離状劉離の作業 も実見 させていただ き、その際 に多 くの御教示 を得た。
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注 1)仙台市教育委員会 1983『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 H』 (イ山台市文化財調査報告書第56

集)仙台市教育委員会 1984『富沢水田遺跡 第一冊 病院建設に伴う泉崎前地区の調査報告

書』 (イ山台市文化財調査報告書第67集)仙台市教育委員会 1984『仙台市高速鉄道関係遺跡調査

概報Ⅲ』 (イ山台市文化財調査報告書第69集)斎野裕彦・及川 格 1986「 <速報 2>仙台市富沢水

田遺跡の調査J(『考古学ジャーナル』No 260 pp 23～25)他

注 2)吉岡恭平 1986「Ⅳ.富沢水田遺跡 (C-301)鳥居原地区」『イ山台市高速鉄道関係遺跡調査概報V』

(仙台市文化財調査報告書第89集 )pp 17～33

注 3)渡辺 誠 1986「 〔1〕 富沢水田遺跡」Fイ山台平野の遺跡群V』 (イ山台市文化財調査報告書第87集 )

pp 5-ヤ 13

注 4)渡辺 誠 1986「富沢水田遺跡 泉崎浦地区」『年報 7』 (イ山台市文化財調査報告書第94集 )pp 24

-26

注 5)森山 (1982)p308 ′′6～ 9

注6)森山 (1982)p308 ′′■～18

注 7)森山 (1982)p_313 ″ 16～ 17

注 8)森山 (1982)p308 A31～ p309 ′.6
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第 7章 検出された遺構と遺物

第 1節 遺構の種別 と遺物の分類

1.遺構 の種別

仙台市教育委員会では各種の遺構について SAか らSSま でとSXの略号により表示 してお

り、富沢遺跡第15次調査において使用される略号は以下の通 りである。

SB:建物跡   SD:濤  跡   SE:井 戸跡   SK:土  壊   SP:ピ ット

SR:河川跡   SX:そ の他

2.水 田跡 について

水田跡は立地・地形・水田域・水田土壌・用水・水田形態などによる水田の構造の把握によっ

て一遺構 として認識される。中でも水田形態は種々の構成要素により成立している。構成要素

には畦畔・畦畔により区画された水田・杭列・杭・水路・堰・水口などの他、水田面 と地形 と

の関連性がある。これまでの富沢遺跡の調査では、水田の形態の判明したものは数少なく、水

田跡の検出は主に畦畔及び畦畔により区画された水田の検出によりなされている。

這構として水田跡を認識する示標は畦畔の検出と考えられるが、富沢遺跡では畦畔の他に畦

畔ではない畦畔状の高まリ ー 擬似畦畔 ― も認められる。水田跡の調査においては、この両

者の判断を行うことが不可欠とされる。特に擬似畦畔は水田跡の検出された層位の上位あるい

は下位において、畦畔の直上あるいは直下で確認される場合が多 く、第35図 はその模式図であ

る。この模式図ではCl層が水田土壌であり、Cl層上面において水田耕作が行なわれており他層

は自然堆積層である。また Cl層はC層最上部が水田土壌化された層であり、C2層 は水田土壌

化されなかった C層である。この場合 B層上面の高まりを擬似畦畔 A、 C2層上面の高 まりを擬

似畦畔 Bと する。

擬似畦畔A:Cl層水田の畦畔直上に認められる自然堆積層 B層上面の畦畔上の高 まりをい

う。これは B層が Cl層上面の起伏の影響を受けて堆積した結果形成されたものである。

擬似畦畔 B ICl層水田の畦畔直下に認められる C2層上面の畦畔上の高まりをいう。これは Cl

層水田の耕作の影響をさほど受けない畦畔直下において C2層上面が畦畔状に残存 したもので

ある。この擬似畦畔 Bについては、Cl層上面において畦畔が検出されなくともC2層上面での

_    C層

一
=====C2層 _

―

Cz層
====  =====c2層

~

水田上壊 Cl層 の形成     自然堆積層 B層 によりCI層 水日の埋没  自然堆積層A層 による

C2層 上面の擬似畦畔 Bの形成 B層 上面の擬似畦畔Aの形成       B層 の埋没

第35図 畦畔・擬似畦畔模式図

自然堆積層C層 の形成



擬似畦畔 Bの検出によりCl層水田の存在が想定される。

尚、擬似畦畔A・ 擬似畦畔Bは全ての畦畔に関して認められるものではない。

3.遺物 の分類

仙台市では各種の遺物について Aか らSま でとXの略号により表示しており、富沢遺跡第

15次調査において使用される略号は以下の通 りである。

A

E

L

T

縄文土器   B:弥 生土器   C:土 師器 ()Fロ クロ)  D:土 師器 (ロ クロ)

須恵器   G:平 瓦   I:陶 器   J:磁 器   K:石 器 。石製品

木器   M:木 簡   N:金 属製品   Oi自 然遺物   P:土 製品

赤焼土器   X:そ の他の遺物

4.出上遺物

富沢遺跡第15次調査においてH～Ⅶ区における遺物出土状況は以下の通 りである。

第 5表 Ⅲ区基本層位出土遺物数量表

区基

D―す不 D一甕 E― , E一蓄 | DET I」 骨 鉄製品 古銭 本製品0 0 ① ⑥ の ∩ Q の ∩ ∩ ③

1層 l 1 3 l 1 2 1 2 1 1 1 1

2a層 l 3 3 8 3 と 8 3 5 1 1 2 2 20 1 1

3b層 2 5 1 1 ユ 3

第 6表 Ⅲ区遺構出土遺物数量表

SRユ
1 層 D訴体部 2D郎 底部 l D警復元 (体部～底部)lD密 体部 2E罫 口綴都 l E係伝喜Fl 12 打1籐 1

7層下 か ?:E甕 口縁 部 l E甕 体 部 ユ

SEl 2 層  :11

SKl
1 層 D獲体 部 l E警 体 部 1

2 層  :Dナ 系体 部 l D琴 底 細

6 層  :Dナ 不体 部 l D甕 体 部 2 Eよ 不口縁 部 1

SK3 万遵巨 [琶] :夏第とユ

SK5 1 層 D杯体部 1 皆片 よ

SK6 1 層  :D覆 体 部 1

SD5 1 層  :D甕 体 部 1

第 7表 Ⅲ区墓城群出土遺物数量表

古   銭 土器 陶器 金属製品 木 製 品 そ   の  他

1号 墓 寛永通宝 & 不明鉄製品 1 ツチンボ ] ガラス鏡 1、 歯 1、 骨片

2号 墓 人消しヽ 1 司中、礫 1

3号 墓 克永通宝 , 陶器続 1(掘 り方) 鯉 1 骨片、■師鞠破片 1、 礫 1

4号 墓 寛永通宝 ] 陶器破片 1 不明鉄製品 ] 歯 1、 脅片、樹木片ユ

旬 中

8号 墓 寛永通宝21 礫 1

9号 墓 寛永通宝H、 仙台通宝 3 陶詢陶キ1、 磁器破片〕 警 1 吸日 1 提灯の底板 1、 羅宇 1 骨片、土師器破片 2

10号 墓 寛永通宝 3 陶器碗 1 不明鉄製品 〕 致珠玉 1、 不明木製品 1 倒中

H 号 墓 覚永通宝 6 数珠こ 1 歯 2、 骨片

7号基A41の上拡 雁首 1、 針状の鉄製品 1

塾広関係遺物 寛永通宝 2 火消壷、蓋ユ壺 1

第 3表 Ⅳ区基本層位 (1～ 6層 ) 出土遺物

C―
'不

C―獲 D―
'不

D一獲 E一〕不 T一 !不

DET I J K 金属製品 礫 自然遺物
④ ⑤ ④ ⑥ ④ ⑤ ⑥ ④ ⑤ ⑥ ④ ⑤ ⑥ ⑥ ④ 0 Ω

1  層 l 1 1 1 1 1 2 2

2  層 1 I 5 1 2 2 I 1 1 5

3a・ 3b層 5 1 11 2 1 5 5 6 4 8

4b層 1 11 8 2 2 14 4 1 2 1 1 3 2 2

5a層 3 6 1 7 2 3 3 l

6  層 2 8 ! 3 1 6



第 9表 Ⅳ区基本層位 (7b～ 32a層 )出土遺物数量表

7 b lFB C ttl C'不 2 鉄鎌 1

7c層 B甕 ?2 B体 部 2 Kl
8 層 Br本 ユ

“

12 K2
10a層 B体コ;1

ll a層 B壺 l K4
12 層 K6

32a層 Kl

第10表 Ⅳ区遺構出土遺物数量表

SRl 埋 土 中 :D警 体 部 l 礫 3

SK3 埋 土 中 :礫 5

SK5 埋 土 中 :礫 59 古銭 1 木椀 ユ

SK6 埋 土 中 :D〕 不底 部 1礫 13

S Kll 埋 土 中 :礫 ユ

S K12 埋 土 中 :E〕不口縁部 1

SD4 埋 土 中 iC'不 口縁書bl C'不体部 6 C獲 体部 4 礫 8

SD5 埋 土 中 :D警 体 部 1 礫 4

S D12 埋 土 中 :DJ不 口縁部 l Eす 不体部 l 13

S D13
堆 積 土 :D甕口縁部 1 木片 l 13
2 層 :Dナ 不口縁 音Бl E'不 口縁 部 l  T,不体 常Бユ

6層埋土 iC)不体部 1

S D14 埋 土 中 :Dナ不体部 l Eよ 不口縁部 l EJ不底部 l 13 礫25 自然遺物 l

S D15 埋 土 中 :D密口縁部 1 礫 8

S D16 埋  1 層 :DJ不 口縁 常bl  D警 体 喜Ь2

S D20 埋 土 中 :Iユ

S D23
4 層 :Dナ 不体部 l Eチ 不口縁部 1 礫 19

埋 土 中 :DETl

S D26

埋 土 中 :Dナ不口縁部 l D甕底部 l E甕体部 ] 124  ,整 102

壁 面 :D〕不口縁部 l Dチ 不体部 2 礫 3

3 層 :D甕体部 l D甕底部 l DET2 礫 2

4 層 :Dナ不口縁部 3 Dナ 不体部 3 Dナ不底部 2 DETl 石臼 1 穆驚88

5 層 :礫 4

6 層 :礫 11

11 層 :杭 1

S D27
埋 土 中 :D甕体部 2 E甕体部 1 11 礫 7 骨 1 自然遺物 8

壁  面 :礫 2

第 11表 V区基本層位 (1～ 6層 )出土遺物数量表 3奮履量綴龍爺繋駿停5屡昴霰拝6響9復
元体部～底部

D-1不 D―高付+ D―甕 E― ,不 E一警 T-1不
DET IJ 礫 鉄製品

の ⑤ ⑥ ⑥ ④ ④ ⑤ ⑥ ④ ⑥ ④ ⑥ ④ ⑥

1 層 1 1 8 1

2 層 4 4 3 〕 1 5 2 1 14 1 8 3

3b層 1 2 1 2 1

4b層 5 l 4 4 9 3 1 2 4 3 1

5a層 2 l 1 2 3 1 4

6 層 ] l 2 ]

第12表 V区基本層位 (7a～ 1la層)出土遺物数量表

7a層 C'不 復元口縁部～底部 l Cttor甕 復元体部～底部 l C甕 口縁部 l C密体部 1

7b層 B壷 2

8 層 Bl K2
9a層 B重 2 K2
1l a層 B ttl B体部 2 Kユ



第 2節 Ⅱ区の調査

1.調査概要

H区 は、前年度に実施した道路北側試掘調査の結果に基づき、盛 り上直下、現代以前とみら

れる水田土壌の存在する地点から西側に調査区を設定 した。

調査区の中央部は広南病院跡地にあたり、コンクリー トの基礎による攪乱が点在したために、

工事用道路の確保 と合わせ、南北10m、 東西45mの方形の トレンチとした。

さらに、調査区中央西寄りには当時も機能 しているとみられた下水管が確認されたために、

5m程度離して約100m2の トレンチを設定した。

東側 (HA区 )、 西側 (HB区 )に分けて調査を開始したが、6a層上面で中世に属すると考

えられる水田を検出し、畦畔が調査区外の南北に延びていくことが確認できたため、HA区 、

HB区 を結合して拡張し、約1,000m2の トレンチとし調査を続けた。

2.22層 の調査

①22層の分布・土性 :層分布は調査区全面に広がるオリーブ褐色の粗砂層である。

②22層上面の標高・地形 :標高はC-37グ リッドで 8m、 D-38グ リッド付近で7.5mま で低 く

なり、39ラ インで 8m、 41ラ インで8.7m、 42ラ インで 9mと段差をもちながら東に徐々に高 く

なっていく。

窪 ぷ
石

餅

③検出遺構 と出土遺物 :遺構の検出はみられなかったが、

D-37グ リッド、標高7.7mの 22層上面、21層下層で木簡 と

中世陶器 1点を出土した。またD-37グ リッド、調査区南

辺、標高7.7mの 22層上面でも加工痕のある木簡 1点が出

上した。

第53図 1(写真358-7):長方形の針葉樹柾目材で、上

端は山形に整形されているが、下端は欠損しており原型は

不明である。残存長12.9cm、 幅1.9cm、 厚さ0.3cmを測る。

表裏両面共に風化が著しく、木目が浮き出ている。墨痕は、

片面に 5文字分確認できるが、他面には確認できない。上

から5文字目の部分で欠損しており、墨痕は上部にいくに

つれて次第に薄 くなる。判読は、墨が本目に沿ってにじん

でいるため困難である。また、検出地点の排上の中から発

見された板材は、上端が欠損して接合はできないものの こ

の木簡の下端部分 とみられる。

′み 簡

か中世陶器

Кこさ石
Cラ インより南に 3m

β8ラ インより西に5m

第36図  Ⅱ区22層上面遺物

出土状況



第53図 2(写真358-8):力日正痕のある木簡で、上端は欠損しているが残存長14.6cm、 幅2.2

cm、 厚さ0.5cmを測る。針葉樹柾目材で下端は尖っている。墨痕は確認できない。

第53図 3(写真357-2):産地は東北 と考えられる。器形は甕であるc製作年代は鎌倉後半

～南北朝期であろうc

3.21層 の調査

(1)調査概要

①21層 の分布・土性 :層分布は調査区の西側、38ラ イン以西に広がり、層厚は5～30cm程であ

る。オリーブ黒色粘土質シル トで、凝灰岩粒や炭化物を含む。

②21層上面の標高・地形 :標高はC-37グ リッドで8.2m、 C-38グ リッドで7.8m、 D-37グ

リッドで7,7m、 西側から東側、かつゴヒ側から南根」にイ頃斜する。

③検出遺構 と出上遺物 :調査区西端で土坑 1基、性格不明遺構 1基を検出し、土師器、須恵器、

中世陶器、砥石、古銭、鉄製品、馬骨が出土 している。

12)SK4:D-37グ リッドに位置する。凝灰岩粒を多 く含む21層上面、SD-1の 下層、標

高7.3～ 7.5mで検出された。形態は、上端平面形はやや崩れた長円形で、長軸4.7m、 短軸2.6

mを測る。断面形は舟底形を呈し、壁面は緩やかに立ちあがる。深さは35～ 50cm、 堆積土は 8

第37図  Ⅱ区21層上面検出遺構平面図

層に分けられ、上層には火山灰を含み、下

層は植物遺体、ブロック状の粗砂を含み、

自然堆積により埋 まった もの と考 えられ

る。堆積± 1層から土師器破片 1点、 6層

から馬骨とみられる骨片が出上している。

(3)SX4:B～ C-37～38グ リッドに位

置する。調査区北西角、標高8.1～8.3mで

プランの一部を検出した。東西4.5m以上、

南北3.3m以上で、調査区内では半円形を

呈し、北側に緩やかに落ち込む。検出面の

表面は上層の17層に乱されている。断面形

は逆台形を呈し、深さは東側で深 く30cm、

西側で10cm程である。堆積土は灰色 シル

トで植物遺体を含み、土師器、須恵器、中

世陶器、砥石、鉄製品を各 1点ずつ出上し

ている。プラン南側の底面、ないし外側、_

基本層位21層上面に木片が分布する状況がみられた。これらには加工痕は観測されず、かつ施
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第39図 Ⅱ区21層 SX4平面図

である。オリーブ黒色系の粘土ないし粘土質シル トである。

②16～20層上面の標高・地形 :標高はC～ D-37グ リッドで8.2～ 8.4m、 C-38グ リッドで8.1

m、 西側から東側に傾斜する。

③検出遺構と出土遺物 :調査区西端で濤跡を1条検出し、堆積土から土師器が出上している。

12)S D16i C～ D-37グ リッドに位置する。調査区内で長さ12.5mを検出し、方向は真北に

対して N-5° 一Eである。上端幅は1.8～ 2.5m、 下端幅は1.2～ 1.7mを測る。深さは20～ 35cm、

断面形は緩やかに立ち上がる舟底形を呈し、堆積土は砂質シルトで、火山灰を含み、底面には

細砂が堆積しており、土師器片を出上している。

5。 13a層の調査

(1)調査概要

①13a層の分布・土性 :調査区の西端C-37グ リッドからD-40グ リッドにかけて分布するが、

西恨1で は一部を8a層水田、東側で S D12濤跡に切られている。層厚はほば20cmを測り、灰色

を呈する粘土質シルトである。

②13a層の標高・地形 :13a層上面の標高は、最も高いところで9.Om(D-39～ 40グ リッド)、

最も低いところで8.4m(D-37グ リッド)で、地形は東方へ高くなっており、40ラ イン付近で

段差がみられる。調査区内では北側が高く、かつ中央部が低い。

③検出遺構と出上遺物 :水田跡と濤跡を検出している。遺物としては、土師器、須恵器の細片

と木片を出上している。

(21 13a層水田跡 (第41図 )

①検出状況 :水田跡が検出できたのは39ラ インとS D12濤跡の間の部分である。水田面 2枚

を確認したが、一区画の大きさを知り得るものはない。
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②水田の構成 :ほ ぼ南北方向に走る 1号畦

畔、わずかではあるが南北方向の2a号畦

畔、孤を描いて2a号畦畔に接続する2号畦畔

の 3本の畦畔が検出された。上層の遺構に

切 られ、水田域の範囲、水田 1枚の面積は

不明である。水路は検出できなかったが、

水田面には足跡が全面に検出された。

i)1号畦畔 :C-39グ リッドからD-38

グリッドヘ延びる畦畔で、方向はほぼ N―

11° 一Eである。検出長は15mであるが、さ

らに調査 区外南北 に延びるもの と思われ

る。上端幅は10～ 130cm、 下端幅は50～210

cmであるが、西側が上面からの攪乱に切

られてお り、残存数値は不確かである。東

側水田面 との比高差は南側で 4～ 19cm、 北

側で10～ 16cm、 水田面の標高は8,3～82m

とほぼ水平である。

�)2号畦畔 :C-39グ リッドからD-40

グ リッドの N-24° 一Eの 2a号畦畔へ と、

N-26° 一Wか らE-20° 一Sへ と孤 を描 く

畦畔で、水田域を不整形に区画する。上端

幅は20～ 70cm、 下端幅は90～ 180cmで、2

a号畦畔 との接合部付近で一個所大 きく畦

畔の幅が膨 らみ、上端幅で100cm、 下端幅で

180cm程 になる。水田面 との比高差は北側

で 3～ 15cm、 南側で 6～23cmで ある。標高

9.4～ 9.3m前後 とほぼ平坦である。

③出土遺物 :土師器、須恵器の細片 と 1号

り東に 5m

2m

第40図  Ⅱ区16～20層 S D161¬
可¬~― _4

平面図・セクション図

畦畔の下層で規則的に並ぶ加工痕のない木片を出土 しただけである。

13)S D12:C～ D-41グ リッドに位置する。調査区内で長さ約23m分を検出し、方向は真北

に対して N-21° 一Eである。上端幅は6.1～ 7.5m、 下端幅は40～62mを測る。深さは20～ 30

cm、 断面形は緩やかに立ち上がる舟底形を呈し、堆積土は砂質シル トで、植物遺体を縞状に互
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第43図 Ⅱ区13a層水田跡 3号畦畔下層木片群出土状況

層に含む。出土遺物はない。

6.8b層 の調査

(1)調査概要

①8b層の分布。上性 :40・ 41ラ インより西側地域に層の分布が認められ、層厚は15～20cmを計

る。黄灰色系の粘土質シル ト層である。

②8b層 上 面 の標 高・地 形 iC・ D-40グ リッドで8.72～8.75m、 C・ D-39グ リッドで

8.65～8.67m、 C・ D-37グ リッドで8.37～8.47mを計る。地形は全体 として北から南へ緩や

かに傾斜をみるが、東西方向に関しては東から西へつよい傾斜がみられる。尚、40・ 41ラ イン

嘲

＼



8,90m__引
SP④

東側にはほぼ同じレベルで13a。 22・ 23層が分布 しており、同一面を形成 していたと考えられる。

③検出遺構 と出土遺物 :40。 41ラ イン西側域で水田跡を、東側域で濤及び土坑を検出している。

遺物 として土師器・須恵器・木片が出土している。

(2)8b層 水田跡 (第42図 )

①検出状況 :畦畔 9条 (畦畔 1～ 9)と 畦畔で区画された水田面10枚 (水田 1～ 10)を確認 し

ている。37・ 38ラ インに上層から掘りこまれた S D18濤跡が残存しており同面の状況が不明で

あるが、畦畔 3の北側に水口 (水路から取 り入れ口と考えられる)が一条確認されており水路

となる遺構が存在していたと考えられる。38ラ インの東狽1と 西側では水田面に標高差があり段

が形成されている。畦畔 1東側部分が耕作域の境界 となっている。

②水田の構成 :水田及び水路で構成されると考えられる。

i)畦畔 :土盛 り畦畔である。水路が想定される部分の両畦畔は他の畦畔に較べてやや規模が

大きく上端幅1.4m以上を計るが、他の畦畔は部分的には相違があるが上端幅0.5～ 0.9m、 下端

幅0.85～ 1.4mを計る。畦畔 8がやや曲線を示すが他は直線的に延び、南北方向に延びる 2・ 3・

5・ 7は ほぼ同方向で N-9°～20° 一Eを示す。尚、水田 1・ 2・ 3・ 5に は段及び畦畔状の低

い高まりがみられ、削平をうけた畦畔の残存かと考えられるものがある。断面形はすべて偏平

な台形を呈し、水田作土面との比高差は畦畔 3・ 5で 10～ 24cm、 他では 5～1lcmである。

�)区画 :不明瞭な部分があるが計10枚の水田面を確認 した。水田 5・ 8が不整形であるが平

面形は方形を基調としている。南北方向が区画の主軸 と考えられ、区画が理解されるものは水

田 6の みで他は不明である。38ラ イン (水路想定部分)を境 として東と西での区画に違いがみ

られるが、上述した段及び低い高まりが畦畔 とするならば一辺 5m及 び10m前後を単位 とし

た区画が全域に想定される。水田 6の規模は南北軸5.lm・ 東西軸 5mを計 り、面積約26m2で

卜  ある。各水田面は全体 として北から南へ緩やかな傾斜がみられ、東

西方向ですべて西側へ傾斜している。尚、水田面で濤状の落ち込み・

足跡・水口を確認している。

iii)水路と水回 :水路は確認されたものではないが、東西の水田面

第44図

水邑孫泉邑昂面  の標高及び傾斜の違い、水田 3か ら西側へ延びる細長い水口の存在

1 25Y% 黄掲 砂質シルト から想定されたものである。 S D18濤跡に完全に切られており規模
酸化鉄を全体に含み、炭化物を少

2号怠7ン
黒褐

長
土
笥稽写命辛

° 等は不明であるが、上層の濤跡同様に北か ら南へ流路をもつものと

瞥も挙
、炭化物及びマンガン粒を

考えられる。水口は上述のものを含め 3箇所で確認 している。畦畔

3の水口は取 り入れ口としての性格が考えられるもので、長さ2.4m・ 上端幅30cm・ 下端幅20cm

を計 り、断面形 U字状を呈する。底面はやや凹凸がみられ、比高差は西側が14cm程低 くなって

いる。

m



③水田に残された足跡 :水田3の作土上面で径10～20cmを 計る円形ないし長円形を呈する落

ち込みを確認し、検出状況から足跡と判断した。遺存がわるく方向及び種類は同定できなかっ

た。

④作土面確認の溝状の落ち込み :水田 3の ほぼ全域で確認 し、不整形なものまで含めると計17

条みられる。特に、畦畔 3の西側部には畦畔に並列し長軸が直交するものが 9条ある。大きさ

はほぼ同一で幅35～45cm、 深さ 2～ 3 cmを計る。長さは最大のもので3.5mまで計れる。配列

及び位置から耕作の痕跡 とも考えられるが判然 としない。

⑤出土遺物 :図示資料は須恵器蓋 1点、古銭 (皇宋通宝)1点であるが、他に土師器・須恵器

の小片が若千出土している。土器類を年代決定資料 とすると6a層同様に年代に矛盾がみられる

ため、年代は同じ中世頃と考えたい。

⑥東側域の遺構 :22及び23層で確認したもので、濤跡群 と上坑 1基がある。

濤跡は途切れるものや段状になるものも含めて計10条 ある。方向は二方向あり畦畔とほぼ同

一となっており、調査区外へ延びる長いものもみられる。規模 としては様々であるが、幅は上

端幅40～ 60cm。 下端幅20cm程 を計るものが主体である。深さは 2～ 8 cmと 浅 く、埋土は砂質

シル ト・ シル トの単層である。遺物は出上していない。

聯 ⑥ 鰐  8号    9」
  柚 で合塚1撲扇を確き慈♪

9号濤跡 5Y% 灰オリーブ シルト
酸化鉄を全体に合み、炭化物を少量合む。

10号溝跡 5Y% 灰オリーブ 砂質シルト
酸化鉄を全体に合み、炭化物を少量含む。

m・展尼数を丞族そ含緩1撲屁易をみ萱暮む。
第45図 Ⅱ区溝群セクション図

SK3:濤 跡を切っている。平面形は不整の橋円形を呈し、長軸3.85m・ 短軸 2m・ 深さ45

cmを測る。埋土は大別して 3層確認し暗オリーブ色系のシル ト層である。遺物はなく、性格も

不明である。

9.10m――引                                                               十一―
SP

銑
押⑥皇_H号 卜

土層註記
la 5Y%
lb 25Y%
2a 25GY/
2b 5GY/
2c 10Y%
3a 5GY/
3b 25GY/
3c 5GY/
3d 75GY/

オ リーブ黒

黒褐

暗 オ リーブ灰

暗 オ リーブ灰

オ リーブ黒

暗 オ リーブ灰

暗 オ リーブ灰

暗 オ リーブ灰

緑灰

シル ト    木片及び酸化鉄 を少量合み、同色 の砂 をまだ ら状 に少量合む。

シル ト    酸化鉄 を全体 に多量 に合み、 1部筋状 に合む。

シル ト    酸化鉄 を少量含 む。

砂質 シル ト  酸化鉄 と炭化物 を少量合 む。

粘土質 シル ト laと 同色 の砂 を帯状 に極少量合 む。

シル ト    酸化鉄 を少量 ブロ ンク状 に含み、及 び laと 同色 の砂 をまだ ら状 に少量含 む。

シル ト    酸化鉄 を少量合 み、 laと 同色 の砂 をブロック状 に少量合 む。

粘土質 シル ト 酸化鉄 と炭化物 を極少量含 む。

砂質 シル ト  25Y%オ リーブ褐の砂 をブロ ック状 に多量 に合 む。

第46図  Ⅱ区 8 bttS K 3セ クション
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7.6a層 の調査

(1)調査概要

①6a層 の分布・土性 :1号畦畔の西側地域に層分布が認められる。層厚は10cm前後で、灰色系

の砂質シル ト層である。

②6a層 上 面 の 標 高・地 形 :C・ D-42グ リッドで9.10～9.15m、 C・ D-39グ リッドで

8.76～ 8,78m、 C・ D-37グ リッドで8.85～ 8,92mを計る。地形は全体 として北から南へ傾斜

しているが、 S D14濤跡を中心にみると東側・西側 とも濤跡へゆるい傾斜をもちむかっている。

3層 と同様に東側 と西側の面に段差が認められる。

③検出遺構と出上遺物 :全域において水田跡を、38ラ インで水田跡に伴う濤跡 (水路)を検出

している。遺物 として土師器・須恵器 。瓦・古銭・木製品・木片が出土している。

12)6a層 水田跡 (第47図 )

①検出状況 :畦畔10条 (畦畔 1～ 10)と 畦畔で区画された水田面 10枚 (水田 1～10)を確認 し

ている。 5層の砂が全域を覆っており、一部削平をうけた箇所もある。一区画の大きさは知 り

得ない。

②水田の構成 :水田および濤 (水路)で構成される。 3層同様に濤を境 として畦畔の作 りに違

いがみられる。

i)畦畔 :土盛 り畦畔である。規模に大 きな違いはな く、上端幅約0.4～ 0.7m・ 下端幅約

0。 7～1,3mを計る。断面形は偏平な台形を呈する。方向は畦畔 1・ 3・ 5。 6で N-10°～30°一

Eである。水田作土面 との比高差は 8～ 18cmである。

�)区画 :計10枚の水田面を確認している。平面形は長方形を基調 としており、濤東側で縦長、

西側では横長 となっている。面積を知 り得る区画はないが、水田 8・ 9の南北軸長は 8で7.2m・

9で7.4mを計る。水田 1・ 4・ 5の東西軸長は 1で 14.5m。 4で10.7m・ 5で10.8mを 計 り、

南北軸は20mを超える長さがあり200m2以上の面積を有することは推察される。各水田面の標

高値は北 と南。東 と西で数 cmの違いしか認められなくほぼ平坦であるが、全体的にみて北から

南へ傾斜し、東西は濤方向へ傾斜している。なお、水田作土面で耕作の痕跡と考えられる濤状

の落ち込み 。無数の足跡・水口を確認している。遺物は少なく土師器片・瓦片・古銭が出土し

たのみである。

�)水路と水口 :水路はS D14濤跡である。東側肩に畦畔 6が取 り付き、西側に土手状の面が

みられ畦畔 8・ 9が取 り付いている。堆積土は北壁で 5層、 C・ D-38付近で 3層確認してい

る。北壁の 4層 は砂層で基本層の 5層 に同じと考えられる。断面形は各部分で違うが浅 く広い

皿状を呈する。規模は南端部で上端幅2.25m。 下端幅0,75m・ 深さ0.4m、 中央部で上端幅3.35

m。 下端幅0.7m・ 深さ0.8mを計る。北壁面では上端幅が10mと 大きくなるが、SD7濤同様
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に北西側へ屈曲が原因と考えられる。底面標高は北壁

付近で8.lm。 南壁付近で8.5mと 北側が低 くなってい

るが、上層・下層の資料ではすべて南側が低 くなって

おり、部分的に澱みとなっていたと考えられる。底面

は凹凸があるがほぼ平坦である。堆積± 5層上面で足

跡を検出している。底面及び堆積土から流木や多数の

第48図  Ⅱ区 6a層木杭 木片・木製品が出土 している。

水口は畦畔 9で 1箇所確認している。畦畔

がすべて部分的な確認であるため詳細は不明

であるが、当水口は畦畔の東端部、土手状の

面に接する所に設けられている。

③水田に残された足跡 :畦畔上面及び作土上

面で長軸15～20cmを 計る長円形を呈する無

第49図 Ⅱ区 6 attS D14出 土木製品  数の落ち込みを確認 し、検出状況から人間の

足跡 と判定された。基本層位の 5層 (砂層)が落ち

/  ″鰍    台をョ:4「[襟岳|:a写曇洛禄各ご誓電畠ζ身と
ンより北足

m代
＼じ郁隠講rづ 彬 が詳細は明 らかではない。調査区西側、特に水田 7ンより東品、 く哺×静茨択F ～10で多量に確認されている。

―

 交している。平面形は長楕円形及び楕円形を呈し、

第50図 Ⅱ区 6 attSD14出土木片群 長軸60～ 135cm・ 短軸30～55cm・ 深さ 3～ 7 cmを

計る。埋土は6a層に似るがやや砂質である。配置及び位置からみて耕作の痕跡と考えられるが

積極的な確証はない。

⑤出土遺物 :図示資料 として、瓦 (古瓦)1点、古銭 (皇宋通宝)1点がある。木製品では杭・

加工面のみられる棒状品がある。また、加工面がある流木や木片も出土している。

年代は出土遺物からみて平安時代頃と考えられたが、最下層面の年代 と矛盾がおき、上層の

4c層の年代等も考え合わせて、中世頃と考えられる。

ICラ イ
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8,4c層の調査

(1)調査概要

①4c層 の分布・土性 iC・ D-37グ リッドを中心に層分布が認められる。層厚は10～15cm程で、

灰黄色系のシル ト質層である。上層 (4a層 )か らの影響 と考えられるが層が部分的に途切れる

箇所がみられる。

②4c層上面の標高 。地形 :37・ 38ラ イン北壁部で9.50m、 南壁部で9.40～9.44mを 計る。地形

は全体 として北から南へゆるやかに傾斜している。

③検出遺構 と出土遺物

(2)4c層 水田跡 (第 52図 )

①検出状況 :Ⅱ B区のみで検出している。畦畔 2条 (畦畔 1・ 2)と 畦畔で区画された水田面

3枚 (水田 1～ 3)を確認 している。

②水田の構成 :部分的な検出にとどまっており詳細は不明である。

i)畦畔 :土盛 り畦畔である。両畦畔とも規模はほぼ同じで、上端幅20～ 50cm・ 下端幅62～ 68

cmを計る。両畦畔とも直線的に延びるが、畦畔 2が畦畔 1に斜めにとりつき、接点部分が水口

となっている。畦畔の方向は 1で N-29° 一W、 2で N-82° 一Wを示す。断面形は偏平な台形

を呈する。水田作土面 との比高差は 9～14cmを 計る。

�)区画 :計 3枚の水田面を確認しているが、調査区の制約 もあり詳細は不明である。遺物は

水田作土中から陶磁器が出土 している。

③出土遺物 :図示資料 として招鉢と椀がある。年代は江戸時代が考えられる。

9.4a層 の調査

(1)調査概要

①4a層の分布・土性 :調査区全域に層分布が認められる。層厚は10～ 20cm前後で、灰色系のシ

ル ト質層であるが、調査区東側に向かうにつれて砂質となっている1

②鳴 層上面の標高・地形 :標高はC・ D-37グ リッド西壁で9.30～9.47m、 38・ 39ラ イン付近

で9.30～ 9。 32m、 43ラ イン付近で9.30～ 9。 32mを計る。面 としての微地形はHB区のみの調査

であるため詳細は不明であるが、HB区では東西及び南北に延びる10cm前後の落差をもつ段

がみられ、東側では北方向へ、西側では南方向へゆるい傾斜がみられる。

③検出遺構 と出上遺物 :遺構 として土坑を 2基検出し、遺物 として層中から陶磁器片が出土し

ている。

SKl:D-37グ リッドに位置する。平面形はほぼ円形を呈 し、長軸 100cm、 短軸84cmを計る。

深さは19cmを計 り、断面形 は逆台形を呈 し、底面はほぼ平坦 となっている。埋土は単層で砂質

上である。遺物 は出土 していない。
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卜  SK2:C-37グ リッド西壁断面での確認である。上坑 とし

0            1m

ての認定はできるが詳細は明らかではない。埋土 は 2層確認

でき、暗灰黄色のシル ト・砂質シル ト上である。遺物 は出土

していない。

1談

1巖でマ

'摯

ラ憑優びイ憂花物を少量合  層中か ら出上 した陶磁器類で図示 しえた ものは計 5点あ

花超漂准暮哲♂
掲色のシルトをブロンク状 る。すべて破片であるが器種 として椀・ 皿・小壺がある。年

第52図 Ⅱ区 4 attS K l  代は江戸時代初めから末ごろが考えられる。

セクション図
   10. 3層 の調 査

(1)調査概要

① 3層の分布・土性 :層分布はHA・ II B両調査区全面に広がる。層厚はⅡA区で 5～ 25cm、

Ⅱ B区で 3～10cmを計る。この層は灰色を呈するシル ト層であるがⅡ B区ではHA区 に較ベ

やや砂質である。

② 3層上面の標高・地形 :標高はC-43グ リッドで9.33～9.36m、 C-39グ リッドで9.11～9.15

m、 D-37グ リッドで9.51～ 9.54mを計る。HA区 では東側から西倶1へゆるい傾斜があり、H

A区 とHB区の面には段差がみられる。

③ 3層水田跡 (第51図 )

i)検出状況 :H区全域で検出している。畦畔 7条 (畦畔 1～ 7)と畦畔で区画された水田面

8枚 (水田 1～ 8)を確認 している。一区画の大きさを知 り得るものはない。

�)水田の構成 :水田および濤 (水路)で構成される。38・ 39ラ インを境 として畦畔の作 りと

方向に違いがみられる。

a.畦畔 :土盛 り畦畔である。大畦。小畦の違いは認められないが畦畔 1は他に較べるとやや大

きく、上端幅約1.lm・ 下端幅約1.5mを計 り、倍の規模をもつ。畦畔 1～ 5は直線的に延び畦

畔 6・ 7は 曲線と対称的であるが、段差の存在など地形の制約が考えられる。畦畔の方向は 1・

5で N-8°～28° 一Eを 示す。断面形はすべて偏平な台形を呈する。水田作土面 との比高差は

11～20cmで ある。

b.区画 :計 8枚の水田面を確認しているが、畦畔一辺の規模も知 り得ず、面積等不明である。

平面形は東側で方形を基調 としているが西側に向かうにつれて不整形 となる。これも畦畔 と同

様に地形及び濤の制約からくるものと考えられる。各水田はほぼ平坦であるが各面の標高値に

差があり全体 として傾斜は濤へ向かっている。水口は確認できなかった。遺物は水田作土 。畦

畔中から散在して出上している。

C.水路 iSD7濤跡である。上部に攪乱があり壁断面での確認である。断面の状況からみて、

水路の流れは畦畔 5の北西側で西から南へ屈曲していることが推察される。全体的な規模は不
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第54図  Ⅱ区出土遺物実測図 (2)

明であるが、深さは60cmを 計る。断面形は逆台形を呈し、堆積土は北壁で 4層、南壁で 2層確

認している。底面標高は両壁とも8.84mで ある。

iii)出 上遺物 :図示資料として陶磁器 8点、瓦質土器 1点、古銭 (寛永通宝)1点、土製品 6

点がある。古銭を除きすべて小破片である。上製品の種類 として人形・鈴・土玉・動物形土製



第55図 Ⅱ区出土遣物実測図 (3)

品がある。陶磁器の器種としては椀・皿・招鉢・徳利 。熔烙がある。

治の初めごろが考えられる。

0                                            10Cm

年代は江戸時代末から明
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第56図  Ⅱ区出土遣物実測図 (4)
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第 3節 Ⅲ区の調査

1.調査概要

Ⅲ区では、 6層上面において濤跡 4条 (SD l・ 2・ 3・ 4)、 4層上面において河川跡 1条

(SR l)、 3a層 。2b層上面において掘立柱建物跡 1棟 (SB l)濤跡 6条 (SD 5～ 10)、 土療

7基 (SK l～ 7)井戸跡 2基 (SE l・ 2)ピ ット143基を検出している。また調査区北西部

B・ C-33グ リッドでは墓壌群が検出されている。

2.6層 の調査

SDliSDlは B-34グ リッドに位置する。方向性はほぼ直線的であり、真北に対してはN一

lT―Wの方向を示す。 検出されたSDlの長さは3.8mである。断面形は緩やかな弧状をなし

ており、上端幅は95～ 50cm、 下端幅は20cm程 である。深さは約17cm、 底面の標高は9.2cmで

ある。底面はほぼ平坦である。埋土は2層認められ、その状況から自然堆積により埋まったも

のと考えられる。遺物は出上していない。 SPA
950前一―引

ＳＰＡ
卜

土層属と言己
1 10Y R%灰黄撮色粘土質シルト

マンガンを含む。

2 10Y R%偶 灰色格土質ンルト

生側M当

SDI
帯状|こ 浅黄色の■と炭化物を含み酸化鉄、

酸化鉄、マ ンガンを合む。

2i壁

′

SD2
酸化鉄、マンガンを含み、帯状に炭化物を合む。

全体 に酸化鉄を合む。

全体 に酸化鉄、マンガン、炭化物 を含む。

土層言圭言己
1 10Y烹 /褐灰色格■質ンルト

2 25V%浅 黄色枯土質シルト

3 10Y R/褐仄色粘土質シルト

SPB
950M――引

SPD
950M引

SPB′
|_

土層誰記
1 10Y R/褐灰色枯土 まだら状に酸化鉄を合み全体に少量のマンガンを合tr。

2 25Y死 浅黄色枯土 まだら状■酸化鉄を合み全体に少量のマンガンを合」。

ζこlll:三 ::   illl孝 :奇ほ4:そと
卜
ξtti浅と

'こ

とξ手を書〔こζ争tit駆 :`:::骨 :とと骨な3:3。
5 10Y R/褐灰色粘■ まだら状に酸化鉄を合み全体に少量のマンオンと極少盈の炭化物を含む。

土層註記
1 10Y R/褐灰色枯土

マンガンを含tr。

2 10YRχ褐灰色粘土
3 10Y R/褐 灰色枯土
4 10Y R/褐 灰色格土
5 iOY R/掲灰色格土

SD4
帯状 に浅黄色の■ を合み全体にまだら状 に酸化鉄 を含み少量の

またら状 に酸化鉄 を合み全体 に少量のマ ンガンを合む。

まだら状 に酸化鉄 を合み全体 に少量のマ ンガンを合む。

帯状 に浅黄色の■ と炭化物 を多量に合 t・層が交互に重っている。

またら状 に少量の酸化鉄 を合み全体 に少量のマ ンガンを含 tr。

9          1m
o            5m

SDI  SD2

B-341

第58図 Ⅲ区 6層上面SDl～ 4平面図・ セクション図



SD2:SD2は B-34。 35グ リッドに位置する。方向性はほぼ直線的であり、真北に対して

はN-17° 一Wの方向を示し、SDlと ほぼ平行している。検出されたSD2の長さは3.5mで

ある。断面形は緩やかな弧状をなしており、上端幅は100～ 60cm、 下端幅は25～ 20cmである。

深さは20～24cmで、底面の標高は9.2mで ある。底面はほぼ平坦である。埋土は 3層認められ、

その状況から自然堆積により埋まったものと考えられる。遺物は出上していない。

SD3:SD3は D-34グ リッドに位置するc方向性はほぼ直線的であり、真北に対してはN―

4° 一Eの方向を示す。検出されたSD3の長さは 4.lmである。断面形は緩やかな弧状をなし

ており、上端幅は150～ ■Ocm、 下端幅は20～40cmである。深さは20～24cmで、底面の標高は

9.2mで ある。底面はほば平坦である。埋土は 5層認められ、その状況から自然堆積によって埋

まったものと考えられる。遺物は出土していない。

SD4:SD4は D-34グ リッドに位置する。方向′
性はほぼ直線であり、真北に対してはN一

4° 一Eの方向を示し、SD4と ほぼ平行している。検出されたSD4の長さは3.6mで ある。

断面形は緩やかな弧状をなしており、上端幅は150～ 130cm、 下端幅40～20cmで ある。深さは

20～24cmで、底面の標高は9.2mである。底面はほぼ平坦である。埋土は 5層認められ、その

状況から自然堆積により埋まったものと考えられる。遺物は出上 していない。

これら4条の濤跡については、SDlと SD2、 SD3と SD4は ほぼ平行しており、底面

の標高も9.2mであることから、SDlと SD3、 SD2と SD4はそれぞれ同一の濤跡であ

り、同時存在していたことが想定される。

3.4層 の調査

SRliSRlは D-35・ 36グ リッドに位置する。方向性はほぼ直線的であり、真北に対して

はN-8° 一Wの方向を示す。検出されたSRlの長さは4.8mである。上端幅は2.5m以上、下

端幅は1.5m以上である。底面には段差が認められ、深さは北側で60cm、 南側で113cmで 、南

側の底面の標高は8.1～7.8mで ある。埋土は17層認められ、その状況から自然堆積により埋

まったものと考えられる。(第20図)遺物 7層 より下位の層から須恵器破片 2点、埋± 1層 より

土師器破片 6点、須恵器破片 2点、陶器破片 2点 (第 65図 1・ 2)、 磁器破片 1点 (第65図 3)

が出上 している。

第65図 1(写真3592):産地は唐津と考えられる。播鉢の口縁部破片である。製作年代は16世紀

末～17世紀初頭であろう。

第65図 2(写真3593):産地は唐津と考えられる。器形は皿である。内面にトチンが認められる。

製作年代は16世紀末～17世紀初頭であろう。

第65図 3(写真3594):産地は肥前と考えられる。器形は皿である。体下半の約1/3が残存して

いる。高台部分は無釉であり、内面は見込みの蛇ノロ釉である。製作年代は17世紀後半～18世



C-361D-36
C-351D-35

第59図 Ⅲ区4層上面SRl平面図

紀前半であろう。

4。 3a層・ 2b層 の調査

SBl:SBlは C-33・ 34グ リッドに位置する。桁行 3間 (総長約720cm― 南)、 梁行 1間 (総

長約350cm― 東)の東西棟建物で、軸方向はN-83.『 ―Wである。柱穴は15～20cm不 整方

形・不整円形である。

SD5iSD5は D-32グ リッドに位置する。2b層上面で検出された。S K10と 重複関係があ

り、S K10が SD5よ り新しい。方向性はほぼ直線的であり、真北に対してはN-4° 一Wの方

向を示す。検出されたSD5の長さは6。 9mである。断面形は緩やかな弧状をなしており、上端

幅は80～ 55cm、 下端幅は50～10cmである。深さは8～10cmで、底面の標高は9.80～ 9.83mで

ある。底面はほぼ平坦である。遺物は出土していない。

SD6iSD6は D-33グ リッドに位置する。2b層上面で検出された。SKlと重複関係があ

り、SKlが SD6よ り新しい。方向性はほぼ直線的であり、真北に対しては N-8° 一Wの方

向を示す。検出されたSD6の長さは4.9mである。断面形は緩やかな弧状をなしており、上端
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第61図  Ⅲ区SBI平面図エレベーション図

幅は70～ 40cm、 下端幅は35～15cmで ある。深さは6～13cmで、底面の標高は9.83～9.85mで

ある。底面はほぼ平坦である。遺物は出土していない。

SD7:SD7は D-33・ 34グ リッドに位置する。2b層上面で検出された。方向性はほぼ直線

的であり、真北に対 しては N―げ一Eの方向を示す。検出されたSD7の長さは3.4mである。

断面形は緩やかな弧状をなしており、上端幅は115～ 68cm、 下端幅は30～20cmである。深さは

12～15cmで、底面の標高は9。 68～9.70mである。底面はほぼ平坦である。遺物は出上していな

SD8:SD8は D-32グ リッドに位置する。2b層上面で検出された。方向性はほぼ直線的で

あり、真北に対しては N― ば―Eの方向を示す。検出されたSD8の長さは7.6mで ある。断

面形は緩やかな弧状をなしており、上端幅は50～28cm、 下端幅は28～20cmである。深さは 2

～ 8 cmで、底面の標高は9.77mである。底面はほぼ平坦である。遺物は出上していない。

SD9:SD9は D-33グ リッドに位置する。2b層上面で検出された。方向性はほぼ直線的で

あり、真北に対しては N-1° 一Wの方向を示す。検出されたSD9の長さは4.2mで ある。断

面形は緩やかな弧状をなしており、上端幅は115～ 95cm、 下端幅は95～80cmである。深さは

10～20crnで、底面の標高は9.57～9.62mである。底面は凹凸がみられる。遺物は出土していな



EPA′

トー 1000
EPB

EPB
990謂

EPB′ EPA
1000M引 Ⅲト

EPA EPA′

Ю    ~Ю ∽ M

SD6

EPA
1000M引

EPA
990謂

SD8

昭ト

評ト 昭ト
ＥＣ

ＥＰ誦
EPD

990謂

EPD′

卜

第62図  Ⅲ区3a層・ 2b層上面SD5～ 10エ レベーション図

S D10:S D10は B-34、 C・ D-33・ 34グ リッドに位置する。3a層上面で検出された。方向

性はほぼ直線的であり、真北に対しては N-2° 一Eの方向を示す。検出されたS D10の長さは

推定で19.9mで ある。断面形は緩やかな弧状をなしてお り、上端幅は75～40cm、 下端幅は

50～30crnで ある。深さは8～15cmで、底面の標高は9.56～ 9.63mである。底面はほぼ平坦で

ある。遺物は出上していない。

SKl:SKlは D-33・ 34グ リッドに位置する。3a層上面で検出された。形態は、上端平面

形はほぼ円形で、長軸221cm、 短軸202cmを 測 り、下端平面形は楕円形で、長軸70cm、 短軸38

cmを測る。深さは138cmである。断面形は坑状を呈し、中位に段をもつ。壁面の立ち上がりは、

底面から中位までは斜めであるが、段より上はほぼ垂直である。底面は平坦である。埋土は16

層認められ、その状況から自然堆積により埋まったものと考えられる。 SKlは、井戸跡の可

能性もある。出土遺物は、埋± 7層上面から礫多数と、石製品 1点 (第65図 4)、 6層中から土

田抑OM引    卜 Ю ∽M引  ト

脚  瀬

EPA′          EPB
卜 O ooM引

SD9

EPB′

ト



師器破片 3点、須恵器破片 1点、埋± 2層中から土師器破片 2点、埋± 1層中から土師器破片

1点、須恵器破片 1点が出土している。

第65図 4:ヒ デ鉢。火床にススが付着している。石質は凝灰岩である。側縁に加工痕が認めら

れる。長さ18.6cm、 幅17.6cm、 厚さ6 cmを測る。

SK2:SK2は D-33dグ リッドに位置する。2b層上面で検出された。上端平面形 。下端平

面形共に長方形で、上端は長軸82cm、 短軸51cm、 下端は長軸76cm、 短軸44cmを測る。深さは

15crnで ある。断面形は逆台形を呈しており、底面はほぼ平坦である。遺物は出土していない。

SK31SK3は D-32cグ リッドに位置する。2b層上面で検出された。上端平面形・下端平

面形共にほぼ円形で、上端は長軸80cm、 短軸77cm、 下端は長軸73cm、 短軸62cmを測る。深さ

は7 cmである。断面形は逆台形を呈しており、底面はほば平坦である。遺物は底面から礫 1点

が出土している。

SK3:SK3は D-32bグ リッドに位置する。2b層上面で検出された。ピットと重複関係が

あり、ピットがSK3よ り新しい。上端平面形・下端平面形共に不整楕円形で、上端は長軸97

cm、 短軸は60cm、 下端は長軸84cm、 短軸50cmを測る。深さは10clnで ある。断面形は逆台形

を呈しており、底面はほぼ平坦である。遺物は出上していない。

SK4:SK4は D-32bグ リッドに位置する。2b層上面で検出された。SElと 重複関係が

あり、SElが SK4よ り新しい。上端平面形・下端平面形共に不整円形 と考えられる。深

さは53cmで ある。断面形は逆台形を呈しており、底面はほぼ平坦である。遺物は、土師器破片

1点 と骨片 1点が出上している。

SK51SK5は D-33aグ リッドに位置している。2b層上面で検出された。SD6・ SEl

と重複関係があり、SK5が SD6・ SElよ り新しい。上端平面形・下端平面形共に不整楕

円形で、上端は長軸72cm、 下端は長軸58cm、 短軸55cmを測る。深さは12cmで ある。断面形

は逆台形を呈しており、底面はほぼ平坦である。遺物は土師器破片 1点を出上している。

SK6:sK6は D-32aグ リッドに位置している。2b層上面で検出された。上端平面形‐下

端平面形共に不整精円形で、上端は長軸75cln、 短軸60cm、 下端は長軸55cm、 短軸45cmを測る。

深さは6 cmで ある。断面は弧状を呈しており、底面はほぼ平坦である。遺物は出上していない。

SEl:SElは D-32b・ cグ リッドに位置している。2b層上面で検出された。上端平面形。

下端平面形共に不整円形で、上端は長軸120cm、 短軸100cm、 下端は長軸65crn、 短軸56cmを測

る。深さは166cmである。壁面はほぼ垂直に立ち上がるが上部ではやや外傾する。底面はほぼ

平坦である。遺物は陶器片 1点 と樹木片が出土している。

SE21SE2は D-33グ リッドに位置している。2b層上面で検出された。上端平面形・下端

平面形共に円形で、上端は長軸96cm、 短軸89cm、 下端は長軸63cm、 短軸60cmを測る。深さは
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1 25Y%暗灰黄シルト 炭化物少量、パミス合」、酸化鉄を層底部に帯状に合む、マンガン少量

含む。

つ 10Y R%黒褐色シルト 炭化物少量、マンガン粒少遺含む、パミス少盈含む、酸化鉄合む。

3 10Y R%黒褐色シルト 炭化物極少量含tr、 マンガン粒少量、酸化鉄少量合tr。

4 10Y R%暗褐色シルト マンガン粒多量に含む、炭化物含む、酸化鉄少量含tr。

5 10Y R%褐色ンルト マンガン粒多量に合と、炭化物少量含む、酸化鉄プロック状に多量に合む。

6 10Y R%暗褐色シルト 炭化物、マンオン粒を少量含む、酸化鉄全面に含む。(石15cn 6 cm大 )

1 10Y R%黒褐色ンルト 炭化物少量合tr、 マンガン粒少盈合む、層底部|こ 酸化鉄合む。(石 10cm大 )

8 10Y R%黒縄色シルト 炭化物極少量、マンガン粒少量、酸化鉄まばらに合tr。

9 10Y R/黄褐色粘質シルト 炭化物腫少量、マンオン粒多量に合む、酸化鉄をブロック状

m
約
的

に合む。(石 8 cm大 )

10 10YR%灰 黄掘色粘質シルト 炭化物少曇、マンガン粒多量、酸化鉄まだら

状〔多量に含む。

■ 10V R%黒偶色格質ンルト 炭化物少二、マンガン粒多量、酸化鉄少量合t」。

12 10VR%暗 褐色粘質シルト 炭化物極少量、マンガン粒多量、酸化鉄少量合tF。

13 75Y/灰 色粘土 炭化物少量含tr。

14 75CY/暗 緑灰色粘± 13層の■を大きなブロック状に合む。

15 75Y%仄色Ir h ttLlの iAt化物を命む。

16 5CY%暗オリー/FA色粘土 少量の炭化物と微砂を合む。
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第63図 Ⅲ区 3a層 2b層上面遺構平面図
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土 層 nl記
1 10Y R%灰 黄褐色シルト 黄色土をまだら状に多量に合む炭化物を少量合む。

2 25Y%にない黄色格■質シルト 炭化物を少量合む。

3 25Y/黄灰色粘土質シルト 炭化物を少量合む、マンガン、酸化鉄を合jo                 sE2
4 10Y R/黒褐色格土質ンルト 炭化物を少重含む、マンガン、酸化鉄を合む。  土 層 註 記
5 75Y/灰色粘土 青灰色上のブロ/ク を合む。
6 75Y%灰色粘土 パミスを含む。

1 10Y R%灰黄褐色粘土質シルト 炭化物を含し、黄色■、灰白色とがまだら状に多量混入する。

2 10V R%黒褐色粘土質シルト 炭化物、マンガン粒を合む、黄色上、灰白色■をブロンク状に少量合む。

3 25Y/黄灰色rh土質ンルト 炭化物を合む、灰白色■をプロック状に少量含t」。

4 10Y n/黒褐色シルト 約2画程の灰自色の土をブロック状に合f」。

o                            2m  5 75Y%灰 色枯土 上部に帯状に。

6 10C/緑灰色サンドシルト 全体にまだら状に黒褐■と炭化物が混入している。

7 5C%暗緑灰色サンドシルト 全体にまだら状に浅黄色土をブロッタ状に合T」・。

8 5BG/暗 青灰色粘質シルト 10節 前後の緑灰色上をプロック状に合む。

9 10G Y/暗緑灰色枯■質ンルト  10 10C%暗緑灰色砂

第64図 皿区 3a層 。2b層上面遺構平面図・セクション図 。エレベーション図 (2)
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第65図 Ⅲ区 SRl・ 土渡出土遺物実測図



230cmである。壁面はほぼ垂直に立ち上がるが、中位では壁面の崩壊が起 こったらしく外方へ

広がっている。遺物は樹木片が出土している。2b層。3a層上面検出の遺構群については、 4層

上面で検出されたSRlの埋± 1層中出上の陶器及び磁器により、その上限は中世末～近世初

頭 と考えられる。しかし、下限については出土遺物が少ないことから明確な時期を確定しがたい。

5.基壊群 の調査

墓媛群は調査区北西部BoC-33グ リッドで検出された。墓壊群は11基で構成されてお り、

1号・ 2号墓に独立性が強 く、 3～■号墓にまとまりを認めることができる。その配置は直線

的でほぼ真北方向を基準としている。各棺は掘 り方の中に埋置されているが、 1～ 3号墓のほ

かは隣接する墓壊との掘 り方の重複関係は不明確である。しかし、 7～ 10号墓については、 8

号墓より9号墓が新しく、掘 り方底面の標高差、棺の位置から9号墓より10号墓が新しく、8号

墓より7号墓が新しい。このことは墓墳群に少なくとも3期の時期差があることを示している。

また 9号墓の東側ではSK8が検出されている。

1号墓 :1号墓は墓曖群の中では最も南に位置 している。掘 り方45X47cmの 中に箱型の本格

が埋置されている。木棺は33× 34cmほ どの方形で、残存高23cmで ある。遺物は棺内底面から

ガラス鏡 1点、ツチンボ 1点、寛永通宝 3点、不明鉄製品 1点、骨片、歯 1点が出土している。

ツチンボは残存状況が悪 く図化することができなかったが、長さ約43clnで あった。

第68図 1(写真362-1・ 2):ガラス鏡。板ガラスを2枚合わせた鏡である。合わせ面 に水銀

が塗布されている。長さ49cm、 幅4.9cm、 幅7.5cm、 厚さ2 mmを測る。

第68図 2(写真361-5):2枚出土した寛永通宝のうち 1点ある。

2号墓 :2号墓は墓羨群の中では 1号墓 と3号墓のほぼ中間に位置している。掘 り方60× 58cm

の中に箱型の木棺が埋置されている。木棺は52× 49cmほ どの方形で残存高54cmで ある。遺物

は埋± 1層中より火消し壷 1点、埋土中より骨片、礫 1点が出上している。火消し壷は副葬品

としてよりは、他の性格を帯びたものと考えられる。

第68図 3(写真361-3):火消し壺。ほぼ完形である。内外面共に黒色を呈してお り、蓋、壺

共に製作にロクロを使用している。蓋の内面には回転糸切痕がみられ、切 り離し後の調整は行

なわれていない。重の底部外面にはナデが施されている。蓋は外面の中央部にリング状のつま

みがあり、壺の口縁部にかかる水平なかえりを有している。器高3.2cm、 最大径16.6cm、 底面

の径は9.4cmである。壷は体部中位に最大径をもち、口縁部が短 く外傾する。底部はやや上げ

底気味である。器高18.15cm、 口径12.Ocm、 底径11.2cm、 体部の最大径は18.6cmを 測る。器

厚は6～17mmである。

3号墓 :掘 り方56× 60cmの中に箱型の木棺が埋置されている。木棺は51× 47cmほ どの方形で

東側側板の位置がやや移動している。遺物は掘 り方から陶器 1点、木棺の埋土中より骨片、鉄

129



Y一
+4
,5
46
km

□ 蝉 　 一

7号
墓

色
号
墓
犠

A
10
00
M―

―
引

A′ ト
ー

10
00
M

m 
  
 
ヒ 1耳
雇員
巨1
  
性 層
冨 罵
扇甘

6号
墓

7号
墓

8号
墓

9号
墓

第
66
図
 
Ⅲ
区
 
層
上
面
墓
拡
群
平
面
図
・

エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ー ン
図



1号基」唇註記

1 10Y R%灰責偶色ンルト 酸化鉄、マンオンを含む。

2 10VRχ黒鶴色粘土 若千の翻 ヒ鉄を含む。

2号墓」唇註記

1 10Y R%〔ぶいA4B色砂賓シルト

2 25/黄 灰色シルト 炭化物酸化鉄を合む。

3 25Vχ黄灰色粘■質シルト 酸化鉄マンガンを合tj・。

4 25Vχ 衰仄色シルト 酸化鉄多量のマンガンを合tr。

5 2.5Yχ 黄灰色粘土質ンルト 酸化鉄、マンガンを含む。

0 25Y%責 灰色格土質シルト 酸化鉄、マ ンガンを含み、灰自色のアロッタを合む。

B
Юお謂 ｒ卜

C
10鋼

∝ト

0           1m

1号墓

第67図  Ⅲ区 1号墓・ 2号墓平面図・セタション図



砲玉 1点、土師器破片 1点、礫 1点、木棺内底面から寛永通宝 1点が出土している。

第69図 1(写真361-4)陶器の碗である。産地は相馬 と考えられる。完形である。高台部分は

無釉であり、内外面に貫入がみられる。製作年代は幕末～明治であろう。

第69図 2(写真361-6)鉄砲五である。真円ではなく、すでに使用されていたと判断される。

径は11～12mmである。

4号墓 :掘 り方は東西82cmで あり、南北は約58cmと 推定される。木棺は50× 53cmの不整方形

である。遺物は埋土中より骨片、歯 1点、陶器片 1点、樹木片 1点、鉄製品 1点、古銭 1点、

礫 1点が出上 している。

5号墓 :掘 り方は東西70cmであり、南北は約60cmと 推定される。木棺は52× 53cmの不整方形

である。遺物は出土していない。

6号墓 :掘 り方は東西82cmであり、南北は約58cmと 推定される。木棺は49× 50cmほ どの方形

である。遺物は出上していない。

7号墓 :掘 り方は東西58cmで あり、南北は約65cmと 推定される。木棺は54× 54cmの方形であ

る。遺物は木棺埋土中より骨片が出土している。

8号墓 :木棺の南と西の側板が残存している。遺物は木棺埋土中より寛永通宝21点が出土、第

第69図 3～ 13(写真361-7～ 17)は そのうちの11点である。

9号墓 :木棺は東西53cm、 南北54cmの不整方形である。遺物は木棺埋土中より寛永通宝11枚、

仙台通宝 3枚、提灯の底板 1点、警 1点、煙管の吸口 1点、羅宇 1点、骨片などが出上してい

る。

第70図 1(写真362-1):提灯の底板である。素材は針葉樹の柾目材である。径は5.2cm、 厚さ

l mmを測る。中央部に蟻燭立ての針を通すための径 3～ 6 mmの穴が穿たれている。

第70図 2～ 4(写真362-2・ 3・ 4):寛永通宝である。 3点を図示した。

第70図 5(写真362-6):箸である。表面に文様が線刻されている。頭部は耳掻を兼用してい

る。長さ14.4cm、 幅 7 mm、 厚さ2 mmである。

第70図 6(写真362-7):煙管の吸口である。外面に金色の付着物が認められる。長さ5.3cm、

径 8 mmである。

第70図 7(写真362-8):煙管の羅宇である。素材は竹である。一端が欠損しており残存長は

10.4cmで ある。径は8 mmである。

なお仙台通宝は3枚 (写真362-5)が くっついており、残存状況が悪いため図示さできな

かった。

SK8:SK8は 7号墓の東側に位置している。埋土中から煙管の雁首 1点、針状の鉄製品 1

点が出土している。
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第70図 8(写真362-9):煙 管の雁首である。長さ4.5cm、 火皿の径は1 5mmである。

10号墓 :木棺は東西45cm、 南北47cmの方形である。木棺埋土中より寛永通宝 3枚、陶器 1点、

数珠五 1点、木製品 1点、不明鉄製品 1点、骨片などが出上 している。

第71図 1(写真362-10):陶器の碗である。産地は相馬 と考えられる。全体の4/5が残存してい

る。外面には鉄釉による文様がみられる。高台部分は無釉である。内外面に貫入がみられる。

製作年代は幕末以降であろう。

第71図 2(写真362-12):数珠玉である。径は6.5mmで あり、数珠組を通すための径 2 mmの

穴が穿たれている。素材は木を用いており、赤褐色の塗料が塗布されている。

第71図 3(写真362-■):扁平な断面を有する棒状の不製品である。両端が欠損している。残

存長10.5cm、 幅 7 mm、 厚さ3 mmを測る。

第71図 4(写真362-13):寛永通宝である。 3枚のうち 1点 を図示した。

11号墓 :木棺は東西48cm、 南北46cmの不整方形である。木棺埋土中より寛長通宝 6点、数珠

玉 1点、歯 2点、骨片などが出上している。

第71図 5・ 6(写真362-14。 15):寛永通宝である。 6点のうち 2点を図示した。

墓墳確認面及び墓娠付近出土遺物

第71図 7(写真362-18):墓羨確認面より出土している。磁器の急須の蓋である。産地は不明

であるc完形である。外面に呉須により鶏が描かれている。また内面には「閑山製」の銘が呉

須により記されている。製作年代は明治以降である。

第71図 8(写真362-16):墓壊付近より出上している。火消し壺の蓋である。全体の約1/5が残

存している。内外面 とも黒色を呈しており、製作にはロクロを使用している。内面には回転糸

切痕がみられ、切 り離し後の調整は行なわれていない。外面の中央部にリング状のつまみがあ

り、水平なかえりを有している。器高3.6cm、 径16cm以上、底面の径は7.8cmである。

第71図 9(写真362-17):墓残付近より出上している。火消し壺の三である。全体の約1/2が残

存している。内外面 とも黒色を呈しており、製作にはロクロを使用している。底部外面にはナ

デが施されている。体部中位に最大径をもち、口縁部が短 く外傾する。底部はやや上げ底気味

である。器高19.lcm、 口径12.6cm、 底径13.6cm、 体部の最大径は18.7cmを 測る。器厚は6～19

mmである。

第71図 10・ 11(写真362-19。 20):墓壊付近より出上している。 2点 とも寛永通宝である。

木棺の製作について

木棺は11基検出されているが残存状況が悪 く、 3号墓・ 6号墓 。7号墓・ 8号墓の 4つの木

棺を図示した。これらの木棺の素材はマツ及びスギの板目材である。棺の底板は板材 1枚のも

のと2枚のものがある。側板は木口面の一端を外面に出し、もう一端は隣 り合う側板の板目面
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と接するように組み合わせてあり、側面図では 3・ 6。 7号墓は側板の木口面が必ず右側にく

るようになっている。これに対し10号墓では木口面が左側にくるように組み合わされている。

他の本棺は全て木口面が右側にくるようになっている。これらの板材は角釘によって固定され

ている。

墓境群について

各墓壊の出土遺物をみると、木棺内に副葬品を伴う墓墳 7基 (1・ 3・ 4・ 8・ 9。 10。 11)

と伴わない墓渡 4基 (2・ 5・ 6・ 7)に分けられる。副葬品を伴う墓装からは、寛永通宝が

出上している点で共通性が認められる。しかし他の副葬品についてはそれぞれの墓竣によって

異なっている。

次に木棺については、その大きさは 2～ 11号墓では側板の長さは42～58cmで あり、50cm前

後のものが多く、規画性が認められ、1号墓だけがやや小さく33cm程である。しかし前述のよ

うに製作法には共通性が認められ、 1号墓の性格が他の墓残と異なることも考えられる。

最後に、各墓渡は少なくとも3期の時期差をもつが、この時期差がどのくらいであるのか副

葬品からでは明確にしがたい。また、木棺の製作法についてもどれだけの期間用いられていたの

か不明である。しかしながら、 2～ 11号墓の本棺の大きさ、 1号墓を含めた製作法の共通性は

それほどの時期差を感 じさせないがいかがなものであろうか。さて、墓壊群の時期は副葬品か

ら幕末以降とされるが、その時期の確定 とともに墓壌群の性格が単なる集団の墓地であるのか

否か今後の課題 とされる。

6.遺構外 出土遺物

第74図 1(写真353-1):D-32グ リッド4層上面よリー括して出土 した土師器壷である。頸

部から口縁部にかけて欠損しており、体部の約1/2が残存している。体部はやや扁平気味の球形

であり、最大径は体下半部にある。また体下半部には製作に際しての粘土組の積み上げ痕が認

められ、内面には刷毛目が施されている。調整は内外面共にヘラミガキであるが、外面底部付

近では刷毛目のちヘラミガキがなされている。外面には部分的に丹塗 りの痕跡が認められる。

残存高20.4cm、 底径5.95cm、 体部最大径24.5cmである。

第74図 2・ 3は土師器甕、4・ 5は土師器堺である。

第74図 6(写真353-17):C-34グ リッド3層中より出上した土師器必である。全体の約3/4が

残存している。製作にロクロを使用しており、切 り離し後底部 と体部下半にヘラケズリがなさ

れている。器高は4.6cm、 口径15.2cm、 底径8.2cmである。

第74図 7・ 8・ 9は須恵器堺、loは須恵器甕、11・ 12は赤焼上器である。

第76図 1～ 9は陶器及び磁器である。産地は1は堤、 3は相馬である。 2は唐津、 4・ 6は

肥前であろうか。第76図 10は寛永通宝と考えられる。
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第 4節 Ⅳ～Ⅶ区の調査

1.32a層 の調査

(1)調査の概要

① 32a層の分布・土性 :32a層 はⅣ区からⅦ区にかけて分布する。層厚はV ttD-21グ リッド

で約10cm、 VF区で20～30cm、 VE区で 5～ 20cm、 Ⅶ区で10～20cmで ある。土性は10YR3/1

黒褐色粘土である。この層は、層中に植物遺体を含むが、それらは泥炭起源とは考えにくいこ

と、径 2～ 5 cmの礫を含むことから泥炭質粘土層とは区別される。

② 32a層上面の標高・地形 :32a上 面の標高はⅣ区南東部 D-29グ リッドで6.00～613m、 V

区 D-18～20グ リッドで6.35～ 6.40m、 VF区 で620m、 VE区 で6.10～ 6.15m、 VⅢ 区 で

6.20～6.30mと 、V区東半部においてやや高い傾向がある。全体 としては、やや起伏 はあるも

のの調査区においては標高600～6.40mの ほぼ平坦な地形面が考えられる。

③ 検出遺構と出土遺物 :32a層 の調査はⅣ oV・ Ⅵ・Ⅷ区で行なわれており、32a層上面にお

いてⅣ区では河川跡 2条 (SRla、 SRlb)、 石器 1点 を検出、V区で河川跡 1条 (SR2)を 検出

している。VE区・Ⅷ区では32a層中より糸亀文土器片及び石器が出上しており、その数量はVE

区では縄文土器片 5点、石器840点、VII区では石器 2点である。

12)IV区の調査

① SRla:SRlaはⅣ区中央部やや東よりの C・ D-28・ 29グ リッドの32a層上面で確認 した河川

跡である。SRlb河 川跡 との重複関係は認められず、SRlaと SRlbは 同時期に存在 したと考え

られる。SRlaは ゆるく弧を描きながら南から北東へ延びており、更に調査区外へ続いていると

考えられる。方向は真北に対 してN-20°一Eで、調査区内での検出長は約16mである。断面形

はやや扁平な逆台形を呈し、壁面の立ち上がりはそれほど急激ではなく上端から3分の 1程の

深さで、あまり明瞭ではないが傾斜変換点が認められる。上端幅は4.4～ 5.95m、 下端幅は

0.81～ 1.61mである。下端は調査区南壁際では両上端の中心から若干東にかたよった位置にあ

るのに対して、調査区東壁際では逆に西にかたよっている。深さは南壁際で120cm、 東壁際で90

cm、 で底面の標高は南壁際4.95m、 東壁際5.10mと 北側が高 く南側が低 くなっている。しかし、

一様に北から南へ低 くなっているのではなく中央部北よりで一旦高まってから徐々に低下して

いる。底面にはあまり凹凸はない。堆積土は15層 に細分されるが、ほとんどが粘土層で全般的

に未分解の植物遺体を含んでいる。堆積上の中位には灰白色のシル ト質の火山灰が認められ、

この火山灰の降下した時期にはまだ完全には埋まりきっていなかったと判断できる。また、堆

積状況の観察から自然堆積によって埋まったものと考えられる。SRlaか らは遺物 は出土して

いない。
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② SRlbiSRlbは Ⅳ区中央部やや東よりの B・ C-28・ 29グ リッドの32a層上面で確認した河

川跡で、SRla河川跡に合流している。SRlbは北西から南東へ延びており、更に調査区外の西

側へ続いていると考えられる。方向は真北に対して N-62° 一Wで、調査区内での検出長は8.52

mである。断面形は不整な逆台形を呈し、壁面の立ち上がりは東壁が外反しながらやや急激に

立ち上がるのに対して、西壁はゆるく直線的に立ち上が り上端から4分の 1程の深さで傾斜変

換点が認められる。上端幅は1.97～ 3.19m、 下端幅は0.22～0.54mである。深さは調査区西壁

際で60cm、 SRlaと 合流する南東端部で80cmで、底面の標高は西壁際5.45m、 南東端部5,10mと

西側が高 く東側へ向かって徐々に低 くなっている。底面には部分的に凹凸が認められる。堆積

土は8層 に細分されるが、ほとんどが粘土層で全般的に未分解の植物遺体を含んでいる。堆積

土の中位には SRlaに もみられた灰白色のシル ト質の火山灰が認められ、この火山灰の降下 し

た時期にはまだ完全には埋まりきっていなかったものと判断できる。このようにともに堆積土

の中位に同様の火山灰が認められることからもSRlaと SRlbは 同時期のものと考えられる。

SRlbか らは遺物は出土 していない。

③ 出上遺物 :Ⅳ区の32a層上面からは、B-28グ リッド

より石匙が 1点出土している。石匙は縦形の石匙で、先端

部をわずかに欠損している。現存長102.8mm、 最大幅23.9

mm、 つまみ部長14.lmm、 重さ19.2gの 暗灰色を呈する珪

質頁岩製のものである。先端部は尖頭状をなしており、両

側縁は共に外弯 しているが a面の右側縁の方が左側縁よ

り強 く弯曲する。最大幅は先端部から3分の 2程の身部に

ある。身部は両面 ともていねいな押圧象J離が施され、素材

の劉離面は残されていない。つまみ部は最終的には a面か

らの剣離によって作 り出されており、断面形は不整なヒシ

形を呈する。

現在長

(mr)

最大幅

(mr)

最大厚

(m■ )

重 量

(9)

先端角

(角 度 )

石   質

つ   ま   み   部

長 (mr) 最大幅ω 最小幅耐 厚 (w)

102 8 23 9 74 硬質頁岩 14 1 54

0           3 cn

―
第79図 Ⅳ区32a層出土遺物実測図

(3)V区の調査

① SR2:SR2は D-18グ リッドに位置しており、方向性はほぼ直線的であり、真北に対して

はN-15° 一Eの方向を示す。検出された SR2の長さは5.2mで ある。上端幅は約50cm、 下端幅

は10～ 20cm、 深さ18～20cmを測る。埋土は基本層31層であり、その中位には灰白色の火山灰

の堆積が認められる。自然堆積により埋まったものと考えられる。
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② 32a層 中で検出された礫 iV区の32a層 中の多

量の礫が含まれており、その分布を第81図 に示した。 6
これらの礫はD-20aグ リッドにおいて集中する傾

向が認められたが、これに伴う遺構・遺物は検出さ

れなかった。また35層 (砂礫層)上面の調査では

D-20aグ リッドにおいて東西長約10mの高まりが

認められることから、32a層の礫の集中はこの影響

によるものと考えられる。

① 10Y R/黒色粘土細かな櫨物遺体を多く合む

第32図  VttS R 2セ クション図

③ 35層上面の地形について iV区東半部では35層上面の標高は5.50～ 6.00mである。西半部

ではボーリング調査によりその標高は3.90～5.60mで あり、北東方向に高 く、南西方向に低い

傾向が認められ、C・ D-14グ リッド付近には N-10°～20°一E方向の各状の地形の存在が推定

される。V区ではこのような35層上面の地形はその後の各層の堆積に少なからぬ影響を与えて

いるものと考えられる。

(4)VE区 の調査

① 土器 :32a層 中より5点の縄文土器片が出土している。全て体部破片であり、5点 とも胎土

に繊維を含む。外面に文様の施文されているものは3点 (第84図 1～ 3)であり、他の 2点 は

無文である。第84図 1は外面に単節 LR縄皮 (0段多条)が施文されたのち、半我竹管状の施文

具により数条の平行沈線文が施文されている。平行沈線の心心距離は1.5mm、 沈線の幅は 1

mmである。器厚は5.5mmを測る。第84図 2・ 3はクド面に半我竹管状の施文具により平行沈線

文が施文されている。第84図 2の平行沈線の心心距離は 4 mm、 沈線の幅は2 mm、 器厚 6 mm

で、第84図 3の平行沈線の心心距離は2.5mm、 沈線の幅は 1～ 1.5mm、 器厚 7 mmである。共

に内面は無文である。土器の出土点数が少ないため時期を特定し難いが、胎上に繊維を含むこ

と、地文に 0段多条。LR縄文の施文されているものがあること、半載竹管状の施文具により平

行沈線文が施文されていることなどから糸亀文時代早期末葉～前期初頭に位置付けられよう。

② 石器 i32a層 中より840点 の石器が出上している。その内容については第10章第 1節におい

て分析を加えている。

尚、第83図 におけるVE区南壁へ投影した遺物の垂直分布図では、31層から32a層 にかけて遺

物が分布しているが、出土層位は全て32a層 であるため、層の傾斜によって見かけ上両層にまた

がる分布 となっているものである。

(5)VⅡ 区の調査

VII区 においては、32a層は調査区全域で確認されている。32a層上面の標高は6.12mか ら6.38

mであり、上面には若子の凹凸が認められる。層厚は最も薄い箇所で12cm、 最も厚い箇所で36

0                  1
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第99図 VE区 32a層出土遺物実測図 16

cmであるが、平均して20cm前後の厚さである。

Ⅶ区の32a層からは 2点の石器が出土している。第101図 1は長さ52.2mm、 幅45。 8mm、 厚さ

9,9mmの薄形掻器である。調査区南側の中央部やや東よりの32a層下部より出土している。剣

片を素材としており、打面及びバルブの高まりは除去されずに残存 している。打面は原面打面

である。細部調整はすべて裏面より施されており、先端部から両縁部に及んでいる。刃部の角

度は65°である。第101図 2は長さ26.Omm、 幅42.5mm、 厚さ7.3mmの横形剣片である。調査区

北側の西壁よりの32a層下面より出土している。打面部は劉片劉離の打撃によってハジケてい

る。



A∝ IA 04

B眺
IB W

A ttA∝
B ЩB∝

0                        4m

第100図 Ⅶ区32a層遺物出上分布図

0                    5 cm

第101図 Ⅶ区32a層出土遺物

石 質
畷

rmm
`mm】

重
　
い

里
の

I 細 粒 珪 質 凝 灰 岩 52 2 原  面 120°

2 細 粒 珪 質 凝 灰 岩 75 粉砕 伏

第 表 Ⅶ区32a層出土遺物観察表



2.16層 の調査

(1)調査概要

①16層 の分布・上性 :16層はⅣ区からⅥ区にかけて分布する。層厚はV区では10～ 13cm、 Ⅵ区

では3～ 5 cmで ある。16層 は平面分布において16a層 と16b層 に細分される。16a層 は10YR4/

1褐灰色粘土、16b層 は2.5Y3/1黒褐色粘上で黒色粘土 と5Y7/2灰 白色粘土 と互層になってい

る。16a層 は泥炭質粘土層 Aで、16b層 は泥炭質粘土層 Bである。

②16層 上面の標高 。地形 :16層上面 の標高 はV ttD 20グ リッドで8.06～ 8.16m、 Ⅵ 区で

8.08～8.14mと 平坦であり、起伏は少ない。

③検出遺構 と出土遺物 :Ⅳ区では16層上面において杭が 1本検出されている。遺物は出上して

いない。V区・Ⅵ区では遺構・遺物は検出されておらず、V区において16層上面における16a層

と16b層の分布状況の調査が行なわれた。

(2)Ⅳ区の調査

①杭 5(第 102～ 104図、写真108):杭 5は D28aグ リッド14層上面まで伸びていたことが確認

されている。丸太材を素材 としており、先端には加工痕が認められる。

(31 V区 の調査 (第 105図 、写真109)

D19・ 20グ リッドにおいて16層上面における16a層 と16b層の分布状況を調査した。16a層 の

平面プランは不定形であり、それぞれの面積は0.01～0.56m2、 平均で0.09m2で ぁる。16a層 の

分布面積は調査面積61.4m2に対 して12.9m2で、16a層 と16b層の平面プランの面積比は21:

79で ある。また壁面観察からは、16b層が自然堆積層であるのに対し、16a層 は16b層が何らか

の要因によって分解 したものと考えられ、その分層は明確なものではない。さらに縞状に見え

る16b層 は、16a層 と分層される付近においてのみそのまま上方へ引き上げられているような

状況のあることが確認されている。16a層の断面形は上端が広 く下端が狭いもの、上端が狭 く下

端が広がるものがある。検出状況からは16a層 は人為的な攪乱等によって形成されたものとは

考え難い。尚16層上面において足跡は検出されていない。

3.13b層 の調査

(1)調査概要

①13b層の上性・分布 :13b層 は責褐色を呈するシル ト質粘土で、13c層 をブロック状に含むこ

とを特徴 とする層である (写真120参照)。 Ⅳ区西半部から中央部にかけて (B-24グ リッドか

らB・ C-29グ リッドまで)分布しており、その分布域は水田跡の範囲内に限られる。以上の

ことから13b層 は13c層及び14層 の一部を起源 とし、それらを耕作することによって形成され

た水田土壌であるといえる。層厚はB-28グ リッド付近では 4～10cmである。

②13b層上面の標高と地形 :13b層上面の標高は最も高い所で8,71m(B-27グ リッド)、 最も
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低い所で8.50m(D-28、 BoC-25グ リッド)で、地形は13b層 の分布する範囲内のほぼ中央

部及び北東隅が高 く、全体的には北北東から南南西への傾斜 となっている。水田面の標高は

8.50～ 8.71mで、勾配はA一A個で10cm/13.9m、 これと直交する方向の勾配は 10cm/125mで

ある。

③検出遺構 と出土遺物 :13b層 においては水田域の北―東―南の三方が明らかな水田跡が検出

されており、13b層及び13c層中から各 1点の石器が、また13c層上面からは木製品 1点が出土

している。

12)13b層水田跡 (第 106図 、写真110～123)

①検出状況 :13b層 の水田跡は直上の層で13a層 を数 mmあ るいは 1～ 2 cmずつ面的に掘 り

下げることによって畦畔のプランを確認し (写真110、 111、 116参照)その後、水田面及び非耕

作部分 (13c層)の上に残る13a層 を除去することによって検出した。水田跡はB-24グ リッ

ド以東、B・ C-29グ リッド以西の範囲で検出されており、水田域は南北辺を短辺 とする短辺

14.lm、 長辺37.8m以上の長方形を呈するものと考えられ、今回の調査区内で検出された水田

跡はその東端部分にあたる。検出された水田域の面積は5993m2で ぁる。

②水田の構成 :13b層水田跡は、水田域 と非耕作部分とを区画する畦畔、水田域内を南北に通る

畦畔、及びその間を互に東西方向に延びて水田 1枚 1枚を区画する畦畔と、それらによって区

画された水田とによって構成されている。水田は12枚検出されている。各水田には①～⑫の番

号を付した。水田域は南北辺を短辺とする長方形を呈すると考えられ、今回の調査区内では北。

東・南の三方が明らかになっている。水田域は更に西俣1へ広がるものと考えられる。なお、こ

の水田跡では水路は検出されておらず、水田面にも足跡 と思われる痕跡は確認されなかった。

I)水田域と非耕作部分 とを区画する畦畔 (以下畦畔 ACと よぶ):畦畔A-1は 水田域の北縁

を区画する畦畔で方向はN-72°一Wである。検出長は14.5mであるが更に調査区外の西側へ延

びるものと考えられる。上端幅は13～40cm、 下端幅は20～ 50cmであり、この畦畔の南側の水

田面 との比高差は2.0～ 7.5cmで ある。畦畔A-2は 水田域の東縁を区画する畦畔で方向は

N-19°一Eである。検出長は21.4mで あるが調査区外の南側に若千延びるもの と考えられる

(推定長23m)。 上端幅は 5～ 31cm、 下端幅は35～82cmで あり、この畦畔の西側の水田面 との比

高差は0.7～ 6.5cmである。畦畔A-3は 水田域の南縁を区画する畦畔で方向はN-74°一Wで

ある。検出長は33.Omであるが更に調査区外の西側及び東側に延びるものと考えられる。上端

幅は4～43cm、 下端幅は31～63cmであり、この畦畔の北側の水田面との比高差 は1.1～ 7.5cm

である。尚、畦畔Aの直下には擬似畦畔Bが認められる。 (写真121)

�)水田域面を南北に通る畦畔 (以下畦畔 BCと よぶ):畦畔Bは水田域の東縁を区画する畦畔

A-2に平行し、水田域の北縁及び南縁を区画する畦畔A-1、 A-3に直角にとりつく畦畔



である。調査区内では 3条検出されているが、全長を確認できたのはそのうちの 1条だけであ

る。畦畔B-1は畦畔A-2か ら西へ7.8～8.2mの 距離をもち、方向はN-18°一Eである。長

さは22.Omで、上端幅は 6～ 22cm、 下端幅は21～39cmであり、この畦畔と水田面 との比高差

は東側 で0.2～ 4.2cm、 西 側 で0.3～4.2cmで あ る。畦 畔 B-2は 畦 畔 A-2か ら西 ヘ

15.7～ 16.2m、 畦畔B-1か ら西へ 8mの距離をもち、方向はN-19°一Eである。検出長は

210mであるが、 更に調査区外の北側へ延びるものと考えられ、畦畔B-1と 同様の長さをも

つものと思われる。上端幅は 4～ 26cm、 下端幅は20～39cmで あり、この畦畔と水田面との比

高差は東側で0.2～ 5.4cm、 西側で0.4～4.9cmである。畦畔B-3は畦畔A-2か ら西へ29.1

m、 畦畔B-2か ら西へ13.0～ 13.5mの 距離を持ち、方向はN-19° 一Eである。検出長は9.75

mであるが、更に調査区外の北側へ延びるものと考えられる。上端幅は 9～ 30cm、 下端幅は

28～48cmで あり、この畦畔と水田面 との比高差は東側で1.0～3.7cm、 西側で1.6～3.3cmであ

る。

�)水田を区画する畦畔 (以下畦畔 CCと よぶ):畦畔Cに は、畦畔A-2と 畦畔 B-1と の間

の北半にみられる東西方向の畦畔 (畦畔C-1～ 3・ 5・ 6)と、畦畔B-2に 直角にとりつ

きわずかに 1～ 1.5m程東に延びそこで途切れる畦畔 (畦畔C-7・ 8)、 及び水田を南北方向

に区切る畦畔 (畦畔C-4)と がある。上端幅 5～ 20cm、 下端幅20～38cmの ものが多 く、上

端幅は最大29cm、 最小 3 cmで、下端幅は最大46cm、 最小15cmである。水田面 との比高差は

2～ 3cmの所が大半で、最 も大 きい値 は4.9cmで ある。尚、畦畔C-7・ 8は他の畦畔 と

は異なっており、たとえばつくりかけもしくはなかば取 りはずされたような状態である点が特

徴的である。

�)区画 :水田1枚毎の区画は主に畦畔Cに よってなされており、畦畔C-7・ 8が延長する

ものと仮定すると12枚の水田が検出されたことになる。水田は、水田①～③ o⑥ o③・⑩のよ

うにやや細長い長方形を呈するものと、更にそれを2分した水田④・⑤、及び水田⑦・⑨・⑪・

⑫のようにやや大きい区画のものとからなる。しかし何らかの理由で途中で切れているものの、

区画を意図していると思われる畦畔C-7・ 8の存在を考えれば、水田①～③ o③のような水

田を基本としているといえよう。水田1枚の面積は、最小の水田⑤が6.lm2、 最大の水田①が

184.2m2以 上であるが、基本となると考えられる水田①～③及び⑥の面積は■.5～16.7m2でぁ

り、その平均値は14.2m2で ぁる。

v)水口 :水回は畦畔C-1で 2ケ所、畦畔A-3、 B-3、 C-2・ 6・ 7で各 1ケ 所の合

計 7ケ所でしか検出されておらず、すべての畦畔に設けられているわけではない。大部分の水

回は畦畔 と畦畔の交差部分に設けられてお り、畦畔 B-3の 水日以外はすべて東西方向の畦畔

に設けられている。水口には杭列などの施設は認められず、すべて畦畔を切るような形でつ く
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-8.70m

-8.65m

-8.60m

-8.55m

-8.50m

②  ③  ④  ⑤  ⑥  ①～⑥  ⑦ ③⑨⑩

Ⅳ区13b層水田跡水田面標高測点値分布図 (測点は50cmメ ッシュ)

られているが、その幅は一定ではない。

�)各水田面の標高と区画 :第 107図にように水田区画のほぼ明らかな水田①卜⑩の水田面の標

高は8.712～8.478mである。水田面の高低差は水田①～⑥では4～ 6 cln、 水田⑦で約12cm、

水田③ o③・⑩では約20cmで ある。この13b層水田囲では水田面の勾配が小さく水田①～⑥で

は高低差4～ 6 cmの水田区画がなされているが南北に隣接する水田間に微妙な高低差が存在

していることも知られる。畦畔C-1・ 2に設けられた水口からも用水の流れは北から南へ勾

配に沿ったものと考えられる。しかし、水田①～⑥の標高測点値の分布は隣接する水田間では

重なる部分が多く、用水の流れは緩慢なものであり、停滞的な状況も考えられることから、こ

れら①～⑥の水田区画は地形に規則された面は少ないと判断される。

③出上遺物 :遺物は13a層中から石器1点 (第 108図 1)、 13c層上面から木製品1点 (第 108図
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2)13c層中から石器 1点 (第 108図 3)力 出ゞ上している。

第108図 1(写真348-1):D-27グ リッドから出土した有茎の石鏃である。先端部両側縁 と基

部両側縁のパティナが異なる (ス クリーントーンの部分)。 石質は硬質頁岩である。

第108図 2(写真363-1):D-28aグ リッドから出上した 2孔を有する板状の本製品である。この

木製品の出上位置は13b層水田跡の畦畔A-2の東側の非耕作部分にあたる。表面は平滑であ

るが裏面には凹凸がみられる。側縁には何ケ所か緊縛痕 と考えられる凹みがみられる。上部の

完存する孔は表面の径が 8～ 121111mで あるのに対 して、裏面の径は13～18mmと広い。残存長

は23.7crn、 幅8.7cm、 厚さ8 mmで、樹種はクヌキ節の一種であり、木取 りは柾日である。こ

の木製品の用途については、全体の形状が板状を呈すること、孔を有すること、緊縛痕 と考え

られる凹みが側縁に認められることから、田下駄 と判断される。

第108図 3(写真348-2):C-29グ リッドから出上した二次加工のある劉片である。打点は頭部の

剣離により失われている。頭部の剣離面縁辺に二次加工痕が、未端部に微細鋼離痕が認められ

る。また表面右側縁付近に自然面を残している。石質は流紋岩である。

④13b層水田跡について :13b層水田跡は畦畔A・ B・ Cと畦畔により区画された水田により構成

されている。畦畔A・ BoCの間に規模の差はさほど認められないが、畦畔Aについては水田

域と非耕作域を画する畦畔であること、等高線に直交あるいは平行する傾向がみられ、企画性

のある長方形の水田域を形成していることから、水田を作るに際して基軸 となる機能が考えら

れる。畦畔Bについては、水田⑥ o③・⑩と水田①の存在により、基本となる水田区画①～⑥

とは異なり、水田域をいくつかに区割する機能が考えられる。また畦畔Cについては基本とな

る水田区画をなす機能が考えられる。しかし、第107図によれば③ o③ o⑩には測点値の集中が

北半部において標高8.66～8.62m付近と、南半部において8.57～8.53m付近の2箇所認めら

れ、標高の低い方の測点値の集中は水田⑦の測点値の集中と同様の傾向を示す。このことは畦

十         十         十

第109図 Ⅳ区 13b層水田跡平面図



畔A-1・ 2・ 3と 畦畔B-1に よる区画と、水田③・③・⑩においては共に標高測点値の集

中が北半部と南半部にあり、前者においては畦畔C-6の存在によって、より高低差の少ない

2つの区画がなされ北半部だけが基本となる水田区画がなされた状況を示しており、後者にお

いても畦畔C-6と 同様の機能をもつ畦畔の存在が予想され、畦畔C-6については区割の機

能 と考えることができる。つまり、13b層水田跡では水田域における区割が基軸 となる畦畔Aヤこ

直、交あるいは平行する畦畔によって行なわれ、その単位は水田⑦に認められるといえる。

4。 12層 の調査

(1)調査概要

①12層 の分布・土性 :12層 はⅣ区及びⅥ区の調査区のほぼ全域に分布する層で、Ⅳ区では褐灰

色を呈するシル ト質粘土、Ⅵ区では黒色の粘土 と層相が若千異なっているが、層序関係から同

一の層と考えられる。層厚はⅣ区D-29・ 30グ リッド付近で 5～ 10cm、 Ⅵ区で 3～ 7 cmで あ

る。しかしⅥ区の調査区東端部では5 cln以下と非常に薄 くなっており、部分的に12層が認めら

れないところもある。

②12層上面の標高と地形 :12層上面の標高は、Ⅳ区では8.78～ 8.92cmで、調査区南壁によれば

東側がやや高 く西側へむかって徐々に低下している。Ⅵ区では8.34～ 8.92mであり、全体的に

は調査区の南西部から北東部へむかって傾斜しているが、標高が最も低いのは調査区中央部で

ある。

③検出遺構 と出土遺物 :12層上面においてⅣ区・Ⅵ区ともに 1条ずつの大畦が検出されている。

また、Ⅵ区では12層上面で人間のものと考えられる無数の足跡が確認されている。遺物はⅣ区

から石器が 5点、Ⅵ区から樹木片38点 とクルミ3点が出土している。

(2)Ⅳ区の調査

①12層水田跡 (第 110図 )

i)水田の構成 :12層水田跡は、幅 1～ 2mの大畦と水田面によって構成されている。この大

畦によってのみ水田 1枚 1枚が区画されていたとは考えにくいが、それ以外の畦畔は確認され

なかった。尚、この水田跡に伴う水路・水口・足跡等は検出されていない。

a)大畦 :大畦は周囲の上を盛って作 られた土盛 り畦畔である。方向はN-24°一Eであり、検

出長は25.55mである。上端幅は0.29～ 0.83m、 下端幅は0.94～ 1.64mで、断面形は扁平な台形

状を呈する。水田面 との比高差は東側で2.4～ 3.3cm、 西側で 2～7.lcmである。

�)出土遺物 :遺物は石器 5点 (第111図～第m3図 )が出上している。

第■1図 1(写真3483):2次カロエのある劉片である。D-26bグ リッドのほぼ同一地点において

12層上面から出土した石器 1点 (第348図 la)と 、1la層最下部から出土した石器 1点 (第348図 1

b)が接合したものである。両者の出土レベルの差はほとんどなく、重なり合った状態で出上し
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ている。鋭い 1側縁に微細象J離痕が認められる。また他の 3側縁は全て折れ面である。石質は

安山岩である。

第112図 1(写真3484):微細剣離痕のある象」片である。D-27bグ リッド近接した地点において

1la層 中か ら出上 した石器 1点 (第348図la)と 、12層中から出上 した石器 1点 (第348図 lb)が接

合 したものである。両者の出土地点間の距離は約40cmである。鋭い 1側縁に微細剣離痕が認め

られる。また他の側縁については、 3側縁が折れ面であ り、 1側縁は自然面である。表面では

この自然面の側縁に沿って擦面 (ス クリーントーン部分)が認められる。石質は安山岩である。

第112図 2(写真3485):D-26bグ リッド12層 中より出土 した象」片である。表面は自然面であ

り、末端部には折れ面が認められる。石質は珪質凝灰岩である。

第113図 1(写真3491):D-27aグ リッド12層中より出土 した微細劉離痕のある象」片である。鋭

い 1側縁に微細剣離痕が認められ、これを反対側の側縁には裏面か ら二次加工が施 されている。

他の側縁については、 2側縁が折れ面であ り、 1側縁は自然面である。表面には擦面があり、

稜が失われている (ス クリーントーン部)。 また表面の一部には節理面が認められる。石質は安

山岩である。

第H3図 2(写真3492)iC-24dグ リッド12層中より出土 した敲打痕のある石器である。末端

部に敲打痕が認められる。石質は珪質凝灰岩である。

(3)Ⅵ区の調査

①12層水田跡 (第 114図、写真124。 125)

i)水田の構成 :12層水田跡では大畦 1条のみが検出され、水田を区画する小畦や水田耕作に

ともなうその他の遺構は検出されなかった。この水田跡にともなう酸化鉄の集積層は認められ

なかった。

a)大畦 :大畦は周囲の上を盛って作 られた土盛 り畦畔である。方向性はN-54°一Wである。

8.64mに わたって検出されている。断面形は非常に扁平な台形状を呈する。上端幅0.79～1.52

m、 下端幅1.84～2.18mを測る。水田面との比高差は東側では0.4～ 2.2cm、 西側では0.9～4.2

cmである。

�)足跡 :12層水田跡を検出した段階で無数の足跡を検出している。これらの足跡は大畦上に

は認められないが、その他水田面全体に広がる。形が崩れているものや重なりあったと考えら

れる不明瞭なプランも多いが、明確なものについては長 さは25cmを 中心に14～ 35cm、 幅 7

～18cmの人足形又は細長い楕円形である。深さは1.0～ 8.lcmで ある。その形状・規模から見

て、人間の足跡ではないかと想定される。足跡の分布に規貝J性は認められない。足跡の中には

足の向きがわかるものがあるが、歩行経路を把握することはできなかった。足跡の分布密度は

B-4グ リッドにおいては l m2ぁ たり約6.6個検出されている。
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�)出主遺物 IBC‐-5グリッド、調査区南東瑞を中心に本片38点、タルミ3点が出土した。樹

木片には人為的な加工痕は認められない。木片38点中2点を樹種同定した結果、オニブルミと

エゴノキ属の‐種であった。

141 12層水田跡について

12膚水田跡は、第16次調査ⅣI区 とⅥ区において検出されている。この水田跡は、13ble水口跡

との間には1説層、H娼永田跡との間には1lbyeが介在している.。 下部では■彊 D耕作により、

11“層の存在|し なと―`ところもある。第13螂査ではV区においては12層の水田土壌はなく、本来

186



12層水田跡がV区に も存在 し、11』冒の耕作によりな くなったとは考 え難い。12層水田跡はその

水田域がⅣ区とⅥ区に分かれていたと考えられるが、今後の調査により解明されるべ き課題で

ある。

5。 1la層 の調 査

(1)調査概要

①lla層の分布・土性 :1la層 はⅣ区からⅦ区にかけて分布する。層厚はⅣ区D-30グ リッドで

10～ 15cm、 V ttD-21グ リッドで15～ 20cm、 D-13グ リッドで25～30cm、 VE区で 6～ 10cm、

Ⅵ区で15～ 20cm、 Vl区で 3～ 6 cmで ある。V区西南部・VG区において層厚が厚い。この層

は泥炭粘土層Aであり、弥生時代桝形囲式期の水田土壌である。■a層の上面はほぼ平坦である

が、下面には細かな凹凸がみられる。層相はⅣ区D-29グ リッドでは2.5Y6/1責灰色粘土、V

区D-13グ リッドで 5Y5/1灰色粘土、VII区で10YR4/1褐灰色粘上である。層相変化 としては、

Ⅳ区において粘性が強 く、西方へいくにつれて弱 くなり層中に植物遺体を比較的含むようにな

る。また層全体の色調は東方へいくにつれて明るくなる。またV区西南部では1la幅の存在が確

認されている。

②lla層上面の標高・地形 :■ a層上面の標高はⅣ区南東部 D-29。 30グ リッドで9.01～8.91m、

V tt D-20・ 21グ リッドで8.86～8.77m、 D-13・ 14グ リッドで867～ 8.50m、 VE区 で

8.70～8.59m、 Ⅵ区で8.80～8,70m、 Ⅶ区で8.30～ 819mと 、V区西半部でやや低 くなっている

が、全体 としては東方に高 く西方に低い傾向がある。

③検出遺構 と出土遺物 :■a層上面においてⅣ区・V区・Ⅵ区・Ⅵl区で水田跡を検出している。

Ⅳ区では大畦 2条 と、12層上面において濤状遺構 1基 (SXl)を検出、遺物は弥生土器 1点、

石器 5点が出土している。V区では大畦 6条・杭列 2列・・杭 2本 と濤跡 1条 (SDl)を検出、

遺物は弥生土器 1点、弥生土器片 2点、石器 1点が出土している。SDlは 1la層水田跡 と重複

関係があり、SDlが 1la層水田跡より新しい。Ⅵ区では大畦 1条 を検出、Ⅶ区では大畦 1条 と

小畦により区画された水田10枚が検出されている。

(2)Ⅳ区の調査

①lla層水田跡 (第 115図 、写真126～ 141)

i)水田の構成 :Ⅳ区においては、2条の大畦と、水田耕作に関わるものと考えられる痕跡 (S

Xl)が検出されている。ここでは 2条の大畦のうちB・ CeD-28・ 29グ リッドで検出され

たものを大畦 1・ C-25。 26グ リッドで検出されたものを大畦 2と する。なお、水田面は面積

の広さ及び1la層上面の高低差等から大畦のみによって区画されていたものとは考えにくい

が、 1枚 1枚の水田を区画する畦畔を確認することはできなかった。

a.大畦 :大畦は周囲の上を盛って作 られた土盛 り畦畔である。大畦 1は 方向性N-21°一Eで



南北30.42mに わたって検出されている。上端幅は041～ 0.92m、 下端幅は1.45～ 2.18mで あ

る。断面形は馬平な台形状を呈 し、水田面 との比高差は東側で0.4～5.6cm、 西側で2.5～ 7.lcm

である。大畦 2は方向性N-21°一Eで大畦 1に 平行する畦畔である。実際に検出できた長さは

南北2.02mで あるが、その延長上の調査区北壁においても盛 り上が りが確認されたので北壁ま

で延びているものと考えられ、北壁までの長さは14.65mである。.上端幅は0.80～ 1.01m、 下端

幅は1.95～ 2.1lmで ある。断面形は扁平な台形状を呈しており、検出された部分での水田面 と

の比高差は東側で3.5～4.lcm、 西側で2.6～ 4.2cmである。

b.SXl(第 116図 、写真132)iSXlはⅣ区西部、C-24bグ リッドに位置する。12層上面で

検出された。SXlの方向性は東北方に張り出す弧状を呈しており、検出された長さは約 4m

である。上端幅 は27～130cm、 下端幅16～ 115cmで ある。深 さは 8～ 14cm、 底面の標高 は

8.50～ 8.39mである。底面には凹凸がみられる。SXlの濤状になっている所に入っている土

壌は1la層である。1la層 は自然堆積層ではなく水田土壌であるため、SXlの形成は1la層 の

形成以降であり、その性格は1la層 の水田耕作に関わる何 らかの痕跡があることが想定される。

またSXlの底面には長さ10～ 22 5cm、 深さ2～3.5cmの 三ケ月形あるいは細長い楕円形の

落ち込みが 5基 (Pl～ 5)認められた。これらの落ち込みに入っている土壌は1la層であり、

中でもPlは残存状況が良好で■a層 を掘 り上げて石膏で型取 りをしたところ、厚さ 2 cm、 先

端がU字型を呈 し、断面形が扁平な三ケ月形の鋤先の痕跡であることが考えられた。(写真133・

136・ 139)こ のことは他のP2～ 5に ついても同様のことが考えられ、SXlの形成 と密接な

関連をもつものと判断される。 (写真134・ 135。 137・ 138・ 140。 141)。

�)足跡 :Ⅳ区の1la層水田跡では、水田面でもまた畦畔上においても足跡は検出されなかっ

た。

iii)出土遺物 :遺物は■a層から弥生土器 1点 (第 117図 1)、 石器 5点 (第 117図 2・ 第118図 )

が出上している。

第117図 1(写真130・ 131・ 3451)C-26aグ リッド1la層上面から24片 に割れて一括出土してい

る。第115図 に示すように出上位置は大畦 2の上面及びその周辺であり、分布域は東西1.9m、 南

北1.7mの範囲である。器形は頸部下半はゆるやかに立ち上が り、頸部上半では垂直気味とな

り、日縁部は内弯しながら外傾する壷である。口縁部と頸部の境は屈曲しており、内面には稜

が形成されている。体部上端から口縁部にかけて約1/2が残存しており、他に体部及び底部の破

片は出土していない。地文は単節 LR縄文が口縁部と体部上端に施文されている。口縁部中位に

は幅 4～ 5 mmの ナデが横方向になされ、体部上端には幅 2 mmの沈線が 1条横方向に施文

されている。推定口径は14.3cmである。器厚は口縁部で 4～ 6 mm、頸部で 7～ 8 mmである。

第H7図 2(写真349-5):D-28dグ リッド1la層中から出土 した石核である。素材は剣片であ
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る。表面には節理面がみられる。また表面末端部は自然面である。石質は流紋岩である。

第118図 1(写真3501):D-27cグ リッド1la層 中か ら出土 した微細剣離痕のある石器であ

る。素材は祭J片 である。裏面の右側縁 と末端、左側縁の一部に微細剣離痕が認められる。表面

は自然面である。石質は珪質凝灰岩である。

第118図 2(写真3493):C-27cグ リッド1la層 中から出上 した有茎の石鏃である。石質は硬

質頁岩である。

第118図 3(写真3494)iC-26cグ リッド1la層 中から出上 した有茎の石鏃である。末端には

折れ面が認められる。石質は玉髄である。

第■8図 4(写真3502):擦面 と敲打痕のある石器である。C-25cグ リッド1la層 中から出土

した石器 1点 (第 118図 4a)と 、D-26aグ リッド10a層最下部中から出土した石器 1点 (第 118

図)4b)と が接合 したものである。両者の出土地点間の距離は4.4mである。素材は礫である。表

面には擦面が認められる。また両側面には敲打痕がある。10a層最下部から出上 した第118図4b

は全面にススが付着 しているが、第118図 4aに はそれがみられない。これは第118図 4が 2つ

に割れた後に第118図 4bだ けが火熱を受けたことを示している。

(3)V区 の調査

①lla層水田跡 (第 119図、写真142～ 166)

i)水田の構成 :1la層水田跡では大畦 6条 (大畦 3～ 8)と 杭列を 2列 (杭列 1・ 2)を検

出している。

a,大畦 :大畦は 6条検出されており、方向性は直線的である。そのうち大畦 5～ 8の 4条の

方向はN-18°～38°一Eでありほぼ平行している。大畦間の距離は下端間の距離で大畦 5と 6で

10.2～ 12.5m、 大畦 6と 7で8.9～ 12.lm、 大畦 7と 8で13.5m程である。また大畦 4は大畦 5

に取 り付いており、方向はN-58°一Wである。大畦 3は N-29°一Wの方向を示す。規模につい

ては、大畦 3は上端幅25～ 88cm、 下端幅140～ 212cm、 大畦 4は 上端幅194～ 208cm、 下端幅

360～ 364cm、 大畦 5は上端幅118～ 255cm、 下端幅281～ 414cm、 大畦 6は上端幅107～ 165cm、

下端幅263～ 335cm、 大畦 7は上端幅10～87cm、 下端幅93～ 279cm、 大畦 8は上端幅61～ 100cm、

下端幅141～200cmである。各大畦の断面形は扁平な台形状を呈する。水田面 との比高差は 1

～12cmである。

bo t丸テ」・ん花

杭列 1(第120図～第126図、写真151・ 152):杭列 1は V区北西部、B-14dグ リッドに位置する。

1la層上面で検出された。杭列 1の 方向性はほぼ直線的であり、大畦 8に沿うように伸びている

が、方向はN-50°一Eと 大畦 8と やや異なる。検出された杭列 1の長さは3.30mである。北東

方向にはまだ伸びる可能性はあるが、調査区内では23本の杭が杭列を構成している。杭列は大



きくA群 (杭 7～12)と B群 (杭13～29)の 2群に分かれており、その間隔は1.28mである。

杭列周辺から樹木片が出上しており同定のなされた 3点は全てクリ材であった。各杭は全て打

ち込み杭であり、両群においてその間隔は 4～30cmで規則性はみられないが、大半は密接に打

ち込まれている。杭の配置については2本 1単位と考えられるものが両群に認められる。(杭 7

と杭 8、 杭 9と 杭10、 杭11と 杭 12、 杭13と 杭14、 杭15と 杭16)各杭の先端の標高は8.34～ 8.58

mである。各杭の形態については先端の加工がなされていない点で共通′性が認められ、素材に

ついては杭11を 除き他の全ては樹皮面を残した分割材を用いている。各杭の長さは25.6～ 54.1

cm、 杭11を除 く各素材の推定半径は3.1～ 11.2cmで ある。各杭の樹種は全てクリ材である。ま

た杭列 1で は各杭の間に接合関係が 2つ認められる。接合関係 1は A群の杭 9の頭部と杭10の

頭部が接合するものである。接合部付近には両者に焦痕がある。接合関係 2は B群において杭

24と杭27が分割面同志で接合し、さらに杭24の頭部 と杭26の頭部、杭24と 杭27の先端と杭17の

先端が接合するものである。尚、杭26に ついては図示されていないが、杭27に 近接した位置で

検出されている。このことは頭部と頭部の接合する杭 9・ 杭10。 杭24・ 杭26に ついては打ち込

みあるいは差し込まれた時の形態のまま遺存していることが明らかとなったことになる。また

検出時ではこれら4本の杭の頭部は1la層上面より4～10cm上 に出ているが、これは1la層や

その上下の各層が泥炭質粘土層であることから脱水・収縮作用及び圧密の影響による可能性が

あり、本来杭の頭部は地表面にはさほど出ていなかったものと考えられ、他の杭についても同

様のことが想定される。杭列の性格については大畦 8と の関連が考えられる。

杭 6(第 120図 。第122図、写真150):杭 6は V区西端部C-13aグ リッドに位置する。この位置

は大畦 8の下端 と上端の中間である。1la層上面で検出された。杭 6は打ち込み杭である。素材

は丸太で、先端の加工はなされていない。残存長は37 4cmで、樹種はスギである。

杭列 2(第 121図・第127・ 128図、写真153～ 159):杭列 2は V区南西部D-14グ リッドに位置

する。1la層上面で検出された。杭列 2の方向性はほぼ直線的であり、大畦 7の延長線上に伸び

ており、方向もN-40°一Eと 大畦 7の方向と近似している。検出された杭列 2の長さは745m

である。南西方向にはまだ伸びる可能性はあるが、調査区内では10本の杭が杭列を構成してい

る (杭30～杭39)。 杭30～ 33・杭34～ 37に まとまりがみられる。杭列周辺からは樹木片が出上し

ており同定のなされた 6点については 1点がクリ、他の 5点はケンポナシであった。各杭は全

て打ち込み杭であり、その間隔に規則性はみられないが、中には杭31と 杭32、 杭34と 杭35、 杭

36と 杭37の ように 2本 1単位 と考えられるような配置をなすものもある。各杭の形態について

は樹皮面を残した分割材を素材としているものが 2本、丸太材を素材 としているものが 8本で

あり、先端の加工は杭36を除き全てなされていない。各杭の残存長は6.6～138.4cm、 各素材の

半径及び推定半径は1.3～9.Ocmである。樹種は杭30・ 杭32・ 杭38がケンポナシ、杭39が カエデ





属の一種 。杭31・ 杭33～ 35。 杭37がクリであり、同定のなされていない杭36を除き全て落葉広

葉樹が用いられている。杭列の性格については大畦 7と の関連が考えられる。

杭40(第 128図):杭40は V区中央部B-16グ リッドに位置する。1la層上面で検出された。杭40

は打ち込み杭である。素材は分割材で、先端の加工はなされていない。残存長は4.8cmで、樹

種はクリである。

C.水田面の標高・地形 :水田面の標高は8.5～ 8.86mで、北東方向に高 くD-14グ リッド付近

が最も低い。等高線をみるとD-14bグ リッドからB-15dグ リッドにかけて大畦 7の西側に

沿って谷状の地形がみられる。V区西半部の20地点によるボーリング調査の結果では、北北東

方向に伸びるこの谷状の地形はほぼ同じ位置で砂礫層上面においてもみられる。(ま た前述のよ

うにV区東半部の深掘りにおいては同様の方向を示す砂礫層上面の高まりが確認されている。)

このことは砂礫層上面の起伏が■a層上面においても認められることを意味する。

d。 出土遺物 :遺物は弥生土器 1点 (第129図 1)、 弥生土器片 2点 (第 129図 2・ 3)、 石器 1

点 (第 129図 4)が出上している。

第129図 1(写真160。 162・ 163・ 3454):第 129図 1は C16グ リッド中央部 。C17bグ リッド、C

18a・ bグ リッドの中央部の 3地点から出土した弥生土器片407点が接合したものである。出土層

位は3地点とも1la層中である。C-16グ リッドからは 8点の破片が出土、東西17m、 南北2.8

mの範囲に分布、C-17グ リッドでは大畦 6の中から243点の破片が出土、東西1,7m、 南北1.0

mの範囲に分布し、大半は東西・南北30cmの範囲の中に集中して出上している。またC-18グ

リッドからは156点が出土、東西2.Om、 南北2.2mの範囲に分布している。残存状況は全体の約

2/3で ある。器形は体部上半に最大径をもち、肩部が張り、頸部はほば垂直に立ち上がり、口縁

部がやや外傾する壷である。器高36.Om、 回径10 7cm、 底径10.8cm、 体部の最大径は33.8cm

を測る。器厚は口縁部から頸部にかけては5 mm、 体部は 5～ 6 mm、 底部は 6～ 7 mmで あ

る。容積9.12′ である。地文は体部に単節 LR縄文が施文されているが下端部は無文である。口

唇部には単節 LR縄文が施文されており、日唇直下に幅1.5mm程の浅い沈線文が横方向に施文

されている。器面の調整は、口縁部から頸部にかけての内外面、体下端部にはミガキがなされ

ている。底部には木葉痕がみられる。また底部は焼成後、外面から穿孔されている。 3地点か

ら出上した破片と郡位の関係については、C-16グ リッドからは口縁部の一部 と底部から体下

端部の一部の破片が出土、C-17グ リッド・ C-18グ リッドからは他の吉呂分が出土している。

第129図 3(写真161・ 3453):C-16cグ リッド1la層上面から出土した弥生土器の破片である。

出上位置は大畦 6の下端付近である。器形は鉢であろうか。地文は単節 LR縄文であり、幅 1

～1.5mmの沈線により変形工字文が施文された後、部分的に地文が擦 り消されている。器厚 5

mmを測る。
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第129図 2(写真3452):D-16bグ リッドユa層中から出上した弥生土器の破片である。出土

位置は大畦 6の下端付近である。地文は単節 LR縄文であり、器厚 4 mmを 測る。

第129図 4(写真3511):D-18a・ bグ リッド中央部1la層 中から出上した微細象」離痕のある

石器である。出上位置は第129図 1の C-18a・ bグ リッドの分布範囲の中にあり、第129図 1の

破片とともに出上している。素材は象J片である。表面右側縁 と末端部に微細象」離痕が、また表

面右側縁と裏面左側縁に部分的に光沢痕が認められる。石質は流紋岩である。

e.水田面の状態 :B・ C・ D-13～ 15グ リッドでは、1la層 の最上部に植物遺体を多 く含む部

分が第119図 にスクリーントーンで示した範囲で確認されている。この範囲内においては1la層

は等高線に沿った長軸をもつ楕円形及び長楕円形の範囲で残存している。これはこの範囲がV

区でも最も標高の低い部分であることから、ある種の植物によって■a層が変化した可能性を

考えることもできる。またこの範囲には小さな濤状の落ち込みもみられており、これは谷状の

地形に起因するものかもしれない。

SDl(第 130図、写真164・ 165。 166)iSDlは C・ D-21グ リッドに位置する。na層水田

跡大畦 3と 重複関係があり、SDlは大畦 3よ り新しい。検出長は19mである。方向性は北半

部では弧状を呈するが南半部は直線的である。断面形はゆるやかな弧状をなしている。上端幅

68～ 135cm、 下端幅15～ 35cm、 深さ12～20cmで、南半部の方が深い。底面の標高は、北端部で

8,70m、 中央部で8.65m、 南端部で8.63mで、北方に高 く南方に低い。埋土は基本層10a層 を主

体 としており、自然堆積により埋まったものと考えられる。遺物は出上していない。

(4)Ⅵ区の調査

①lla層水田跡 (第 131図、写真167・ 168)

i)水日の構成 :1la層 水田跡では大畦 1条 (大畦 9)が検出され、その他には水田耕作に関

わる遺構は検出されていない。

a。 大畦 9:大畦 9は周囲の上を盛って作 られている土盛 り畦畔である。12層水田跡の大畦の

ほぼ直上の位置に作 られている。方向性はN-56°一Wで、調査区の南から西北に8.70mに わ

たって検出されている。断面形は扁平な台形状を呈する。水田面 との比高差は、東側で3.2～ 10。 9

cm、 西側で5.5～9.Ocmで ある。上端幅99～ 152cm、 下端幅は154～ 181cmを 測る。

b.水田の標高。地形 :1la層上面の標高は最も高い所で8.66m、 最 も低い所で8.50mである。

水田面の標高は最も高い所で8.60m、 最も低い所で8.50mで あり、地形は調査区の中央が最も

低 く、調査区全体 としては北東方向に向かって傾斜している。

1)水田面に残された足跡 :10b層 を除去し、1la層上面を検出した段階で、調査中の中央部か

ら南にかけて足跡を検出している。足跡は約210個検出されており、その規模・形状は長さ15～ 30

cm、 幅 5～14cm、 深さ 1～ 6 cmの 人足形又は細長い楕円形のものが大多数であり、直径 5
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～17cmの円形プランとなって確認されたものもある。人足形のものは、その形状・規模から見

て人間の足跡ではないかと想定される。足跡は全て1la層水田面を覆った10a層 により埋 まっ

ており、人足形のものは10a層 を掘 り上げると親指と他の指とを区別することができるものも

ある。円形状のものは大きさはまちまちであり、掘 り上げた後の形状からは動物を想定するこ

とはできない。足跡は大畦上でも検出されているが、そのほとんどは、水田面である。足跡の

分布は方向性を持ち、幾つかが連続しているものが数列ある。足跡の中で連続しているものは、

足の向きが判るものが多 く、歩行方向を特定することができる。この内大畦の付近から始まる

足跡は、北進し調査区の中央で東に折れB-5グ リッドに至る。この北側を逆進するものもあ

るが、途中で切れるために歩行経路を完全に把握することはできない。

(5)Ⅵ I区の調査

①Ha層水田跡 (第 132図、写真169～ 172)

i)水田の構成 :■a層水田跡では大畦 1条 (大畦10)と小畦により区画された水田10枚 を検

出している。各水田は①～⑩の番号によって示した。

a。 大畦10:大畦10は調査区の北東隅で 1条検出されている。方向は N-66° 一Wで、検出長

は4.17mである。その上端幅は1.11～1.17m、 下端幅は約 2mを測 り、断面形は馬平な台形状

A-04 cI B一 o3d
B-04blA-03a

第132図 Ⅶ区1l a層水田跡平面図



を呈する。水田面との比高差は西側で3.9～89mである。

b.小畦 :小畦の方向は大畦に直交あるいは平行である。上端幅は20～ 100c印、下端幅は40～ 120

cmを測る。水田面 との比高差は 1～ 2 cmが大半であり、比高差が大きい部分でも4～ 7 cm

である。

C.区画 :水田は10枚確認されているが、面積 と平面形が確定できるものは水田④のみで、そ

の面積は約5.4m2で ぁる。

d.水田面の標高 :水田面の標高はほぼ8.4mであるが、水田①がやや高く、水田⑤、⑥がやや

低くなる傾向にある。

16)1l a層 水田跡について

1la層水田跡はⅣ～VII区 において検出された。この水田跡は大畦 。小畦 。それにより区画され

た水田、杭列 。杭などにより構成されており、各大畦には等高線 と直交あるいは平行する傾向

がみられるが、VII区を除き水田一区画については明らかではない。水田跡の所属時期について

は、Ⅳ区大畦 2上面出上の第 117図 1、 V区大畦 6及びその東西 2地点から出上 している第129

図 1、 V区大畦 6西側出上の第129図 3が桝形囲式土器の範疇に入ることから、この時期に所属

するものと考えられる。

6。 10b層の調査

(1)10b層 の分布 。土性

10b層 はⅥ区においてのみ確認されている。この層は、層厚が 5～10cFnの泥炭質粘土層Aで、

弥生時代の水田土壌である。上面はほぼ平坦である。層相は5Y3/1オ リーブ黒色粘土である。

12)10b層上面の標高と地形

10b層上面の標高は8.52～8.56mである。

俗)検出遺構 と出土遺物

10a層上面で水田跡が検出されたほか、石器 1点が出上している。

①10b層水田跡 (第 133図・写真173・ 174。 176):10a層 を薄 くけずっていく過程で10b層が調査

区の東側に帯状に走るプランを確認し、10a層 を除去することにより畦畔を 1条検出した。畦畔

の方向性 はN-37° 一Wで、8.82mに わた り検出されてお り、上端幅42～ 113cm、 下端幅

164～ 182cmを 測る。水田面 との比高差は西側で5.6～ 2 2cm、 東狽1で3.3～2.5cmである。畦畔

の北端部に水口状の凹部が確認されたが水国かどうかは不明である。

②出上遺物 :Ⅶ 区南壁際ほぼ中央の10b層中から石器 1点 (第 134図 1)が出上 している。

第 134図 1(写真176・ 35卜 2):微細象」離痕のある石器である。素材は剣片である。表面左右両

側縁、末端に微細象」離痕が認められる。また表面には自然面を残している。石質は流紋岩であ

る。
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第134図 Ⅶ区10b層 出土遺物実測図

7.10a層 の調査

(1)調査概要

①10a層の分布・土性 :10a層 はⅣ区以西Ⅶ区まで調査区全域に分布する。層厚はⅣ区からⅥ区

にかけてのD-29グ リッドからD-21グ リッドでは 8～15cmで、V ttD-13グ リッドからⅥ

澗
郡
Ｖ



区にかけては15～20cm ⅥI区では10～ 15cmで ある。この層は泥炭質粘土層Bであり、V区では

10YR7/2に ぶい黄燈色粘土。10YR3/1黒褐色粘土・黒色粘土が互層になっており、Ⅵ区では2.5

Y5/2暗灰黄色粘土。10YRl,7/1黒色粘土が互層になっている。層相変化 としては、Ⅳ区におい

て粘性が強 く、西方へいくにつれて弱 くなる傾向がある。また層全体の色調は東方へいくにつ

れて明るくなる。

②10a層上面の標高・地形 :10a層上面の標高はⅣ区東南部D-29・ 30グ リッドで9。 13～ 898m、

V tt D-20・ 21グ リッドで8.98～ 8.85m、 D-13・ 14グ リッドで8.85～ 8.68m、 VE区 で

8.92～8.81m、 Vl区で8.80～8.70m、 VII区で8.59～ 8.45mと 、V区において若干の起伏は認めら

れるが、全体 としては東方に高 く西方に低い傾向がある。

③検出遺構 と出上遺物 :遺構は10a層上面においてⅣ区で濤跡 1条 (SD2)が 検出されてい

る。遺物はSD2の 埋土中から弥生土器 1点、石器 1点が出上している。

(2)Ⅳ区の調査

① SD2(第 135～ 138図・写真175。 177～180):SD2はⅣ区東部、B・ CeD-30グ リッド

に位置する。10a層上面で確認された。SD2は SD4及びSD5に より北部。中央部から南半

部にかけて削平を受けている。 SD2の方向性は東方へ張 り出す弧状を呈してお り、検出長は

約28mである。断面形は極めて緩やかな弧状をなしている。上端幅は2.90～ 3.80m、 下端幅は

1.62～ 2.34mで ある。深さは30cm程であり、底面の標高は北部で 8.79m、 中央部で8.74mと 北

方に高 く南方に低い。底面はほぼ平坦である。埋土は 7層認められ、その状況から自然堆積に

より埋まったものと考えられる。

またSD2の底面のプラン内からは杭が 2本 (第 137図、写真3651・ 2)検出されている。共

に検出された地点ではSD4の 削平によりSD2の底面は残存しておらず、SD2に 伴うか否

かは不明である。

出土遺物は、埋土中から弥生土器片 1点 (第 138図 1)、石器 1点 (第 138図 2)が出上 している。

第138図 1(写真3463):体部破片である。地文は単節LR縄文で、器厚 4 mmを測る。

第138図 2(写真35卜3):微細劉離痕のある石器である。素材は象」片である。1側縁に微細剣離

痕が、 2側縁に折れが認められる。石質は安山岩である。

8。 9a層 の調査

(1)調査概要

① 9a層の分布・土性 :9a層 はⅣ区以西V区以東とⅧ区に分布する。Ⅵ区には認められない。

層厚はⅣ区D-30グ リッドで 5～ 10cm、 V ttD-21グ リッドで 3～ 8 cm、 D-13グ リッドで

10～ 15cm、 VE区で 5～ 10cm、 ⅥI区で 5～15cmで ある。この層は泥炭質粘土層Aであり、弥

生時代十三塚式期の水田土壌である。 9a層の上面はほば平坦であるが、下面には細かな凹凸
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第135図 Ⅳ区10a層上面 SD2平面図

がみられる。層相はⅣ区D-29グ リッドでは2.5Y6/2灰黄色粘土、VttD-20グ リッドでは10

YR6/2灰黄褐色粘上である。Ⅳ区においてはやや粘性が強いが、あまり層相変化のみられない

均質化した層である。



sPA SPA′
|―9,鋼

土 層 議 記

1 10Y R%灰黄褐色粘土 全体に炭化物を含み、下部は炭化物力返 層になっている。

2a 25Y%暗 灰黄色粘土 全体に多量の炭化物を合む。

2b 10YR%黒掛色粘土 全体に炭化物を含む、未分解の植物繊維を多く合む、やや泥炭質である。B― B′の2a層 と対応。

3 25Y跡天黄色粘土 少量の炭化物を合む。B― B′の4層 と対応。

4 25Y/黄灰色粘土 全体にまだらに黄灰色土が入り組んでおり炭化物も含む。B― B′の3層 と期志。

土 層 註 雷E

l A― A′の1層 と対応。

2a A― A′の 2b層 と,,志。

2b 5Y%灰 色粘土 全体に少量の炭化物を含み 2 cm前 後の灰自色上のブロックを合む。

2c 25Y%暗 灰黄色粘土 全体に少量の炭化物を含む。

3 A― A′ の4層 と対応。

4 A― A′ の3層 と対応。

5 5Y%灰色粘土 全体に多量の炭化物を含む。
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第136図 Ⅳ区10a層上面 SD2セ クション図・底面検出杭セクション図



o                             10cm

第137図 Ⅳ区10a層上面 SD2底面検出杭実測図
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第138図 Ⅵ区10a層上面 SD2出 土遺物実測図



② 9a層上面の標高 :9a層上面の標高はⅣ区D-29。 30グ リッドで9.10～ 9.18m、 V ttD 20。

21グ リッドで8.93～9.04m、 D-13・ 14グ リッドで8.85～896m、 VE区で8.88～8.96m、 ⅥI区

で8.47～8.63mであり、東方へ高 く西方に低い。

③検出遺構 と出上遺物 :Ⅳ区では畦畔は検出されなかったが、10a層上面において濤状遺構

(SX2)が検出されたほか、弥生土器の破片が 1点出上 している。V区では水田跡を検出して

おり、 9a層中より弥生土器 2点、石器 2点が出土している。VE区でも水田跡を検出してい

る。ⅥI区では10a層上面において濤状遺構 (SX3)を検出しており、SX3に 関連する多量の

樹木片が出上している。

12)Ⅳ区の調査 (第 139。 140図、写真181・ 182)

① SX2iSX2は Ⅳ区西部、B・ C-24・ 25グ リッドに位置する。10a層上面で検出されてい

る。SX2の方向性はほぼ直線的であり、真北に対しては N-38° 一Wの方向を示す。検出さ

れたSX2の長さは9.2mで ある。断面形はレンズ状を呈 し、壁面の立ち上がりには乱れがみら

れる。上端幅は1.88～ 3.30m、 下端部0.78～2.24mで ある。深さは2～10cmで あり、底面の標

高は北端部で8.58m、 中央部で8.51m、 南端部で8.71mと 底面の標高は一定していない。底面は

ほぼ平坦であるが、凹凸のみられるところもある。 SX2の濤状になっている所に入っている

土壌は9a層である。 9a層 は自然堆積層ではなく水田土壌であるため、SX2の形成は 9a

層の形成以降であり、その性格は9a層の水田耕作に関わる何 らかの痕跡であることが想定 さ

れる。

②出上遺物 :弥生土器の破片 1点 (第 140図 1)が出土 している。

第140図 1(写真3464):B-29dグ リッドにおいて9a層中から出土している。体部破片であ

る。地文は単節LRの綾絡縄文で、器厚5mmを測る。

(31 V区 の調査 (第 141・ 142図、写真183～ 185)

① 9a層水田跡

i)検出状況 :9a層上面では畦畔は検出されなかったが、9a層 を薄くけずっていく過程で

V区東半部のC・ D-20。 21グ リッドにおいて、下層の10a層が帯状に 2条走 りT字形に交わる

プランを確認した。9a層 を除去することによって畦畔状の遺構を検出した。これは10a層 洵ゞ自

然堆積層であることが擬似畦畔Bであり、第142図 のように名称を与えた。 (擬似畦畔 1・ 2)

�)9a層上面の標高と地形 :9a層上面の標高は8,85～9.04mであり、東方に高 く西方に低い。

�)水田の構成 :2条の擬似畦畔はC-21グ リッド南西端部でほぼ直角に交わっており、それ

ぞれの直上に畦畔が存在したものと判断される。擬似畦畔 1は、方向 N-63° 一Wで、11.5mに

わたって検出されている。擬似畦畔 2は、方向性N-2げ ―Eで、3.8mに わたって検出されて

ヤゝる。

222



C-241C-25
D-241D-25

EP.A
8.80m引

Ｐ・Ａ卜

m

第139図 Ⅳ区10a層 上面 SX2平 面図・ エレベーション図・セクション図

第140図 Ⅳ区 9a層出土遺物拓影



②出土遺物 :9a層中より弥生土器 2点第142図 1・ 2、 石器 2点第142図 3・ 4が出上してい

る。中でも第142図 1・ 2・ 3は擬似畦畔 1の北半部を中心にやや東方へ分布しており、畦畔と

の有機的な関連が考えられる。

第142図 1(写真185。 3461):C-20・ 21グ リッド周辺から76片 に割れて一括出上している。第

141図に示すように破片の分布域は擬似畦畔 1の北半部を中心としている。残存状況は、口縁か

ら体部にかけてやや欠損している部分があるが、ほぼ完形に復元し得た。器形は体部 と頸部の

境に明瞭な屈曲部をもち、口縁が短 く強い外反する広口壺である。頸部は上半でわずかに膨ら

みをもつがほぼ直線的にやや外傾しており、体部は丸味をもって底部へ至る。器高24.2cm、 日

径18.5cm、 底径 7 cm、 体部の最大径は上半部にあり17.6cmを 測る。器厚は口縁部付近で 3

mm、 頸部から体部にかけては 5～ 6 mm、 底部は 6～ 8 mmで中央部が厚い。容積3.09チ であ

る。地文は体部に無節 ′縄文が施文されているが下端部は無文である。地文施文後、頸部に文様

帯が形成される。文様は 2本 1画の平行沈線で描かれており、沈線間の心心距離は約 2 mm、

沈線の深さは約0.5mmである。文様は第142図 ldの文様展開図のように 2単位で構成されてお

り、頸部をほぼ 2分割する基点X・ Yを中心としてそれぞれ左右に文様が展開している。土器

の残存状況から頸部全面の文様の施文は把握されないが、基点Xか ら右方向、基点Yか ら左方

向への文様施文の順序は第142図 la～ ldに よって示されるように基点X― Xア・Y一 Yアを基準とす

る重層山形文を施文、2)そ こから左右に 2～ 3条の斜めの平行沈線を施文、さらに重層山形文

を施文、 3)無文部分へ平行沈線により施文、 4)上下に波状の平行沈線を横方向に施文して文

様帯を区画している。また底部には 7個のイネ粗の圧痕 と織布の圧痕が確認された。織布の径

糸と経緯の関係はlcm2に おいて径糸12本、緯糸 9本であり、径糸に対する緯糸の

'ヒ

率は4:3

である。器面 。調整は、口縁部外面と口縁～頸部上半の内面には横方向のナデ、頸部下半～体

部には斜め方向のナデが施されている。また外面体部上半から口縁にかけて内面口縁～頸部上

半にかけて黒斑がみられ、体部内面には炭化物が付着している。

第142図 2(写真3462):C-21c・ dグ リッドから6片に割れて一括出土している。第141図 に

示すように破片の分布域は擬似畦畔 1南半部の東側である。器形は頸部がゆるやかに外反する

壺である。頸部から口縁部にかけての約1/3が残存している。頸部には ′の撚糸文が施文されて

おり、口唇には幅 l mm程のスリット状の刺突が 1～ 2 mm間隔で連続 してなされている。推

定口径は10.7cmで ある。器厚は口唇部付近で3 mm程、頸部は4～ 6 mmである。調整は内

外面に横方向のナデが施されている。外面 と内面の口唇部付近に黒斑が認められる。

第142図 3(写真3514):D-21aグ リッド、9層中より出土した剣片である。出土地点は第141

図のように擬似畦畔 1南半部の東側である。石質は粘板岩である。

第142図 4(写真3515):D-17グ リッド、 9層中より出上した微細象」離痕のある石器である。
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表面右側縁に微細剣離痕が認められる。石質は流紋岩である。

(4)VE区の調査 (第 143図、写真186)

① 9a層水田跡

a)水田面の標高 。地形 :調査区が狭いため全体の地形の傾斜はわからないが、水田面の標高

は9.88-9。 941nである。

b)水田の構成 :9a層上面で畦畔を 2条検出しており、第143図 に示すように畦畔 1・ 2と 名

称を付した。 2条の畦畔は調査区中央部でほぼ直角に交わっている。畦畔 1は方向性 N-57°一

Wで 10.5mに わたって検出されており、上端幅27～76cm、 下端幅50～100cmを 測る。水田面と

の|ヒ高差は東側で0.7～3.4cm、 西側は畦畔 2の南側で 2～ 3 cm、 北側で 1～ 3 cmで ある。畦

畔 2は方向性N-23°一Eで、5。 7mにわたって検出されており、上端幅17～ 45cm、 下端幅27～ 65

cmを測る。畦畔 1・ 2の断面形は極めて扁平な台形状を呈す。また畦畔 1・ 2に は共に畦畔下

に擬似畦畔は認められない。

(5)Ⅵ区の調査

Ⅵ区では水田土壌である9a層は認められなかった。基本層位 9b層 は泥炭質粘土層Bの 自

然堆積層であり、Ⅵ区では10a層・9b層・ 8層 と連続して自然堆積層が見 られる。 9a層は 9

b層及び10a層上部を耕作することによって形成された層であり、Ⅵ区において 9a層水田跡

第143図 VE区 9a層水田跡平面図

229



の非耕作域が存在していたものと考えられる。 9b層上面の標高は8.78～ 8.82mである。

(6)Ⅷ区の調査 (第 144図、写真187)

① SX3:SX3は VII区北西部、A-04・ 05グ リッドに位置する。10a層上面で検出された。S

X3の方向性はほぼ直線的であり、真北に対してはN-35°一Eの方向を示す。検出されたSX

3の長さは5.lmである。断面形は逆台形を呈する。上端幅は47～85cm、 下端幅は13～35cmで

ある。深さは北端部で10cm、 南端部で 3 cm、 底面の標高は北端部で8.62m、 南端部で8.65mと

わずかに北方が高 く南方が低い。底面はほぼ平坦であるが、部分的に深い所がある。SX3の

濤状になっている所に入っている土壌は9a層である。9a層は自然堆積層ではなく水田土壌

であるため、SX3の形成は9a層の形成以降であり、その性格は9a層の水田耕作に関わる

何 らかの痕跡であることが想定される。またSX3か ら出土した多量の樹木片についても、 9

a層の上面まで達しているものがあることや平面的にSX3の 中におさまらないものもあるこ

とから、 9a層 とSX3の関連性の中で理解していくべきものと考えられる。

(7)9a層の調査のまとめ

Ⅳ～VII区の調査により、V区とVE区で 9a層水田跡が検出されている。Ⅳ区・ⅥI区 におい

ても9a層 の存在が確認 されてお り、SX3が 10a層上面で検出された。V区で検出された擬

似畦畔とVE区で検出された畦畔の方向性は真北に対して約30度東偏あるいは約60度西偏して

いる。ⅥI区で検出されたSX3の方向性は真北に対して35度東偏しており畦畔との関連も考え

られる。水田の形態については、擬似畦畔をもつ畦畔ともたない畦畔のあることが明らかとなっ

たが、区画など不明な部分が多い。 9a層水田跡の水田域はⅣ区からⅧ区まで及ぶものと考え

られるが、Ⅵ区に非耕作域の存在が確認されている。

この水田跡の所属時期についてはV区から出土した弥生土器第142図 1が十二塚式土器の範疇

に入ることから、この時期に所属するものと考えられる。

9.8層 の調査

(1)調査概要

① 8層 の分布・土性 :8層はⅣ区からⅦ区にかけての金ての調査区に分布する。層厚はⅣ区D―

29グ リッドで 8～ 10cm、 V ttD-20グ リッドで15～ 20cm、 D-13グ リッドで20～ 23cm、 VE

区で25～30cm、 VI区で35～40cm、 ⅥI区で15～20cmである。この層は泥炭質粘土層Bであり、

Ⅳ区南東部D-30グ リッドでは10YR7/1灰 白色粘土・10YR7/2にぶい責橙色粘土・10YRl.7/1

黒色粘土が互層になっており、V ttD-13グ リッドでは10YR5/1褐灰色粘土。10YR6/2灰黄褐色

粘土 。10YRl.7/1黒色粘土が互層になっている。層相変化 としてはⅣ区において粘性が極めて

強 く、西方へいくにつれて弱 くなる傾向がある。また層全体の色調は東方へいくにつれて明る

くなる。
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② 8層上面の標高・地形 :8層上面の標高はⅣ区南東部 D-29。 30グ リッドでは9,04～9.29m、

V tt D-20。 21グ リッドで9.03～9.24m、 D-13・ 14グ リッドで9.06～ 9.20m、 VE区 で

9。 10～923m、 Ⅵ区で9.09～9.25m、 VII区で8.69～ 8.84mと 東方に高 く、西方に低い傾向がある。

③検出遺構 と出土遺物 :8層上面での遺構はⅦ区において杭列が 1条検出されている。遺物は

Ⅳ区において 8層中から弥生土器 1点・石器 1点、 8層上面から石器 1点が出土しており、V

区では8層中から弥生土器 1点・石器 1点が出上している。

(2)Ⅳ区の調査 (第 146図 )

①出土遺物 :8層中より弥生土器 1点 (第 145図 1)、 石器 1点 (第 145図 2)、 8層上面より石

器 1点 (第145図 3)が出土している。

第145図 1(写真195。 3465～7):B-29グ リッドから44点の弥生土器の破片が出土しており、そ

の分布域は南北3.3m、 東西1.3mの範囲である。これらは出土状況、胎土 。色調・地文の同一

0                                               1 0cm Cm

第145図 Ⅳ区 8層出土遺物実測図・拓影
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性から同一個体 と考えられる。文様のあるものはないが単節 LR縄文を地文 としており、無文の

ものもある。器厚 5～ 7 mmを測る。

第145図 2(写真3521):B-30cグ リッド8層中より出土した微細剣離痕のある石器である。表

面右側に微細剣離痕が認められる。また表面には自然面を残している。石質は流紋岩である。

第145図 3(写真352-2):D-25bグ リッド8層上面より出土した微細剣離痕のある石器である。

表面右側縁に微細劉離痕が認められる。石質は流紋岩である。

13)V区 の調査 (第 147図、写真194)

①出土遺物 :D-17・ 18グ リッドにおいて 8層中から弥生土器 1点 (第 148図 1)と 石器 1点

(第148図 2)が出土している。

第148図 1(写真194):第 147図 に示すように12点の弥生土器の破片が出土 しており、その分布

域の中心はD-18グ リッド中央や北東寄 りの所である。これらは出土状況、胎土・色調の同一

性から同一個体 と考えられる。全て無文であり、器厚 4～ 5 mmを測る。

第148図 2(写真35歩3):D-18aグ リッド8層中から出土した微細剣離痕のある石器である。

表面右側縁に微細剣離痕が認められる。また表面には自然面を残 している。石質は珪質凝灰岩

である。

第148図 1と 2については、出上位置が近接していること、共に数層に細分できる 8層の自然

堆積層の中でもその最上部の同一面からの出上であることから共伴する可能性が考えられる。

(41 Ⅶ区の調査 (第 149図 、写真187～193)

①杭列 3:杭列 3はⅥI区北西部、A-05・ 04グ リッドに位置する。 8層上面で検出された。杭

列の方向性はほば直線的であり、真北に対してはN-38°一Eの方向を示す。検出された杭列の

長さは3.55mである。北東方向にはまだ伸びる可能性はあるが、調査区内では11本の杭が抗列

I

|

|

|

l

|

1817

D

|

I

I

I

。第148図 1

★ 第148図 2

I

|

0

第147図 V区 8層遣物出上分布図
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第148図  V区 8層出土遺物実測図

を構成している。(杭43～53)杭列に伴う横木等は検出されていない。各杭は全て打ち込み杭で

あり、その間隔に規則性はみられないが、中には杭44と 杭45、 杭50と 杭51、 杭52と 杭53の よう

に 2本 1単位 と考えられるような配置をなすものもある。各杭の先端の標高は、斜めに打ち込

まれている杭50。 杭45を除 くと8.32～8.49mである。各杭の形態については樹皮面の残存長は

38分割材を素材 とし、先端の加工がなされていない点で共通性が認められる。各杭の残 した

38.9～ 67.7cm、 各素材の推定半径は2.35～9 7cm程である。樹種は杭列北東端部の杭51・ 杭52

コナラ節の一種で、杭53が クヌギ節の一種であり、他の 8本はクリ材であり、全て落葉広葉樹

が用いられている。杭列の性格については不明といわざるを得ないが、各杭については形態・

樹種において共通陛が認められた。 (尚、杭43と 杭49の実測図は201、 202ページ第121図 に掲載

している。)

(5)8層上面の時期について

8層上面の時期については、Ⅳ区からⅥI区 にかけての層序の相違にみられるように各区にお

いて異なることも考えられる。これは 8層の直上層がⅣ区からV区東半部では 7c層及び 7b

層、V区西半部では7a層、VE区・Ⅵ区では5a層・ⅥI区では4a層であること、 8層上面

自体が上層の耕作により存在 しない場合もあることによる。また 8層は泥炭質粘土層Bで あり、

断面の層相は黒色・黒褐色・灰黄褐色等の粘土の各層が重層的に互層になる横縞状を呈 してお

り、これらの各層は層厚数 mmか ら数 cmで、それぞれを調査区全域にわたつて平面的に検出

することは極めて困難であり、断面における追求も所々途切れる層が多 く難しく、現段階では

Ⅳ区・ V区東半部の 8層は出土遺物、上下の層序関係から弥生時代に所属するが、Ⅶ区におい

ては平安時代以前の時期に所属することになる。

235
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10。 7c層 の調査

(1)調査概要

① 7c層の分布・土性 :7c層はⅣ区の全域とV区東部 C・ D-14グ リッド以東に分布する。

層厚はⅣ区においては15cm程 であり上層と下層に分層されるが、V区では10cm以下で全面的

な分布を示さない。土性はⅣ区南東部D-29グ リッドでは上層が2.5Y5/2暗灰責色粘土質シル

ト、下層が10YR5/2灰黄褐色シル ト質粘上であるが、西方へむかうにつれて粘性が強 くなり、

V区においては層厚も減少し上層 。下層の分層もできなくなる。V ttD-20グ リッドでの上性

は10YR4/1褐灰色粘上である。

② 7c層上面の標高・地形 :7c層上面の標高はⅣ区で9.17～ 9.44m、 V区東半部で9.15～9,33

mで、やや東方が高い。

③検出遺構 と出上遺物 :7c層上面での遺構は検出されていない。遺物はⅣ区において 7c層

下層中より弥生土器 1点 (第 153図 2)、 弥生土器片 2点 (第 153図 3・ 4)、 7c層上層中より弥

生土器 1点 (第 153図 1)、 石器 1点 (第 153図 5)が出上している。

12)Ⅳ区の調査 (第 152図 )

①出土遺物

第153図 1(写真196・ 3468～10)iB-28グ リッドから22点の破片が出上してお り、その分布

域は南北3.8m、 東西4.65mの範囲で、分布の中心はB-28cグ リッド北西部にある。これらは

出土状況・胎土・色調の同一性から同一個体 と考えられる。器形は口縁部 と体部の境が屈曲す

る甕と判断される。体部外面には刷毛目調整が行なわれており、口縁部は無文である。

第153図 2(写真346-13):B-30グ リッドから33点の破片が出土しており、その分布域は東西・

南北 lmの範囲で、 3地点に分かれている。これらは出土状況、胎土・色調の同一性から同一

個体 と考えられる。器形は甕 と判断される。外面には主に縦方向に刷毛目調整が施され、部分

的にミガキが行なわれている。また刷毛目は底部に近い部分には施されていない。内面はナデ

調整が行なわれている。器厚は6mm程である。

第153図 3(写真346-11):B-31dグ リッドから出土している。地文が単節 LR縄文の破片で

ある。

第153図 4(写真346-12)IB-29cグ リッドから出上している。地文が ′の撚糸文の破片であ

る。

第153図 5(写真352-4):D-29bグ リッドから出上した 2次加工のある剣片である。裏面左

側縁と頭部の折れ面に 2次加工痕が施されており、左側縁と末端に微細剣離痕が認められる。

また表面はほとんど自然面である。石質は流紋岩である。
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■.7b層 の調査

(1)調査概要

① 7b層の分布・土f性 :7b層はⅣ区の金域 とV区東半部 C・ D-17グ リッド以東に分布する。

層厚はⅣ区D-29グ リッドで20～ 25cm、 V ttD-20グ リッドで15～20cmで ある。土性はⅣ区

D-29グ リッドでは10YR6/3にぶい責橙色砂質シル トであるが、西方へ向かうにつれて土性は

粘性を帯び、植物遺体をやや含み、色調 も暗 くなり、V ttD-20グ リッドでは2.5Y5/1黄 灰色

粘土という層相変化を示す。

② 7b層上面の標高・地形 :7b層上面の標高はIV区南東部D-29・ 30グ リッドで9.36～ 9.47

m、 V ttD-20・ 21グ リッドで9.26～9.42mと 東方が高 く西方が低い。

③検出遺構 と出土遺物 :7b層上面では遺構は検出されていない。遺物はⅣ区において 7b層

中から土師器 1点、 7b層上面から土師器 3点、鉄鎌 1点が出土、V区では7b層中から弥生

土器 2点が出土している。

(2)Ⅳ区の調査 (第 154図 )

①出土遺物 (第 155図 )

第155図 1(写真3532):C-25グ リッドから2点、B-25グ リッドから1点出土した土師器破片

が接合したものである。全て 7b層中から出上している。残存状況は全体の約1/9である。器形

は、体部の最大径が上半部にある不 と考えられる。内面には体部と口縁部の境に稜を形成して

いる。体部の最大径は推定で12cmで ある。器厚は 4～ 5 mmで下端でやや厚 くなる。調整は外

面が刷毛目のちヘラミガキで、体部 と口縁部の境に刷毛目を残している。内面の調整は不明で

ある。

第155図 2(写真3533):C-29bグ リッド7b層上面から出土している。残存状況は全体の約

1/6で ある。器形は体部が内弯気味に外傾 し、日縁部が外傾する邪である。体部から回縁部にか

けては、外面では弱 く屈曲し、内面には稜を形成する。器厚は体部で 5～ 6 mmであ り、推定

回径14.3cmで ある。調整は外面は不明であるが、体部内面には放射状のヘラミガキが部分的に

認められる。

第155図 4(写真3534)iC-24グ リッド7b層上面から25点 の上師器の破片が出上 してお り、

その分布域は東西 5m、 南北3.8mの範囲である。これらは出土状況、胎土、色調の同一性、接

合関係から同一個体 と考えられる。残存状況は全体の約1/2で あり、下半部が残存している。各

破片は摩耗が激しく接合は底部付近で可能であったが、器形は壺と考えられる。外面が丹塗が

施されている。底部外面には体部 との境に段を形成し、張り出し気味の底部となっている。内

面の底面はすりばち状を呈している。器厚は 7～ 8 mmで、底径は推定で8.8cmで ある。

写真353-8:B-30dグ リッド7b層上面から出土している。土師器壷あるいは甕の体部破片であ
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る。器厚は 6 mm、 調整は外面はヘラミガキ、内面はヘラナデがなされている。後述するよう

に、この破片はSD-9出 上の上師器破片 と接合する。

第155図 3(写真356-11):C-24グ リッド7b層上面から5片に割れて出上 している。出土

位置は第155図 4の土師器壷の出土分布域の中にある。基端部はないが、全体の形状から鉄鎌 と

判断される。残存状況は、銹のため身全てが残っているわけではないが、原形を復原 し得る状

況である。形態は直線を基調 としており、先端部で身幅がやや小さくなる。刃部は先端に近い

ところでやや弯曲している。全長9.lcm以上、最大身幅2.Ocm、 背面の厚さ3 mmを預」る。

これらの出土遺物の中で、第156図 1は塩釜式、第156図 2は南小泉式、第156図 4は塩釜式の

後半～南小泉式に所属するものと考えられる。

13)V区の調査 (第 156図 )

①出土遺物 (第 157図 )

第157図 1(写真3471):D-20bグ リッド付近から52片 に割れて弥生土器が出上している。出土

層位は7b層中である。破片の分布域は南北方向に長 く、南北約 8m、 東西約 3mの範囲であ

る。分布の中心はなく破片は散在している。残存状況は全体の約1/2であり、日縁部を欠損 して

いる。器形は体部の最大径が上半部にある三であり、底径推定9 2cm、 体部最大径推定18.lcm

を測る。地文は体部上半部に単節 RL縄文を施文し、のちに下半部に ′の撚糸文を施文 してい

る。また外面底部付近には横方向に撚糸を回転させて施文している。文様帯は頸部直下から体

部上半部までに形成され、幅1.5～ 2 mmの沈線で文様が施文されている。器厚は体部で 4～ 6

mmである。調整は、内面に横方向のナデがなされている。

第157図 2(写真3472～7):D-20bグ リッド東半部付近から18点の弥生土器の破片が出土してい

る。出土層位は7b層中である。C-21dグ リッドから1点出土しているが、他の破片の分布は

南北約 4m、 東西約 3mの範囲である。これらは出土状況、胎土・色調・地文の同一性から同

一個体 と考えられる。地文は単節LR縄文である。第157図 2a～ 2eは体部上半から口縁部 にか

けての破片である。無文帯を形成したのち、その上下に LRの原体押捺を 3～ 4段行っている。

器厚は6mmである。調整は、内面に横方向のナデが施されている。また第157図 2fは底部であ

り約1/2が残存している。推定底径8.3cm、 底部の器厚は 8 mmを測る。調整は内面にナデが施

されている。

12. 7a層 の調査

(1)調査概要

① 7a層 の上性・分布 :7a層 はV区 とⅣ区西半部に分布する。層厚はD-12グ リッドでは

20～30cmで あるがD-22グ リッドでは 6～10cmで ある。この層は古墳時代南小泉式期の水田

土壌である。層相は10YR4/1褐灰色粘上である。 7a層の下面には凸凹がみられる。
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② 7a層上面の標高と地形 :7a層上面の標高は最も高い所で958m(D-20グ リッド)、 最 も

低い所で9.32m(D-13グ リッド)で、地形は東北東方向に高 く、西南西方向へ低い。

③検出遺構 と出土遺物 :V区では7a層上面において水田跡を検出しており、水路底面から土

師器 1点、 7a層 中から土師器破片 3点、樹木片 4点が出上している。また 7a層中位におい

て平面的に分布する帯状の酸化鉄の集積が検出されている。Ⅳ区では遺構 。遺物は検出されて

いない。

(21 V区 の調査 (第 158図、写真197～ 227)

① 7a層水田跡

i)検出状況 :水田跡はV区の C・ D-18・ 19グ リッド以西全域 とVF区の東西約75m、 南北約

26mの範囲において検出された。検出された水田跡の面積は1,087m2でぁる。

�)水田の構成 :7a層水田跡は、幅 1～1.5mの大畦、幅約30cmの小畦と、これらの畦によっ

て区画された水田と、大畦に付設された SD3(水 路)か ら構成される。大畦は 2条検出され

ており、BoC・ D-13グ リッドで検出されたものを大畦 1、 B・ C・ D-17・ 18グ リッドで

検出されたものを大畦2と した。水田は106枚検出されており、各水田は①～⑩の番号によって

示した。また7a層の水田域は、西方はVE区まで広がらないが、北方・南方へは広がってお

り、東方については不明である。

a.大畦 :大畦は周囲の上を盛って作られている土盛 り畦畔である。大畦 1は 方向性 N-17°一

Wで、南北19.5mに わたって検出されており、上端幅1.15～1.94m、 下端幅1.62～ 2.30mを 測

る。断面形は馬平な台形状を呈する。水田面 との比高差は、東側で1.7～8.5cm、 西側で3.0～ 7.7

cmである。大畦 2は、方向性N-31°一Wで、南北19.2mに わたって検出されており、上端幅

0.74～2.64mを 測る。断面形は扁平な台形状を呈する。水田面との比高差は東側で1.5～9.3m

である。この大畦 2の西側にはSD3(水 路)が付設されている。

b.小畦 :小畦は大畦同様周囲の上を盛って作 られている土盛 り畦畔である。方向性は大畦に

直交あるいは平行する傾向が見られるが、そうでない方向性を示すものもある。また小畦は直

線を基調とするが曲線的なものも見られる。小畦は水田跡のほぼ全面にわたって検出されてい

るが、C-17グ リッド付近など部分的に検出されていないところもある。上端幅は20～30cm、

下端幅は40～ 50cmの ものが多く、上端幅は最大で88cm、 最小で 5 cm、 下端幅は最大で125cm、

最小で20cmで ある。断面形は馬平な台形状あるいは扁平な半円形状を呈する。水田面との比高

差は0.1～ 3.5cmの 所が大半であり、最も大きい所でも9.lcmである。

C.区画 :水田 1枚毎の区画は、大畦と大畦の間を小畦によってなされており、106枚 の水田が

検出された。水田 1枚の面積は平均5.26m2、 最小2.26m2で、3～ 7m2の ものが85%を 占める。

水田の残存状況は四辺の畦畔が完存しているものが40枚、部分的に畦畔が残存していなくとも



平面形が、復元できるものが20枚であり、他のものは水田の区画の復元が不可能なものであっ

た。水田面の残存状況はBoC・ D-13・ 14グ リッド付近で良好である。この部分では水田面

に若干の凸凹が見られる。畦畔率はC・ D― グリッド (中区画C)に おいて約34%で ある。

d.勾配 :水田面の標高は9.32～9.47mで、勾配はA― A/間で10cm/429m、 B― B′ 間で10cm/

41.3m、 C― Cア 間で10cm/926mで ある。

e.各水田面の標高 と区画 :各水田面の標高 は第 159図 のように水田①～①の標高 は

9.468～9.280mである。各水田面の高低差はそのほとんひが 3～ 6 cmである。この 7a層水

田跡では水田面の斜面勾配が小さく、高低差 3～ 6 cmの 水田が作られているわけであるが、隣

接する水田間に微妙な高低差が存在していることも第159図から知られる。この高低差が用水の

流れを左右するものとすると、第158図 において、隣接する水田間において①標高差測点値の分

布域がほば重なり、測点値の集中が同様の標高を示す場合、②標高測点値の分布域が異なる場

合、または標高測点値の分布域がほぼ重なっていても、測点値の集中が異なる標高を示す場合

の 2通 りの状況がある。①の場合、隣接する水田間には用水の流れは停滞的な状況が考えられ、

これを「←→」で示した。②の場合、標高の高い水田から「―→J標高の低い水田への用水の流

れが考えられ、これを「一→」で示した。第158図 のように、用水の流れは大旨北高南低の地形に

沿って北から南への方向を示している。しかし、南北方向の畦畔のほぼ中央にある水国の存在

と東西に隣接する水田間の標高差から東西方向の用水の流れも考えられる。また隣接する水田

間の標高差がある場合もさほどの数値を示さず、標高測点値の分布域も重なる部分が多いことか

ら、用水の流れは緩慢なものであり、停滞的な状況を考えられる部分もあることや、南北に隣

接する水田間で南高北低の関係があることから、この水田区画は勾配の大きな地形に規制され

た面は少なく、主なる要因は他に考える必要がある。

f。 水路と水口 :SD3(水 路)は大畦 2の西側に付設されており、方向性は大畦 2と ほぼ同

様であり、南北21cmに わたって検出された。埋土は基本層位 6層であり、自然堆積により短期

間に埋まったものと考えられる。SD3(水 路)の規模は、北端部で上端部1.9m、 下端部1.6m、

深さ3.2mで あるが、南端部では上端幅3.75m、 下端幅3.2m、 深さ22.6cmと規模が大きくなる。

SD3(水 路)壁面の立ち上が りは緩やかな弧状 をなす。底面はほぼ平坦であるが、底面の標

高は北端部で9.37m、 南端部で9.16mと 北が高 く南が低い。また SD3(水 路)中央やや南寄

りの ところでは底面に5.6～ 9。 3cmの段差が認 められる。 この段差のある部分では大畦 2の西

端力SS D 3(水 路)の方に張 り出してお り、SD3(水 路)の幅が杖 くなっている。SD3(水

路)に関わる何 らかの施設を想定することも可能であるが、段差の周辺に杭列その他水利施設

と考えられるものは検出されなかった。

水口は部分的に 8ケ所検出された。全ての水田に水口があったか否かは不明である。水 口は
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(1)南北方向の畦畔の中央につくもの、修)東西方向の畦畔の中央につくもの、(3)畦畔の交差部分

につくものに分けられる。(1)。 り)に ついては、水田 1枚毎の標高差との関係があるものと考え

ら身化る。

�)水田に残された足跡 :水田面を検出した段階で無数の足跡を検出している。これらの足跡

の中で残存状況のよいものは、径10～15cmの 円形あるいは略円形のプランと、長さ10～ 14cm、

幅 3～ 4 cmの細長い楕円形が 2ケ 1対のプランとなって確認されたものが大多数であり、人

間の足跡 と想定されるものはほとんどなかった。足跡は全て 7a層水田跡を覆った基本層位 6

層により埋まっており、円形のものは基本層位 6層 を掘 り上げると爪先が二又に分かれた足跡

が検出された。これらの足跡は偶蹄目のものであり、その形態・規模から牛の足跡 と考えられ

る。足跡の分布は12ラ イン以東・20ラ イン以西のほぼ全面にわたる。足跡は大畦・小畦・水田

面についており、 SD3(水 路)底面でも検出されている。足跡の中には足の向きがわかるも

のがあるが、歩行方向・経路を把握することはできなかった。足跡の深さは 1～ 4 cm程である。

さて、これらの足跡は、足跡が水田面につけられた段階では畦畔の上やSD3(水 路)底面

についていることや、人間の足跡がほとんどなく、牛の足跡 も比較的浅いことから、水田面が

比較的乾いていた状況があったことが考えられる。水田耕作 と牛の関係については、直接二者

を結びつける資料は得られず、足跡のつき方は収穫後であることも想定され、牛耕については

不明である。

�)出土遺物 :7a層 に関係する遺物は、SD3(水 路)出土の土師器不 1点 (第 164図 1)

と、 7a層中より出土 tノ た土師器破片 3点 (第 164図 2他 2点)樹木片 4点である。

第164図 1(写真223・ 3535):SD3(水路)底面から一括出上している。出土地点は、底面

の段差のあるところのやや南寄りの西壁際である。20片程に割れて出上したが、復原するとほ

ぼ完形となる。その出土状況は、底部がSD3(水 路)底面にほぼ密着し、口縁部及び体部破

片が主に内面を上にして底面 。SD3(水 路)壁面からやや浮いた状態であり、出土地点にお

いてやや斜め上方から力が加わって割れたことを想定させる。この上師器不は、体部がやや丸

味をもって立ち上がり、口縁部はほぼ直立する器形で、口縁部と体部の境には内面に弱い稜が

形成されている。底部は、縁辺に粘上を貼 りつけて上げ底気味にしている。器厚は体部で 4

mm、 口縁部で 2～ 3 mmである。口径13.2～ 12.6cm、 底径 4c印、器高6.7cm、 最大径は体部

中位にあり、13.8cmを測る。器形は全体 としてやや歪んでいる。調整は、外面が体部下半ヘラ

ケズリ、口縁部～体部上半ヨヨナデ、内面は体部にヘラミガキがなされている。体部下半のヘ

ラケズリでは、底部に貼 りつけられた粘土を一部削っている。製作にロクロは使用されていな

第164図 2:土節器壺あるいは甕の底部破片である。D-14bグ リッド、水田⑭において 7a層
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第165図 V区 7a層水田跡・水田面積

中より出土している。調整は外面刷毛目、内面はヘラナデがなされている。製作にロクロは使

用されていない。

また他 2点の上師器破片は甕口縁部破片と甕体部破片であり、共に製作にロクロは使用され

ていない。

v)7a層 水田跡について :7a層水田跡は大畦 。小畦・水路・畦畔により区画された水田に

より構成されており、水田一区画の面積は平均5.26m2でぁる。この水田跡では、水田を区画す

る畦畔は十字形あるいはT字形に交わるが、小畦の中には大畦に平行あるいは直交し、直線的

に10mあ るいはそれ以上伸びるものが数条見られる。これらの小畦については、水田を作る際

に大畦と大畦の間をいくつかに分けるために設けられた畦畔の可台〕陛がある。それは、これら

の畦畔によって分けられた区画の中では、水田の形態が各区画間でやや異なることによる。こ

こでは、これらの小畦に対して「区画畦畔」とし、区割された区画を「中区画」と称すること

にする。第166図のように 7a層水田跡では区割畦畔は 4条認められ、それらによって 5つの中

区画の存在を看取できる (区割畦畔 1～ 4、 中区画A～ E)。 各中区画内における水田の形態に

ついては、①中区画Aでは大畦 1と 区割畦畔 1の 方向性に各水田の東西辺がほぼ一致しており、

水田の形態は南北方向に長い傾向がある。②中区画B・ C・ Dでの水田の形態は方形を基調と

しているが、中区画Bでは東西方向に長いものが部分的に見られること、中区画Cでは正方

形を基調としていること、中区画Dでは不整形のものが多く見られるなどの差異がある。③中

区画Eでは大畦 2・ 水路と区割畦畔4の方向性に各水田の東西辺がほば一致しており、水田形

態は南北方向に長い傾向があるという特徴がみられる。水田の規模については、中区画A・ D

において大小の差が大きいが、中区画間での差はさほどない。

さて、7a層水田跡では畦畔の機能という点において小畦に区割畦畔の存在が明らかとなっ

たが、他の小畦については水田を区画するという機能において「区画畦畔」と称するべきもの



である。また大畦については、区割畦畔 1・ 4の方向性が大畦とほぼ一致すること、水路を付

設しているものがあること、規模が小畦に比べて大きいことなどから、水田を作るに際して基

軸 となる機能が考えられることから「基軸畦畔」と称することにする。以上のように7a層水

田跡の水田区画は、畦畔の形態・規模からは大畦・小畦により構成されており、機能的には基

軸畦畔・ 区割畦畔・区画畦畔により構成されているといえる。

これらの機能の異なる畦畔による水田区画は、それぞれ大区画 。中区画・小区画 とそれる。

7a層水田跡で検出された大区画は東西を 2条の基軸畦畔により画されている。この基軸畦畔

である大畦 1・ 2の方向は等高線に直交する傾向がある。基軸畦畔はその直下に擬似畦畔Bを

伴うことから「動かない畦畔」として水田を作るに際して、立地・地形を考慮し、水田域全体

において基本的な水田区画を構成するものと考えられる。 7a層水田跡では、おそらく調査区

の北方 。南方に等高線 と平行する基軸畦畔の存在が想定される。次に中区画は、大区画をいく

つかに区割するため設けられている。 7a層水田跡では調査区内に方形を基調 とする5区画が

認められるが、 4辺が全て検出されたものはなく中区画の面積は不明である。中区画は前述の

ようにその区画内における小区画がそれぞれ異なっていることや、区画畦畔の方向が、区割畦

畔、基軸畦畔と同様の方向を示す部分があることから区画畦畔に先行して設けられたものであ

ることを示している。各中区画における水田面の高低差は第159図のように 9～12cm未満であ

り、全体の形状が把握されたとしてもそれほどの勾配をもたないものと推測される。中でも中

区画Cにおいては高低差 9 cm、 各小区画の標高測点値の集中する分布域では高低差 5 cm程

である。中区画内における水田面の勾配が極めて緩やかなものであることが知られる。これら

のことから大区画内における区割区画の存在理由は、①小区画をなす単位であること、②小区

画で行なうには非効率的な作業等を行なう単位でもあることが考えられ、中区画にはその単位

の設定という機能が考えられる。最後に小区画は、中区画内に区画畦畔によって作られる。前

第166図 V区 7a層水田跡区割図

噛
Ｂ

Ｄ

「―
―
―
―
ヨ



述のように、この小区画は地形に規需1さ れた中での用水の流れや水田面の高低差に起因する面

は少ないと考えられる。小区画の平均面積5.26m21ま 水田に関わる全ての作業を行なうには非効

率的なものといえる。小区画の存在理由は①水田面より低平化、②畦畔に吸収された地温によ

り、水温の上昇・保温を計ること、③用水の流れを複雑、かつ緩慢な停滞的状況を作り、水温

の上昇・保温、及び保水を計ることが考えられる。これらは全て作物の生育条件を向上させる

点に意義があるもので、小区画の機能とされる。

また水田土壌である7a層 は粘土層であり、下層の 7b層、 7c層あるいは 8層 は泥炭質粘

土層である。 7a層・ 7b層・ 7c層・ 8層の各層中には7a層水田跡に伴う酸化鉄の集積層

は認められない。また 7a層の下面は極めて乱れており、これは7a層水田の耕作によるもの

と考えられる。 7a層水田は床土を形成しておらず、湿田あるいはそれに近いものと判断され

る。しかし水田面に残された牛の足跡の状況から、 7a層水田跡は比較的乾いた状態になるこ

と、大畦 2に付設された水路の存在から、ある程度の給配水機能を備えた水田形態を示してい

る。水田跡の時期については水路出土の上師器邪 (第 164図 1)か ら古墳時代南小泉式期に所属

するものと考えられる。

② 7層中で検出された帯状の酸化鉄の集積 (第 167図、写真227):VA区の 7層中位において、

帯状に走る酸化鉄の集積を検出した。この酸化鉄の集積は方向性が真北を基準とする傾向がみ

られ、幅は40～65cmである。酸化鉄の幅は水田の畦畔の幅を直接示すとは考えられないため、

ここでは確認された水田の区画を示すにとどめる。確認された水田は 4枚である。水田 1枚の

面積のわかるものはないが、37m2以上、72m2以上、121m2以上、127m2以上 と57m2以上のも

のであり、東西方向に細長い傾向が水田① o②に認められる。

この酸化鉄の帯については、ある時期の畦畔の位置を示していると考えられるが、7a層中で

の酸化鉄の存在から、酸化鉄の形成は7a層 より上位の層においてと推定される。V区西半部

では、 3b・ 4b・ 5a・ 6層の各時期の水田跡の畦畔の位置はいずれも酸化鉄の帯のプランと

は異なり、どの層を耕作土とした水田跡かについては不明である。

13.6層 の調査

(1)調査概要

① 6層の分布。上性 :6層はⅣ区とV区に分布する。層厚はⅣ区D-29グ リッドで 5～ 10cm、

V ttD-20グ リッドで15～ 20cm、 D-13グ リッドで約10cmである。層相はⅣ区D-29グ リッ

ドにおいては2.5Y5/3責褐色シル トであるが、V ttD-20グ リッドでは10YR6/1褐灰色粘土で

ある。

② 6層上面の標高・地形 :6層上面の標高はⅣ区南東部D-29。 30グ リッドで9.58～ 9.36m、 V

区D-20・ 21グ リッドで9.63～9.38m、 D-13・ 14グ リッドで9.53～ 9.40mである。
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③検出遺構 と出土遺物 :Ⅳ区では6層上面において濤跡 2条 (SD4・ SD5)が 検出されて

いる。SD4と SD5に は新旧関係があり、SD5が SD4よ り新しい。遺物はSD4の堆積

土中からは土師器 5点、SD5の堆積土中からは土師器片 1点が出土 しており、基本層 6層中

からは石器 1点、土師器片14点が出土している。V区では 6層上面において水田跡を検出して

いる。また 6層をやや削り込んだ段階で濤跡 1条 (SD6)を検出している。

12)Ⅳ区の調査 (第 168～ 171図、写真229～236)

① SD4iSD4は Ⅳ区調査東部、 B・ C・ D-29。 30グ リッドに位置する。 6層上面で確認

された。SD4の方向性は東方へ張り出す弧状をなしており、検出長は約30mである。断面形

は扁平な舟底形を呈 しており、中央部が一段低 くなっている。上端幅は3.32～5,08m、 下端幅は

20～55cmである。深さは65～95cmで、中央部がやや深い。底面の標高は北端部で8.80m、 中

央部で8.45～8.60mで、北方に高 く南方に低い。底面にはやや凹凸がみられる。埋土は10層認

められ、その状況から自然堆積により埋まったものと考えられる。

出土遺物は、埋土中から土師器 5点 (第 172図 1～ 5、 写真353-6～ 10)が出上している。

第172図 1(写真3536)ISD4中央部の埋土中から出上した15点 と基本層 6層中より出上した

1点が接合 したものである。残存状況は全体の約4/5である。器形は体部が丸味をもって立ち上

が り、口縁部が外傾する不である。底部は上げ底気味である。日縁直下の内面には弱い稜が形

成されている。器厚は底部で 8 mm、 体部から口縁にかけては 5～ 6 mmである。推定で口径

13.2cm、 器高6.4cm、 を測る。調整は、外面口縁部付近が横ナデ、内面は横ナデの後放射状の

ヘラミガキがなされている。

第172図 2(写真353～7):SD4の北端部の埋土中から出土した 6点 と基本層 4層中より出とし

た 1点が接合したものである。残存状況は全体の約1/5である。器形は体部下半が内弯気味に外

傾し、体部中位で屈曲して口縁部から体部上半がほぼ垂直に立ち上がる郷である。屈曲部の外

面には弱い稜を形成している。器厚は底部付近で 8 mm、 体部から口縁部にかけては 4～ 7

mmであり、推定口径13.7cmである。調整は、外面の口縁部から体部上半にかけて横ナデ、体

部下半はヘラナデ、内面は横ナデの後、放射状のヘラミガキがなされている。

第172図 3(写真3539):SD4中央部の埋土中から出土した 2点が接合したものである。壺の

口縁部破片である。器形は頸部からの立ち上が りは外反気味であるが、回縁部上半はわずかに

内弯する。器厚は5～ 7 mmであり、推定口径は10.6cmである。調整は外面に横ナデがなされ

ている。

第172図 4(写真353-10)iSD4北端部の揮十中から出上した 2点が接合したものである。甕の口

縁部破片である。器形は口縁部が外反しており、内面には口縁部と体部の境に弱い稜を形成 し

ている。器厚は 3～10mmであり、推定回径18.lcmである。調整は、外面が刷毛目の後横ナデ、
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第170図 Ⅳ区 6層上面 SD5平面図
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１

２

層 誰 記

10Y R%黒縄色Fh性 シルト マンオンがわずかながら見られる。浅黄色力Чまんのわずか斑点状に見られる。
とOY R%福 灰色枯土 浅黄色が相互に入っている。マンガンと酸化鉄がところどころに見られる。

SPB
9.80M引

土 層 誰 記
1 25Y%黄灰色シルト質粘土 浅黄色が少量まだらに入っている。酸化鉄とマンガンがところどころ薄く見られる。
2 5Y/灰色ンルト質粘上 マンガンと酸化鉄が全体的に藩く含まれている。
3 25Vえ 浅黄t粘性シルト 酸化鉄が全体的に見られる灰色が部分的に見られる。

9.80M ＳＰ
引 晴ト

土 層 誰 記

1 10V R/掘灰色ンルト質rh土 酸化鉄とマンガンが全体的に薄くみられる。
2 10Y R%黒掘色梢性シルト 浅黄色ンルトを全体的にまたらに合むが底面付近では少ない。また酸化鉄とマンガンを全体的にやや合む。

第171図 Ⅳ区 6層上面 SD5セ クション図



内面には横ナデがなされている。

第172図 5:SD4の 埋土中より出上している。棒状浮文のある壼の口縁部破片である。棒状浮

文には刺突が 3ケ所みられる。

写真353-8:SD-4中央部の埋土中から出上した土師器甕あるいは壼の体部破片である。前述

のようにD-30dグ リッド基本層 7b層上面出土の破片 (☆)と 接合する。

これらの出土遺物の中で第172図 1～4は南小泉式、第172図 5は塩釜式に所属するものと考え

3
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られる。

② SD5iSD5は IV区東部、BoC・ D-29。 30グ リッドに位置する。 6層上面で確認され

た。SD5の 方向性は東方へ張り出す弧状をなしており、南半部では 2条 に分かれている。検

出長は約30mである。断面形は扁平なレンズ状を呈している。上端幅は北半部で2.44～ 3.86m、

南半部で0.96～ 3.36m、 下端幅は北半部で0.86～ 1.86m、 南半部で060～1.90mである。深さ

は北端部で16cm、 南半部では 8～30cmで ある。底面の標高は北端部で9.46m、 中央部で9.33m、

南端部では東側の濤が9.53m、 西側の濤が9.32mである。底面はほぼ平坦である。埋土は3層

認められ、その状況から自然堆積により埋まったものと考えられる。

出土遺物は、埋土中から土師器 1点 (第 172図 6、 写真353-11)が出土 している。

第172図 6(写真353-11):SD5南 半部の西側の濤の埋土中から出土 した 2点が接合したも

のである。壷の体上半部の破片である。器厚は 7～10mmである。調整は内面に横ナデがなさ

れている。南小泉式に所属するものと考えられる。

③出土遺物 :基本層 6層からは石器 1点第173図 1、 土師器破片14点が出上している。上師器破

片は細片のため図示できないが、製作にロクロを使用しており、内面に黒色処理がなされてい

る郷の破片が主である。

第173図 1(写真3525):B-30bグ リッド、6層中より出上 した 2次カロエのある剣片である。表

面右側縁に2次加工痕が認められる。また上端には折れ面がみられる。石質は流紋岩である。

④ SD4・ SD5に ついて iSD4及 びSD5か らは塩釜式あるいは南小泉式に属する土師器

が出土しているが、写真3538に みるように、 7b層上面のものと接合する例があることから、

これらの遺物は直接 SD4と SD5の 時期を示すものと判断されない。

(9 V区の調査 (第 174・ 175図、写真237～242)

① 6層水田跡

i)検出状況 :水田跡はC・ D-19グ リッド以西全域で検出された。

�)水田の構成 :6層水田跡は、幅80～220cmの 畦畔と、これらの畦畔によって区画された水

田から構成される。また畦畔の方向は真北を基準としている傾向がみられ、畦畔はほぼ東西・

南北方向を示す。水田は16枚検出されており、各水田は①～⑩の番号に示した。また畦畔につ

いても畦畔 1～ 12と した。 6層水田跡の水田域はVE区には伸びず、北方・南方へ広がってお

り、東方については不明がある。尚、水口・水路及び足跡は検出されていない。

a.畦畔 :畦畔は周囲の上を盛って作られている土盛 り畦畔である。畦畔の規模による大小の

差は認められない。各畦畔の方向性は直線的であり、方向は真北を基準 としている傾向がみら

れる。上端幅は40～80cm、 下端幅は80～220cmを 測る。水田面との比高差は 2～ 5 cmである。

b.区画 :水田 1枚毎に区画は畦畔によってなされており、16枚の水田が検出された。畦畔10



の西側では東西方向にはほぼ直線的に伸びる畦畔 3・ 4と 、それとT字形あるいは十字形に変

わる畦畔 7・ 8。 9に より水田③・④・⑥の区画が明らかとなっている。これら3枚の水田の

平面形は東西方向に長い長方形を基調としており、水田面積は水田③が168.3m2、 水田④が推定

77.lm2、 水田⑥が推定168.3m2を測る。また畦畔10と 畦畔12の間では水田⑬ (面積38.4m2)に

みられるように、畦畔10の西方の水田よりはやや小さな区画がなされている。畦畔12の東方の

区画は不明である。

�)出土遺物 :6層に関係する遺物は畦畔12の南半部とその付近から土師器破片 4点、須恵器

破片 3点が出上している。土師器破片は全て野の破片であり、製作にロクロを使用しており、

内面は黒色処理がなされている。須恵器破片も全て郷の破片である。

�)6層水田跡について :6層水田跡は畦畔と水田により構成されてお り、畦畔の方向性は真

北を基準としている傾向がみられる。水田一区画の面積は、畦畔10の 西方では推定77.lm2の も

のと168.3m2の ものが認められ、畦畔10と 畦畔12の 間では38.4m2の ものが認められた。水田土

壌である6層はシル ト質粘土であり、層中には砂粒を含み酸化鉄斑が見られる。下層の 7a層

中には 6層水田跡に伴う酸化鉄の集積層は認められず、 6層水田は湿田あるいはそれに近いも

のと判断される。水田跡の時期については畦畔12南半部出上の上師器lThの破片により平安時代

表杉ノ入式期に所属するものと考えられ、後述する5a層水田跡が10世紀前半と考えられる灰

白色火山灰降下前後の水田跡であることから、それ以前の時期 と位置付けられる。また、水田

区画は真北方向を基準 とする傾向がみられ、条里型土地割 との関連が考えられる。

②SD6iSD6は V区中央やや東寄りの北半部、C-18。 19・ 20グ リッドに位置する。 6層

をやや削り込んだ段階で確認された。SD6は C-20dグ リッドにおいて大きく曲がってはい

るが、方向性はほぼ直線的でN-78°一Wと N-5°一Wの 2方向を示す。検出長は約28.5mであ

る。断面形は「コ」の字形を呈している。上端幅は26～ 42cm、 下端幅は14～38cmで、深さは

9.3cmである。底面の標高はC-18グ リッドで9.30m、 C-19グ リッドで9。 25～ 9.40m、 C-20

グリッドで9.20～ 9。 25mである。底面はほぼ平坦である。埋土は単層であり、基本層 6層、 7

a層がブロック状に見られ、人為的に埋まったものと考えられる。

14.5a層 の調査

(1)調査概要

① 5a層の分布 。上性 :5a層 はⅣ区とV区に分布する。層厚はⅣ区D-29グ リッドで 3～ 5

cm、 V ttD-20グ リッドで 3～ 5 cm、 D-13グ リッドで 8～15cmである。層相はⅣ区D-29

グリッドにおいては2.5Y5/2灰褐色粘土質シルトであるが、D-20グ リッドでは2.5Y5/1黄灰

色粘土である。

② 5a層上面の標高と地形 :5a層上面の標高はⅣ区南東部D-29。 30グ リッドで9,71～ 9。 61





B-
19
1B
-2
0

C-
19
1C
-2
0

C-
18
1C
-1
9

D-
18
1D
-1
9

C-
19
1C
―

D-
19
1D
-2
0

ω ↓ ∞

第
17

5図
 V
区

6層
上

面
SD
6平

面
図

う
エ

レ
ベ

ー
シ

ョ
ン
図



m、 V ttD-20・ 21グ リッドで9.73～9,63m、 D-13・ 14グ リッドで963～9.49mであるc

③検出遺構 と出土遺物 :5a層上面においてⅣ区とV区で水田跡を検出している。遺物は5a

層上面及び 5a層中において須恵器 4点、土師器破片80点、須恵器破片22点、赤焼土器破片 2

点、土師器か須恵器か赤焼土器のいずれの破片 3点が出上しており、V区では土師器 3点須恵

器 4点、土師器破片73点、須恵器破片 5点が出土している。

12)Ⅳ区の調査 (第 176図、写真243～ 245)

① 5a層水田跡

i)検出状況 i5a層水田跡はⅣ区北半部において検出されている。

1)水田の構成 :5a層水田跡では畦畔 2条 (畦畔 1・ 2)と 、これにより区画された水田 1

枚 (水田①)が検出されている。また水田跡に伴う足跡は検出されていない。

a.畦畔 :畦畔は周囲の上を盛って作られている土盛 り畦畔である。畦畔の方向性は真北を基

準としている傾向がみられる。畦畔 1は上端幅100～ 132cm、 下端幅140～ 270cm、 畦畔 2は上端

幅90～ 140cm、 下端幅115～ 190cmであり、断面形は扁平な台形状をなす。水田面 との比高差は

畦畔 1では北側で10～ 15cm、 南側で10～20cm、 畦畔 2では東側で 2～ 8 cm、 西側 2～ 6cmで

ある。畦畔 1と 畦畔 2に は規模の差が認められる。また 2条の畦畔は共に所 どころ途切れてい

る。これは後世に畦畔に対して直交する方向から何らかの行為がなされた痕跡 と考えられる。

b。 区画 :検出された水田①の面積は836m2以上であるが、この中に他の区画が存在している

可能性がある。

iii)出 上遺物 :5a層中及び5a層上面からは土師器lTh l点 (第 177図 2)、 土師器甕 2点 (第

177図 1・ 3)、 須恵器FTA 4点 (第 177図 5～ 8)、 赤焼土器高台付郵 1点 (第 177図 4)の他、土

師器・須恵器・赤焼土器の破片が出上している。

第177図 1(写真353-18):C-29cグ リッド5a層出上の 4点 と4b層 出上の 1点の破片が

接合した土師器甕である。分布の最大長60cm、 分布の幅32cmで ある。

第177図 2(写真353-19):C-29cグ リッド5a層出上の 3点 と4b層 出上の 1点の破片が

接合した土師器邪である。分布の最大長50cm、 分布の幅12cmで ある。

第177図 3(写真353-20)iC-29・ 30グ リッドにおいて 5a層出上の 6点 と4b層 出上の 5

点の破片が接合した土師器甕である。分布の最大長5.lm、 分布の幅1.96mである。

第177図 7(写真355-16):C-26cグ リッドとC-26dグ リッド5a層 出上の 2点の破片が

接合した須恵器郷である。 2点間の距離は4.45mである。

第177図 8(写真355-17):D-29bグ リッド5a層出上の 4点 と4b層 出土の 2点の破片が

接合した須恵器 である。分布の最大長2.Om、 分布の幅35cmで ある。

これらの遺物の中で第177図 1・ 2・ 3・ 8の分布はD-29グ リッド北東コーナ付近を中心に
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分布している。この地点は畦畔 1・ 2を延長するとその交差部分にあたるため、畦畔との関連

も考えられる。

13)V区の調査 (第 179図 、写真246～248)

① 5a層水田跡

i)検出状況 :5a層水田跡はV区全域において検出されている。

�)水田の構成 :5a層水田跡は幅70-208cmの 畦畔と、これらの畦畔によって区画された水

田から構成される。また畦畔の方向は真北を基準としている傾向がみられ、畦畔はほぼ東西・

南北方向を示す。水田は12枚検出されており、各水田は②～⑬の番号によって示した。また畦

畔についても畦畔 3～ 12と した。水路は検出されていないが水口が 1ケ所検出されている。 5

a層水田跡の水田域は北方 。南方へ広がっている。

a.畦畔 :畦畔は周囲の上の盛って作られている土盛り畦畔である。畦畔の規模による大小の

差は認められない。畦畔の方向性は直線的であり、方向は真北を基準としている傾向がみられ、

畦畔 8と しては比較的規模が大きく上端幅40～131cm、 下端幅122～ 208cmで あり、他の畦畔は

上端幅は23～ 130cm、 下端幅は72～ 190cmを 測る。水田面との比高差は畦畔では10cm前後であ

るが、他の畦畔では3～ 5cmである。また畦畔の直上には基本的に灰白色火山灰をのせている。

b.区画 :水田 1枚毎の区画は畦畔によってなされており、12枚の水田が検出された。畦畔 8

の西側では東西方向にほぼ直線的に伸びる畦畔 3・ 4・ 5と 、それとT字形に交わる畦畔 6・

7に より区画がなされている。水田の平面形は東西方向に長い長方形を基調としており、水田

面積は水田⑦が85.4m2で ぁる。水田① (面積362.3m2以 上)と水田② (面積577.3m2以 上)が

1枚の水田か否かについては、5a層水田跡の畦畔の残存状況が良好でない部分もあることか

ら今後の課題とされる。また畦畔8の東側では南北方向にほぼ直線的に伸びる畦畔12と 、それ

とT字形に交わる畦畔 9。 10・ ■により区画がなされている。水田の平面形は南北方向に長い

長方形を基調としており、水田面積は水田③が160.8m2で ぁる。

�)水田面に残された足跡 :D-15グ リッド北東コーナー付近で人間の足跡を1個検出してい

る。この足跡には灰白色火山灰が入っており、長さは20.4cmである。

�)出土遺物 :5a層 中及び 5a層上面からは土師器郷 2点 (第 180図 1。 歩)、 土師器甕 1点

(第 180図 3)、 須恵器好 4点 (第 180図 4～ 7)の他、土師器・須恵器の破片が出土している。

第180図 1(写真353-21):C-13cグ リッド5a層中から出土した土師器界である。この郷は

製作にロクロが使用されてはおらず、内外面ともヘラミガキの後黒色処理がなされており、国

分寺下層式の範疇に入るものと考えられる。

第180図 2(写真353-22):C-14bグ リッドの畦畔 4か ら出土した土師器杯である。底部が単

独に出土している。
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● 5a層

第180図 7

第 182図 V区 5a層出土遺物接合分布図 (2)

第180図 3(写真353-23)iC-13～ 15グ リッドにおいて 5a層出上の12点 と4b層 出上の 2

点の破片が接合した土師器甕である。分布の最大長16.55m、 分布の幅5.15mである。全て水田

区画内からの出土である。

第180図 4(写真355-18):D-18グ リッド5a層出上の 6点 と6層中出上の 4点の破片が接

合した須恵器不である。分布の最大長4.lm、 分布の幅1.95mである。畦畔 8の南端部西側に分

布 している。

第180図 5(写真355-19):D-17・ 18グ リッドにおいて 5a層出土の 5点 と4b層 出上の 7

点の12点が接合した須恵器好である。4b層出上の 7点のうち 6点は4b層最下部出土であること

から第180図 5を 5a層水田跡に伴う遺物 とした。分布の最大長3.9m、 分布の幅2.5mで ある。

畦畔 8の南端部西側に分布している。

第180図 6(写真355-20):C-18dグ リッド5a層から出上した 3点 とD-18aグ リッド4b

層中から出土した 1点の 4点の破片が接合した須恵器郷である。分布の最大長8.2m、 分布の幅

1.Omである。畦畔 8のやや西側に分布している。

第180図 7(写真355-21)iC-15。 16グ リッドにおいて 5a層出上の 3点の破片が接合した

須恵器郷である。分布の最大長17.Om、 分布の幅3.Omである。1点 は畦畔 4か ら出土であるが、

他の 2点は水田区画からの出上である。

“

)5a層 水田跡について

5a層水田跡はⅣ区。V区において検出された。水田跡の時期については5a層出上の上師

器により、平安時代表杉ノ入式期に所属するものと考えられる。この水田跡では畦畔上に10世紀

前半に降下したと考えられる灰白色火山灰をのせ、水田土壌中に灰白色火山灰を含んでいるこ

とから平安時代の中でも灰白色火山灰降下前後の時期を位置付けられる。また、水田区画は真

北方向を基準とする傾向がみられ、条里型土地割 との関連が考えられる。
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15。 4b層 の調査

(1)調査概要

① 4b層の分布 。上性 :4b層 はⅣ区からⅥ区にかけて分布する。層厚はⅣ区D-29グ リッド

で10cm、 V ttD-20グ リッドで 5～ 10cm、 D-13グ リッドで 8～ 15cm、 VE区で 8～ 13cm、

Ⅵ区で 8-12cmでぁる。層相はⅣ区D-29グ リッドで10YR5/2灰黄褐色粘土質シル ト、V区

D-20グ リッドで10YR6/1褐灰色シル ト質粘上である。

② 4b層上面の標高と地形 :4b層上面の標高はⅣ区南東部D-29。 30グ リッドで9.82～ 9.70

m、 V ttD-20・ 21グ リッドで9.80～9.64m、 D-13・ 14グ リッドで9.76～9.62m、 VE区で

9.47～ 9.36m、 Ⅵ区で 9,40～9,35mと 東方が高 く西方に低い傾向がある。

③検出遺構 と出土遺物 :Ⅳ区では4b層上面において遺構は検出されていないが、4b層中及

び4b層上面から土師器10点、須恵器 6点、赤焼土器 1点の他、土師器・須恵器・赤焼土器・

陶器の破片が出上している。V区では4b層上面において水田跡と濤跡 1条 (SD7)を 検出

している。 4b水田跡とSD7に は新旧関係があり、SD7が 4b層水田跡より新 しい。また

4b層中及び 4b層上面からは土師器19点、須恵器 6点、赤焼土器 3点の他、土師器・須恵器・

赤焼土器の破片が出上している。VE区 。Ⅵ区では遺構・遺物は検出されていない。

(2)Ⅳ区の調査

①出土遺物 :4b層中及び 4b層上面からは土師器lTN 8点第183図 1～ 8、 土師器甕 2点第183

図 9・ 10、 須恵器rTh 5点第184図 2～ 6、 須恵器甕 1点第184図 7、 赤焼土器 1点第184図 1の 他、

土師器破片87点、赤焼土器破片 4点、須恵器破片37点、土師器あるいは赤焼土器あるいは須恵

器のいずれかの破片 3点が出上している。土師器は製作にロクロを使用しており、表杉ノ入式

の範疇に入るものと考えられる。

(31 V区 の調査 (第 185図、写真253～256)

① 4b層 の水田跡

i)検出状況 i4b層水田跡はV区全域において検出されている。

�)水田の構成 :4b層水田跡は幅38～242cmの畦畔と、これらの畦畔によって区画 された水

田から構成される。また畦畔の方向は真北を基準としている傾向がみられ、畦畔はほぼ東西・

南北方向を示す。水田は17枚検出されており、各水田は①～①の番号によって示した。また畦

畔についても畦畔 1～ 14と した。水路及び水回は検出されていない。 4b層水田跡の水田域は

北方 。南方へ広がっている。

a.畦畔 :畦畔は周囲の上を盛って作 られている土盛 り畦畔である。畦畔の方向性 は直線的で

あ り、方向は真北 を基準 としている傾 向がみ られ る。畦畔 8は上端幅80～184cm、 下端幅

140～ 284cmと 比較的規模が大 きく、他の畦畔では上端幅 8～ 150cm、 下端幅32～190cmで あ
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る。水田面 との比高差は 1～ 4 cmである。

b.区画 :水田 1枚毎の区画は畦畔によってなされており、17枚の水田が検出された。畦畔 8

の西側では東西方向にほぼ直前的に伸びる畦畔 1・ 2・ 3と 、それとT字形に交わる畦畔 4・

5・ 6。 7に より区画がなされている。水田の平面形は東西方向に長い長方形を基調 としてお

り、水田面積は水田⑤が推定213.7m2でぁる。また畦畔 8の東側では南北方向にほぼ直線的に

伸びる畦畔13・ 14と 、それとT字形あるいは十字形に交わる畦畔 9・ 10。 11・ 12に より区画が

なされている。水田面積は水田①が推定187.8m2、 水田⑭が推定21.2m2で ぁる。

�)出土遺物 :4b層中及び4b層上面からは土師器不13点第186図 。第187図 1～ 4、 土師器

高台付 FTA 4点第187図 5～ 8、 土師器甕 2点第187図 9。 10、 須恵器lTN 6点第188図 3～ 8、 赤焼

土器郷 2点第188図 1・ 2、 赤焼土器高台付年 1点第187図■の他、土師器破片181点、赤焼土器

破片 6点、須恵器破片16点、土師器あるいは赤焼土器あるいは須恵器のいずれかの破片11点が

出土している。

第186図 3(写真3546)iC-18bグ リッドとC-19dグ リッド4b層出上の 3点の破片が接

合した土師器FThである。分布の最大長4.9m、 分布の幅70cmである。近接した 2点は畦畔 8の

北端部から、離れた 1点 は水田①の区画内から出上 している。

第186図 4(写真3549):D-18dグ リッド4b層から出上の 2点の破片が接合した土師器邪

である。 2点間の距離は1.4mである。出土地点は水田⑨の区画内であるが、畦畔 2・ 8に それ

ぞれ近接している。

第186図 7(写真354-12):C・ D-20グ リッド4b層 出上の 6点 とD-20bグ リッド5a層出

上の 1点の破片が接合した土師器lTNで ある。分布の最大長7.4m、 分布の幅6.Omで ある。出土

地点は畦畔11か ら2点、水田14の区画内から1点、畦畔12か ら1点、水田⑮の畦畔12に 近接 し

た区画内から3点出上している。

第186図 8(写真354-13):D-19cグ リッド4b層出土の 3点 の破片が接合した土師器邸で

ある。3点の破片は密接して出土しており、分布の最大長は35cmで ある。出土地点は畦畔13の

南端分布東側である。

第187図 2(写真354-18):C-18グ リッド4b層出上の 3点、5a層出土の 1点 と、D-17b

グリッド4b層出上の 1点の破片が接合した土師器郷である。分布の最大長12,7m、 分布の幅

1.9mで ある。C-18グ リッド出上の 4点 は畦畔 8の北端部付近からの出土であり、D-17bグ

リッドに出土のものは畦畔 2の北側から出土している。

第187図 3(写真354-16):C-18aグ リッド4b層 出上の 3点が接合した土師器邸である。分

布の最大長4.8m、 分布の幅80cmで ある。出土地点は 1点が畦畔 1の北側、他の 2点 は水田⑦

の区画内である。
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第188図 5

Oζ

第188図 6

第188図 7                           第188図 8

第192図 V区 4b層出土遺物接合分布図 14)   :二 :昌

第187図 6(写真354-19):D-18cグ リッド4b層出上の 1点 と5a層出上の 1点の破片が接合

した上師器高台付年である。出土地点は畦畔 8の南端部で、 2点は重なり合うような状況で出

土 した。

第187図 7(写真354-22):C-19bグ リッド層出土の 3点、5a層出上の 1点 と、C-20cグ リッ

ド4b層出土の 1点の破片が接合した土師器高台付邪である。分布の最大長7.lm、 分布の幅50

cmである。出土地点はC-19bグ リッド4b層出上の 3点は畦畔 9か ら、5a層出土の 1点は

そのすぐ南側からで、C-20cグ リッド出上の 1点 は水田①の区画内、畦畔■の北側である。

第187図 9(写真354-21)iC-16・ 17・ 19グ リッド、D-15・ 18グ リッド4b層出上の23点 をC―

16グ リッド5a層出上の 1点が接合あるいは同一個体 と判断された土師器甕である。分布の最

大長35m、 分布の幅16.7mである。C-16グ リッドから出上した各破片は水田④の東半部に分

布しており、D-15グ リッドの1点は水田⑤の区画内、畦畔6の西側から、C-17グ リッドの



1点は畦畔 1か ら、D-18グ リッドの1点 は畦畔 8か ら、D-19グ リッドの 1点 は水田①の区

画内、畦畔9の南側から出上している。この分布では水田⑤の区画内に分布の中心の存在を認

めることができ、中心を離れたものは畦畔及びその付近から出土している傾向がある。

第187図 10(写真3551):C-15～ 17グ リッド4b層出土の 4点の破片が接合した土師器甕で

ある。分布の最大長12.lm、 分布の幅3.lmで ある。出土地点は全て水田④の区画内である。

第188図 2(写真3566):C-19bグ リッド4b層出上の1点 と、D-18グ リッド出上の 7点の

破片が接合した赤焼土器好である。分布の最大長225m、 分布の幅1,9mで ある。D-18グ リッ

ドの7点 は畦畔8の南端部及びその付近から、C-19bグ リッド出上の 1点 は畦畔 9か ら出土

している。

第188図 5(写真355-31):C-15aグ リッド5a層出上の 1点 と、D-15aグ リッド4b層 出

土の 1点の破片が接合 した須恵器不である。2点間の距離は8.lmである。C-15aグ リッド出土

の 1点 は畦畔 2の直下か らD-15aグ リッド出上の 1点 は水田⑤の区画内から出土 している。

第188図 6(写真355-30)iC-15aグ リッド4b層出上の 3点の破片が接合した須恵器1/fhで

ある。3点の破片は密接 して出上しており、分布の最大長は60cmで ある。3点の出土地点は畦

畔 2及びその北側である。

第188図 7(写真355-32)iC-18グ リッド4b層出上の 3点 と、 5a層 出上の 2点が接合 し

た須恵器邪である。分布の最大長8.7m、 分布の幅1.5mである。C-18bグ リッド出上の 2点 は

畦畔 8北端部とその付近から、C-18dグ リッド出上の 3点は水田④の区画内、畦畔 1・ 8の付

近から出上 している。

第188図 8(写真355-34):C-15グ リッド4b層出上の 1点 と、 5a層 出土の 1点が接合 し

た須恵器邪である。2点間の距離は4.2mで ある。4b層出土の 1点 は畦畔 2か ら、5a層出土

の 1点 は水田⑤の区画内から出上 している。

② SD7:SD7は V区西半部、 B・ CeD-15・ 16グ リッドに位置する。 4b層上面で確認

された。SD7の 方向性はほぼ直線的であり、N-18°一Eと N-89°一Wの方向を示す 2条の濤

より構成される。検出長は約22.5mであり、断面形は馬平な台形状を呈する。上端幅は33～92

cm、 下端幅は3～49cmである。深さは1.4～9.5cmである。底面の標高は北端部で9.71m、 中

央部で9.67～962m、 南端部で9.66mで、北方に高 く南方に低 く、底面はほぼ平坦である。埋

土は3b層である。出土遺物はない。

v)4b層水田跡について :4b層水田跡の時期については、4b層出上の上師器により、平安時

代表杉ノ入式期に所属するものと考えられる。この水田跡は平安時代の中でも、前述した 5a

層水田跡よリー時期新しいもので、10世紀前半に降下したと考えられる灰白色火山降下の水田

跡である。
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16.4a層 の調査

4a層 はⅥI区 においてのみ分布する。遺構・遺物は検出されていない。

17,3b層 の調査

(1)調査概要

① 3b層の分布・土性 :3b層 はⅣ区とV区に分布する。層厚はⅣ区D-29グ リッドで10～ 15cm、

V ttD-20グ リッドで 8～ 12cm、 D-13グ リッドで 5～12cmで ある。層相はV ttD-20・ 21

グリッドで10YR3/1黒褐色シル ト質粘土である。

② 3b層上面の標高と地形 :3b層上面の標高はⅣ区南東部 D-29。 30グ リッドで9。 94～9.09

m、 V ttD-20。 21グ リッドで988～ 9.73m、 D-13・ 14グ リッドで9.84～ 9.76mである。

③検出遺構 と出土遺物 :Ⅳ区では3b層上面において、掘立柱建物跡 6棟 (SBl～ 6)、 濤跡

13条 (SD8～ 11・ 14～ 16・ 18～ 23)、 土坑12基 (SKl・ 3～ 9。 11～ 14)、 ピット126基が検

出されている。V区では水田跡が検出されている。出土遺物はV区 3b層中および 3b層上面

から土師器破片 3点、赤焼土器破片 3点が出土している。Ⅳ区については3a層および 3b層

から土師器破片68点、須恵器破片19点、赤焼土器破片20点、陶器破片19点が出土している。

磁)Ⅳ区の調査 (第 194図 )

①SBl:B・ C-30グ リッドに位置する。SK4、 SB2・ 3と 重複し、SK4よ り新しい

がSB2・ 3と の新旧関係は不明である桁行 3間 (総長約520cm一 東)、 梁行 2間 (総長約315

cm一 南)の南北棟建物で、軸方向はN-8°一Eである。柱間は、柱痕跡不明のものを柱穴中

央部に想定すると、桁行は西列で北から170、 170、 165cmで東列は北から170、 166、 186cmで

ある。梁行は北側で310cm、 南側で145、 170cmである。柱穴は20～30cmの円形で、柱痕跡は

7～12cmほ どである。

② SB2:B-30グ リッドの東南部に位置する。SBl・ 3と 重複するが新旧関係は不明であ

る。南北 2間 (総長約306cm)、 東西 2問 (総長約320cm一 南)の建物で、南北軸方向N-4°一

Eである。柱間は、柱痕跡不明のものを柱穴中央部に想定すると、西列140、 166cm、 東列306cm、

】レ J154、 164cm、 南列156、 164cmである。柱穴は20～45cmの不整円。方形で、柱痕跡は8 cm

である。

③ SB3:BoC-30グ リッドに位置する。SBl・ 2と 重複するが新旧関係は不明である。

桁行 3間 (総長約682cm一 南)、 梁行 1間 (総長約370cm一 西)の東西棟建物で、軸方向は

N-80°一Wである。柱間は、柱痕跡不明のものを柱穴中央部に想定すると、桁行は北列186、 290、

200cm、 南列210、 250、 222cmである。梁行は西側370cm、 東側366cmである。柱穴は25～ 40

cmの 円 。不整円形で、柱痕跡は10cmである。

④ SB4:BoC-29グ リッドに位置する。SK3・ 11と 重複し、S Kllと の新旧関係は不明





だが、SK3に より東南隅の柱穴が切られていることからSK3よ りは古い。桁行 3間 (総長

約782cm一 西)、 梁行 2間 (総長約386cm一 北)の南北棟建物で、軸方向はN-16°一Eであ

る。柱間は、柱痕跡不明のものを柱穴中央部に想定すると、桁行は西列280、 248、 254cm、 東列

250、 272cm、 不明である。梁行は北側で193、 193cm、 南側220cm、 不明である。柱穴は30～■0

cmの 円形または方形で、柱痕跡は12～15cmで ある。

⑤SB5:C-28・ 29グ リッドに位置する。桁行 2間 (総長約506cm一 北)、 梁行 1間 (総長

約320cm一 西)の東西棟建物で軸方向はN-76°一Wである。東南隅の柱穴は不明である。柱

間は、柱痕跡不明のものを柱穴中央部に想定すると、桁行は北列216、 290cm、 南列230cm、 不

明である。梁行は西側320cmである。柱穴は50～70cmの方形・不整方形で、柱痕跡は18～20cm

である。

⑥ SB6iC・ D-30、 D-29グ リッドに位置する。S D26と 重複し、S D26よ り古い。桁行

3間 (総長約570cm一 東)、 梁行 2間 (総長約370cm― 北)の南北棟建物で、軸方向はN―

12° 一Eである。柱間は、柱痕跡不明のものを柱穴中央部に想定すると桁行は西列250、 270cm、

東列150、 140、 280cmである。梁行は北側で160、 210cm、 南側で200、 170cmである。柱穴は

30～40clnの 円形で、柱痕跡は13cmである。

② SD8:D-30グ リッドに位置する。SD9、 SK9と重複し、両者より新しい。検出長は

2mと短 く、N-70°一Wの方向である。上端幅35～70cm、 下端幅25～ 67cln、 深さ5 cmの浅

い濤である。埋土は 1層である。

③ SD9:D-30グ リッドに位置する。SD8・ SK9と重複し、S K10よ り新しくSD4よ

り古い。検出長は 6m、 直線的でN-12°一Eの方向である。上端幅30～ 60cm、 下端幅18～ 44cln、

深さ10～24cmで、U字形の断面を呈する。埋土は 2層である。

◎ S D10:B・ C-28グ リッドに位置する。検出長は14m、 直線的でN-12°一Eの方向である。

上端幅50～ 88cm、 下端幅25～ 65cm、 深さは 6～17cmで ある。断面形は逆台形を呈する。底面

の標高は約9.8mで ほぼ水平である。埋土は 1層である。

⑩ S Dll:B・ C-28、 C-27グ リッドに位置する。S D10に ほぼ平行する。検出長は■m、 直

線的でN-15°一Eの方向である。上端幅28～ 65cm、 下端幅17～ 40cln、 深さは9～14cmで ある。

断面形は逆台形を呈する。底面の標高は約9.8mで ほぼ水平である。

① S D14:B-25・ 26・ 27、 C-27グ リッドを横断している。 S D16・ 18・ 19・ 21・ 22、 S K13・

14と重複し、そのすべてより新しい。BoC-27グ リッドの東端部で消滅している。検出長は

21mでほぼ直線的な濤である。方向はN-90°一Eでほば東西方向である。断面形は浅 く開くU

字形で、壁の立ち上がりはやや弧状を呈する。上端幅は115～ 153cm、 下端幅36～ 95cm、 深さ

25～35cmで ある。底面の標高は9.6～9,7mでやや西へ傾斜している。埋土は2層である。埋土
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土層属上記
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ころどころに黄色がまじる。

ｒ卜
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中から県内産で鎌倉期後半か ら南北朝期 にかけての所産 と考えられ る陶器破片が出上 してい

る。

⑫ S D15i C-27グ リッドに位置する。 S D16・ 20と 重複するが新旧関係は不明である。SD

20と の重複部分から北へ伸びるが途中で大きく西へ屈曲しS D16と 重複する。その方向はN―

80°一Wと N-8°一Eである。検出長は 9mで ぁる。断面形は逆台形を呈する。上端幅65～ 115

cm、 下端幅37～ 84cmで深さは24cmである。底面の標高は9.7～9.8mで ある。埋土は 2層であ

る。

OS D16:C-27グ リッドに位置する。 S D14・ 15。 20と 重複する。S D14よ り古いが、SD

15・ 20と の新旧関係は不明である。検出長は15m、 ほぼ直線的でN-7°一Wの方向である。断

面形は逆台形を呈する。上端幅50～ 70cm、 下端幅20～40cmで、深さは15～35cmである。底面

の標高は9.5～9.7mで あるが傾斜は一定ではない。埋土は1層である。

OS D18:B-26グ リッドに位置する。S D14と重複しS D14よ り古い。検出長は6mほ どで

B-26グ リッドの南端部で消滅している。方向性は直線的でN-2°一Wの方向である。断面形

は舟底形である。上端幅100～ 110cm、 下端幅40～60cm、 深さは20clnである。底面の標高は

9.7～ 9.8mで北へやや傾斜する。埋土は1層である。

OS D19:B-26グ リッドに位置する。 S D14・ 20と 重複し、S D14よ り古いがS D20と の新

√

″
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旧関係は不明である。S D18の西側に平行 して走る濤である。検出長は9mで N-4°一Eの方

向である。断面形は逆台形で、上端幅52～70cm、 下端幅30～ 40cm、 深さ20cmである。底面の

標高は975～9.82mで北へ傾斜している。埋土は 1層である。

OS D20:B-24。 25、 C-24～ 28、 D-28・ 29グ リッドを横断する濤である。S D15。 16・

19と重複するが新旧関係は不明である。検出長は53mで ほぼ直線的であるが、D-28グ リッド

でやや南へ屈曲する。方向は屈曲部以西がN-88°一W、 以東がN-64°一Wである。断面形は逆

台形で、壁の立ち上がりは直線的であるが南側の立ち上がり部に幅約20cmの平坦部がみられ

る。上端幅は200～ 270cm、 下端幅は30～94cmで、深さは65～ 118cmである。底面はほば平坦

であるが、濤の西端から約11.5m東に約30cm下がる段状の部分、東端から約17m西 に長さ 5

mにわたり約20～25cm高 まる部分、東端から約 9m西 に幅50cmで約15cm高 まる部分が検出

されている。高まる部分の標高は8.9～ 9mで、他の底面の標高は8.7～ 8.8mで ある。底面は

やや東へ傾斜している。埋土は 7層である。出土遺物は中世陶器破片 2点、青磁破片 1点があ

る。中世陶器のうち 1点 は常滑焼の甕で鎌倉期のものと考えられる青磁は花紋のある中国龍泉

系のものと考えられる。

OS D21:B-26グ リッドに位置する。 S D14と 重複しS D14よ り古い。検出長は 2m、 やや

弧状を呈し、N-77°一Eの方向を示す。上端幅56～35cm、 下端幅30～ 20cm、 深さ8 cmの浅い

濤で、埋土は 1層である。

① S D22:B-26グ リッドに位置する。S D14と 重複しS D14よ り古い。検出長は1.4m、 N一

4°一Eの方向でS D19と 平行 している。上端幅約30cm、 下端幅20cm、 深さ10cmの浅い濤で、

埋土は 1層である。

① SKl:C-30グ リッドの北西部に位置する。平面形は不整方形で、長軸123cm、 短軸91cm、

深さ8 cmで ある。断面形は浅い皿状を呈する。埋土は 1層である。

⑩ SK3:C-29グ リッドのほぼ中央に位置する。平面形は不整円形で、長軸170cm、 短軸135

cm、 深さ78cmで ある。底面の平面形は径約20cmの ほぼ円形である。断面形は逆台形を呈する。

埋土は 8層であるがベル ト崩落のため最下層の第 8層 しか注記されなかった。

① SK4:B-30グ リッドのやや東南 よりに位置す

る。SBlの北西隅の柱穴 と重複し、SBlよ り古い。

平面形は円形で、径は92cm、 深さは26cmである。断

面形は方形で底面は平坦である。埋土は 3層である。

② SK5:B-30・ 31グ リッドにまたがって位置する。

SK6と重複しSK6よ り新しい。平面形は楕円形で、

長軸277cm、 短軸228cm、 深さ158cmを 測る。平面形は
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やや大きいが、上端部分から約 lmほ ど下がったところで径約80cmに すばまり底面へ と続

く。埋土は12層である。第 1層から古銭、第 8層から木製の椀が出上している。井戸としての

機能が考えられる。

OSK6:B-30グ リッドの北東部に位置する。SK5と 重複しSK5よ り古い。平面形は楕

円形で、長軸164cm、 短軸146cm、 深さ143cmを 預1る 。上端部分より約70cm下がったところで

径60cmの円筒状にすばまる。埋土は 7層である。SK5と 同様に丼戸 としての機能が考えられ

る。

②SK7:B-31グ リッド、Ⅳ区の北東隅に位置する。土坑の西端が検出されたのみで平面形

などは不明である。確認された規模は上端95cm、 深さ42cmで ある。埋土は2層である。

OSK8:B-31グ リッド、Ⅳ区の北東隅に位置する。S D26に切られているので正確な平面

形は不明であるが、検出された平面形は不整精円形である。残存良好な部分での長軸は100cm、

深さ96cmを測る。底面は楕円形を呈する。埋土は4層である。

⑩SK9:D-30グ リッドに位置する。SD8・ 9と 重複し、両者より古い。平面形は不整楕

円形で長軸177cm、 短軸94cm、 深さ15cmである。埋土は3層である。

②S Kll:B-29グ リッドの北よりに位置する。平面形はほぼ円形で径240cmである。断面形

は逆台形で底面付近でややすばまり、深さは95cmで ある。埋土は10層である。

OS K12:D-29グ リッドのやや東よりに位置する。平面形は楕円形で長軸119cm、 短軸59cm、

深さ3 cmの浅い土坑である。埋土は1層である。

⑩S K13:B-26グ リッドの南よりに位置する。S D14と 重複し、S D14よ り古い。平面形全

体は不明だが、残存部の長軸は94cm、 深さは13cmで底面にピットが検出されている。

① S K14:B-26グ リッドの南よりに位置する。S D14と 重複し、S D14よ り古い。平面形全

体は不明だが、残存部は長軸98cm、 深さ6 cmの浅いものである。

(31 V区の調査 (第 205図 )

① 3b層水田跡

a)検出状況 :水田跡はV区東端部の水路跡の東側を除きV区のほぼ全域で検出された。

b)標高と地形 i3b層上面の標高は、最も高いところで9.87m(C-26グ リッド)、 最も低い

ところで9.69m(C・ D-13グ リッド)で地形は東方へ高く、西方へ低い。東西方向での傾斜度

は24.Ocm/100mである。

C)水田の構成 :3b層水田跡は畦畔と畦畔によって区画された水田と水路跡、水路跡の西側

に平行して走るS D24・ S D25か ら構成される。水田跡は7枚検出されており、各水田は①～

⑦の番号によって示した。3b層の水田域は東方は水路跡までは確認されており、北方南方へ

は広がるが、西方はVE区までは広がらない。また水田跡に伴う足跡は検出されていない。
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l 10Y R%黒鶴色シルト 渋化物,マ ンオン粒,破 fヒ鉄を含む,

焼 にを少 し命む。10Y R/の 41に がまじる(

土 層 註 記

1 10Y R%黒鶴色シルト 全体的に炭化物の将 ブロ′ク状に焼■を含む。

2 10Y R%黒褐色シルト 全体にまだらに少量の酸化鉄を合み, またごく少量の炭化物を含む。
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10.謂

SK4

1 10Y R% 灰黄褥色シルト質粘■
2 10Y R% 灰黄褐色シルト質粘土 直径01～ 1 0enの 黄褐色のブロッタを全体に含む。

これにより上層と区別される。

3 10Y R% 褐色ンルト質粘土 粘性あり, しまりなし, 2層 の上がしもムリ状にまじる

層 註 記
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鋼

SPA

10.謂
土 層 註 記

1 10Y R%に本い黄縄色シルト 基本層の3層

2 5YR/褐灰色シルト質格と この層の中央部に黄掘色を多く含む部分があるが分層不可能。
3 10YRχ偶灰色格■質シルト
4 10Y R%灰黄褐色シルト質格■ 全体に5層の上をしもより状に合tj・。
5 75YRχ穏灰色シルト質粘土 黄編色のブロック5 mn～ 3e■ を合む。
6 7 5YR%褐灰色ンルト質IIh土 黄祖色のプロッタ5鰤～2 cmを 含む。
7 10Y R/褐灰色Fh土 井戸の最下層グライ化している。

SK6

SK3

第198図 Ⅳ区 3b層土墳平面図・ セクション図 (1)
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土 層 誰 記

10Y R%に オい弦tk ttWi■ ,tシ ルト 径2～ 5 cmの 際をごくまれに含む。

25V%]士 灰黄掘色 径05～ 3 cmの 際を全体にまばらに合む。

10Y R/th仄 色 行0 5cm程 度の礫を全体にまばらに含む。

10Y R/単色炭化物集げt これをマトリックスとするが, 3用 がしもふり状に入りこむ。

10Y R%灰 贅th也精土質シルト 黄鶴色のブロノク (2× 5 cm)と 炭化物を部分的に含む。

7 5YR/棚 灰色ンルトPi*卜土 黄偶色のブロック (2～ 5 mm)を 全体にまばらに含む,

8 10Y R%科鶴色植移繊維集積

9 10Y R/棚灰色ンルトll粘 ■
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土 層 註 記

ユ 7 5YR%灰撮色粘土質シルト

2 10Y R%褐灰色シルト質粘上

を全体にまばらに合む。

3 iOY R%黒褐色格■質シルト

4 10Y R%褐灰色ンルト質粘土

ごくまれに径 2 rII～ 3術の炭化物 を合む。

径 1～ 3鰤の灰白色の粘■ ブロック

2-5 cmほ どのレキをまれに含む。

この層からグライ化は じまる。

SK8

土層註記

1 10Y R%に よい黄掲色tlj土 質シルト

2 10Y R%灰 黄褐色シルト質粘土

3 10Y R%灰 黄褐色シルト質粘土

SPA

Ю.那

トーsPA

ばト

令体に炭化物,石英をまばらに含んでいる。

7 10Y R%灰黄拇色ン″卜P〔 lh土 全体的に炭化物をまばらに含む。

10 10Y R%単色粘土 黄樹色のブロックをまばらに含む。

11 25Y%黄 灰色シルトF〔粘土 湧水のため註記不能

12 25/黄灰色ホよ土 井戸の,ド解となっており,グ ライ化している。
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1 25Y/黄灰色シルト質粘■ 基本層位 8層 以下と思われる黄色と

黒色の互層がブロ /夕 状 3× 10cmに混じる。

2 10Y R%灰黄色粘土質ンルト
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土層al記

1 25Y%灰黄色シルトFlr占■ マンガン粒全体均―に合む
2 25Y%‖ 諄灰黄色*∴上 マンガン粒酸化鉄を含む
3 25Yχ 黄灰色ンルトPi粘 土 磁化鉄を合む
4 25Yχ 黄灰色シルト質格■ 3解 とに灰rittFl土 ブロックを含む。
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ＡＳＰ
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A    E眸

SPA
Ю.編

S酢

S K14

土層誰記

1 10Y R%黒褐色ラルト 全体に灰白色ンルトのl cm前 後のブロックを合み,酸化鉄
マンガンを含む。

2 10Y R%灰 安褐色シルト 全体に5銅 前後の褐灰色粘土のアロックを含み,酸化鉄
マンオンを合む。

9 10Y R%黒 tA色粘土質シルト 全体に酸化鉄と少量のマンガンを合み, l cm弱 の灰白
色Xlj上 のブロックを合む。

4 10Y R%黒縄色シルト 全体に酸化鉄と少量のマンガンを含む。
5 10Y R/tB灰 色粘土質シルト 全体に酸化鉄とマンガンを含む。
0 ユOY R%1/k黄 縄色粘土質シルト 全体に少量の酸化鉄とマンガンを合む。
7 10Y R%黒 掘色ンルト 全体にl cm弱 の浅黄色粘上のブロックを含む。
8 2 5VR/浅 黄色4h土 全体に酸化鉄 マンオンを合む。
9 10Y R/褐 灰色粘上 全体に酸化鉄 マンガンを合み, l cm前 後の灰白色粘上のアロ

ックを合む。
ユ0 10Y R%灰 白色粘土 全体に酸化鉄 マンオンを合み, ごく少量の炭化物をふくむ。
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土層議記

75YRχ 晴縄色シルトFi精上

全体的に介んでいる。
S

SPA引

土層誰記

1 10Y R%に かい黄縄色シルト質4j土

(床面近く)酸化鉄を多く本〈む。

S K13

灰黄褐色粘■ をブロ ック状に合む。

l.k本 層 4用 のアロ ック 3 mm～ ユcmを

K12

卜~~SPA′
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第203図 Ⅳ区 1～ 3層出土遺物実測図 (3)

i)畦畔 :畦畔は周囲の土を盛って作られている土盛 り畦畔である。畦畔の方向性は真北方向

を基準としている傾向が看取される。畦畔の規模は上端幅30～ 60cm、 下端幅60～ 120cmの もの

が多 く、上端幅は最大で90cm、 最小で15cm、 下端幅は最大で140cm、 最小で50cmで あり、各

畦畔に明瞭な規模の差は認められない。断面形は極めて扁平な台形状をなす。水田面 との比高

差は10～3.Ocmの ところが大半である。

�)区画 :水田は 7枚検出している。水田の平面形は方形を基調 としている。各水田において

四辺の畦畔が全て検出されたものがないことや畦畔の残存状況が良好でないため、水田 1枚の

面積を確認することはできないが、300m2以上の水田区画を有することが想定される。

iii)水路と溝跡 :S D24(水 路)は V区東端部 C・ D-21・ 22グ リッドに位置する。方向性は

N-2°一Wでほば真北方向を示す。直線的に伸びており、15.76mに わたって検出された。埋土

は 5層であり、自然堆積により埋まったものと考えられる。水路の規模は上端幅100～ 136cm、

下端幅18～38cm、 深さ47.3～63.9cmであり、全体 として規模の変化は少ない。断面形はやや

縦長の逆台形を呈し、壁面の立ち上がりは直線状をなす。底面はほぼ平坦であり、底面のレベ

ルは北端部で標高9,30m、 中央部で9.16m、 南端部で9.38mと 中央部が深 くなっている。このS

D24(水路)と 平行して西側約88cmの ところにはS D25が検出されている。 S D25は 中央や

や南寄 りのところが途切れているため、北側をS D 25a、 南側をS D 25bと した。S D25は SD

24(水路)と 同様の方向を示し、直線的に伸びている。S D25aは 10.2m、 S D25bは 4.5mの

検出長を測る。堆積土は基本層位2b層であり自然堆積により埋まったものと考えられる。濤の

規模は上端幅20～ 53cm、 下端幅 6～34cm、 深さ0.6～ 9.8cmである。S D25bの 方がやや濤幅

が小さい。また底面には凹凸の見られるところがある。断面形は縦長の舟底状を呈し、壁面の

立ち上がりは弧状をなす。底面のレベルはS D25aでは北端部で標高9.68m、 南端部で9.71m、

Ⅷ

会

ｏ

だく

１ヽ
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S D25bでは北端部で標高9.69m、 南端部で9.73mである。またSD24(水路)と S D25aの 関

の3b層上面からはその北半部においてピットが 6基検出さ|れている。(Pl～ 6)6基 と

ピットの規模は上端の径20～40cm、 下端の径■～32cm、 深さ3.2～8.lc印 とほぼ同規模である。

P2と P3の間隔が1,9m離れているがほぽ直線に列をなしている。遺物は埋±3層から須恵

器系陶器の回縁部付近の破片が 1点 (第204図 4)出上してぃる。
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土層註記

EPD
9。 90M引

EPE
9.90M引

1 25Y%黄灰色シルト質粘■ 3層 の基本層位か?

2 25Y%灰黄色ンルト質砂 破粒はあまり認められな
い。縦断面の観察からはこの層の共給方向はわからを
かつた。層中に酸化鉄をかすかに含む。

3 25Y%黄灰色シルト質粘土 酸化鉄を多く含む。
4 25Y%黄灰色粘■ 酸化鉄わずかに合む。
5 10Y R/福灰色粘土 黄褐色粘■をブロッタ状に合
む。
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18.3a層 の調査

(1)調査の概要

①3a層の分布・土性 :3a層 はⅣ区北半部を中心に分布する。層厚はB-29グ リッド8～15cm

である。層相は⑩ YR4/3に ぶい黄褐色粘土質シルトである。

②3a層上面の標高と地形 :3a層上面の標高は、Ⅳ区B-29グ リッドで10.20mで ある。

③検出遺構と出土遺物 :3a層上面において濤跡 5条 (S D12・ 13・ 17・ 26・ 27)、 土羨 2基 (S

K2・ 10)が検出されている。出土遺物は3b層および3a層中から土師器破片68点、須恵器破片

19点、赤焼土器破片20点、陶器破片19点が出土している。

確担V区の調査 (第210図 )

① S D27:S D27は B-30。 31グ リッド、Ⅳ区の北東隅に位置する。 3層上面で検出されてい

る。S D26と 重複関係があるが新旧は不明でむしろS D26に合流する可合蟄陛がある。検出長は

11.5mで 、西端は調査区外へ伸びる。方向性は直線的でN-78°一Wの方向を示す。断面形は中

央部がU字形を呈 し、上端へ向かい、ごく緩 く立ち上がる。上端幅は3.7～1.3m、 下端幅は

0.5～ 0.lm、 深さは3.3～ 4cmである。底面の標高は9.6～ 9.76mで S D26に 向かい傾斜してい

る。埋土は3層認められる。

② S D26:S D26は 、BoC・ D-30グ リッドⅣ区の東壁沿いに位置する。 3層上面で検出さ

れている。 S D26。 12と 重複し、S D12よ り新 しいが、S D26と の新旧は不明である。検出長

は26mで、南端、北端は調査外へ伸びる。方向性は直線的でN-7°一Eの方向を示す。断面形は

扁平な逆台形を呈する。西側の上端ラインは検出されたが東側の上端ラインは検出されていな

いため上端は5m以上である。南端から5m北へ行った部分で底面に段差があり、北側lm低 くな

る。高い部分の下端幅は95～ 150cmで北へ傾斜し、低い部分は下端幅35～90cmでやはり北へ傾

斜する。埋土は17層認められる。県内産 と思われる中世陶器の破片 1点、蓋 と考えられる木製

品 1点 (第 212図 2)、 石臼の破片 1点 (第211図 )力 出ゞ土している。

③ S D12:S D12は 、B-25、 B・ C-26、 C-27、 C・ D-28、 D-29グ リッドを横断して

いる3層上面で検出されている。S D26、 S K10と 重複し、両者よりも古い。検出長は50.6mで、

両端は調査区外へ伸びる。方向性は直線的でN-88°一Wである。断面形は中央部がU字形を呈

し、上端部分へ向かって緩 く立ち上がる。上端幅は200～ 300cm、 下端幅は20～ 60cm、 深さは

25～42cmで ある。底面は平坦で、その標高は9.5～ 9.7m、 C-26グ リッド部分がやや低 くなっ

ている。埋土は 2層である。埋土中から常滑焼の甕の破片が出上している。

④ S D13:S D13は 、C-24・ 25。 26。 27、 D-28グ リッドを横断している。 3層上面で検出

されるS D17を重複するが新旧は不明である。S D12に 平行してはしる。検出長は49mで、西

端と東端は調査区外へ伸びる。方向性は直線的でN-91°一Wの方向を示す。断面形は中央部が
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1  loY R%灰 黄褐色ンルト質粘■ 淡黄色の砂がところどころブロック状に入る。

2a 10Y R%褐 灰色ンルト質格土 礫を極まれに含む,粗砂をところどころ含んでいる。

2b 10Y R%褐 灰色ンルト質粘土 粗砂なじ

3a 75Y R%褐 灰色シルト質粘土 タテに酸化鉄

3b 75Y R/福 灰色シルト質粘土 タテに酸化鉄

4  7 5YR%褐 灰色ンルト質粘土 淡黄色のシルト質粘土がところどころに見られる。

Sa 2 5Y/黄灰色シルト質粘土 淡黄色の粘上のブロックが入るがSb層 よりもブロックは細い。

5b 25Y%黄 灰色シルト質粘上 淡黄色の粘■質がブロノク状|こ 入る。

6  10Y R/褐 灰色シルト質粘土 淡黄色の粘土質がプロック状に入るが5b層 よりもその害よ合は少ない。

7  10Y R%黒 褐色粘土 極まれに本片を含む。

8a 5Y/灰色粘土 小枝を非常に多く合む。

8b 25V%黒 偶色Ith■  この層から9層上かけて削りくずのような木片が見られる。3a層 よりも小枝が少ない。

9  5Y%オ リーブ黒色格■ 植物遺体集積,肖」りくずのような木片が非常に多い。

10  75Y/灰 色粘土 この唇よリグライ化がすすむ。層のを積にそって、 2黒色のすじがはじっている。

■  7 5CY/暗 緑灰色粘土

12  5C/緑灰色Th土  うすい青黒色のまじりあり。

13  10C Y/嗜 緑灰色粘土
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U字形で上端部へ向かって緩 く立ち上がる。上端幅は300～500cmで下端幅は20～60cmで、深さ

は18～40cmである。底面はほぼ平坦で標高は9.3～ 9。 4m、 傾

斜はみられない。埋土は 2層である。

⑤ S D17:S D17は C・ D-24、 C-25グ リッドに位置する。

S D12と 重複するが新旧は不明である。検出長は1lmで南端

は調査区外へ伸びるが、 S D13よ り北へは伸びない。方向性

は直線的で、N-5° 一Eの方向を示す。上端幅は130～ 160cm、

下端幅は65～120cm、 深さは15cmである。断面形は浅 く緩 く

立ち上がる。底面の標高は9.3mで ある。埋土は 3層である。

⑥ S K10:S K10は C-28グ リッドの中央よりやや西側に位

置する2層で検出される。平面形は円形で径は約180cmであ

る。断面形は逆台形で深さは50cmで ある。底面は平坦であ

る。埋土は 4層認められる。

② SK2:C-30グ リッドの南西部に位置する。平面形は不

整楕円形で、長軸130crn、 短軸69cm、 深さncmでぁる。断面

形は皿状を呈し、底面は平坦であるがピットを 2基検出して

いる。埋土は 2層で、第 1層 は炭化物 と焼上が多 く含まれて

いる。

第211図 Ⅳ区 3 att S D26

出土遺物実測図(1)
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第212図  Ⅳ区 3 attS D26出土遺物実測図 (2)



19.2b層 の調査

(1)調査概要 (第214図 )

① 2b層の分布・土f性 :2b層はⅣ区。V区に分布する。層厚は4～10cmで ある。層相は2.5

Y5/1黄灰色粘上である。

② 2b層上面の標高と地形 :2b上面の標高は、Ⅳ区D-29グ リッドで10.1～10.15m、 V区

D-19グ リッドで9.85～9.90mで東方に高く西方に低い。

③検出遺構 :Ⅳ区において2b層上面で畦畔の遺構が検出されている。

(2氾V区の調査

①畦畔状の遺構 :石積みの畦畔状遺構である。 B・ C-25、 C-26・ 27グ リッドを横断して、

長さ22mに わたり検出された。さらに24m東のD-29グ リッドの中央付近で長さ 2mに わた

りその延長を検出している。この遺構の上端幅は30～100cm、 下端幅は80～150cmを測る。周

辺との比高差は北側で 2～ 12cm、 南側で15～20cmである。石は径 2～ 3 clnの礫から李大の礫

が積まれている。
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Ⅳ区 2b層出土遺物実測図・拓影
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